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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「２ニー０ゼロ３サン２ニー０ゼロ９キユー３サン０ゼロ」

　無意識に呟つぶやいた八つの数字が、ハルユキの口のすぐ下にある水面を揺ゆらした。小さな波は紋もんが生まれ、浴よく槽そうの内側に当たって消える。体をずらして鼻の下までお湯に浸つかり、ぶくぶくと泡あわを吐はき出しながら考える。

　──僕はこの数字を、一生忘れることはないだろう。

　以前から記き憶おくに保存されていた数字ではある。なぜなら二〇三二年九月三十日というのは、ハルユキの剣の主マスターであり《親》でもある黒クロ雪ユキ姫ヒメの誕生日なのだから。しかし昨夜、その数字が持つ意味は永遠かつ不可逆的に変化した。真っ白いうなじの肌はだにプリントされた、紫色のバーコードを見た瞬しゆん間かんに。

　心身ともに健康な中学二年生男子としては、ひとつ年上の女子と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るなどという体験をすれば、一週間や二週間は形けい而じ下か的てきな衝しよう動どうに悩なやまされてしかるべきだろう。しかしハルユキの記き憶おくに深々と刻まれたのは、湯気越ごしに目もく撃げきした優美な裸ら身しんでも、バススポンジで擦こすった背中のしなやかな感かん触しよくでもなく、黒雪姫の衝しよう撃げき的てきな告白だった。

　──私は、母の腹から生まれたのではない。体外受精させた胚はいを人工子宮で育てた、いわゆる《マシンチャイルド》さ。

　──私はまだ人工子宮に入っているあいだにニューロリンカーを装着され、魂たましいの複製処置を施ほどこされた。首のバーコードは、その名残なごりだろう……。つまり魂たましいレベルでは、両親とは何の繫つながりもないということだ。

　向かい合ってお湯に浸つかりながら、黒クロ雪ユキ姫ヒメはハルユキにそう告げたのだ。

　驚きよう愕がくすべき言葉だったが、しかしほんの少しだけ腑ふに落ちるものもあった。黒雪姫がたまに見せる無む謀ぼうさ──たとえばハルユキを暴走車から救った時のような我わが身みを省かえりみない行動は、もしかしたら自分がマシンチャイルドであるという認にん識しきから来ているのかもしれない。だとすれば、それはとても悲しいことだ。たとえ人工子宮から生まれたのだとしても、人間としての存在意義は一いち毫ごうたりとも毀き損そんされるものではない。黒雪姫は現実世界でも加速世界でも多くの人たちに愛されている、唯ゆい一いつ無む二にの存在なのだから。

　昨日、黒雪姫の告白を聞いた直後に、そんな思いをありったけの言葉で伝えたつもりだった。しかしこうして自宅で一人になって思い返すと、まるで言い足りなかった気がしてならない。もっと何度も、繰くり返かえし伝えるべきだったのだ。自分がどれほど黒雪姫のことを大切に思い、出会えたことに感謝しているのかを。

　もう一度ため息を泡あわに変えてから、両耳を指で塞ふさぐ。目も閉じて大きく息を吸い込み、仰あお向むけの姿勢で体を沈しずめていく。

　有アリ田タ家けの浴室はマンションにしては広いタイプで、バスタブの内寸も大きいので、縦方向に小こ柄がらなハルユキは脚あしを少し折り曲げれば全身を水すい没ぼつさせられる。温度をぬるめにしているので皮ひ膚ふとお湯の境界があいまいになり、空調装置のノイズも遮さえぎられて、自分の血流だけが頭の中に響ひびく。

　人工子宮の中というのは、こんな感じなのだろうか。

　もちろん、さしもの黒雪姫でも生まれる前のことは憶おぼえていないだろうが、人間は二、三歳くらいまではいわゆる胎たい内ない記き憶おくを保持しているという説もあるらしい。黒雪姫の脳のいちばん奥おくに人工子宮の記き憶おくがわずかなりとも残っているのなら、それを少しでも理解し、共有したい。

　やがて息が苦しくなるが、ハルユキは頑がん張ばって体を沈しずめ続けた。もう無理というところで頭を水面から突き出し、空気を貪むさぼる。

　──強くなりたい。

　荒あらい呼吸を繰くり返かえしながら、ハルユキはそう念じた。

　バーストリンカーになってから……もしかしたらそのずっと前から願い続けてきたことだ。しかしいまハルユキを駆かり立たてる渇かつ望ぼうは、大声で叫さけびたいほど深く、激しいものだった。

　バーストリンカーとしてだけではない。人間として強くなりたい。愛する人の心を苛さいなむもの全てを、永遠に遠ざけられるほど強く。

　水面を割って、右手を高く振り上げる。握にぎった拳こぶしをお湯に叩たたき付つけようとして、寸前で堪こらえる。

　焦あせっても結果はついてこない。一歩ずつ、それが無理なら半歩ずつ、あるいは指の一にじりずつでも、辛しん抱ぼう強づよく前に進むのだ。すべきことは山ほどある。現実世界でも、そして加速世界でも。

「……先せん輩ぱい、僕は、必ず……」

　その先は胸の裡うちに吞のみ込んで、ハルユキは立ち上がり、浴よく槽そうから出た。








２






　髪かみを乾かわかしてから自室に戻もどると、ベランダの床ゆかに反射した真夏の陽光が部屋全体を白っぽく染めていた。

　七月二十二日、午後二時。まだ夏休み二日目なのに、なんだかもう一週間以上経たってしまったようにも思える。それくらい、たくさんのことがあったのだ。

　昨日開かい催さいされた七王会議にブラック・バイスとウルフラム・サーベラスが乱入し──正確には、白の王の全権代理アイボリー・タワーがついに正体を現したのだが──、会議場となった日本武道館に神獣レジエンド級きゆうエネミー《太陽神インティ》を落下させて、青の王ブルー・ナイト、緑の王グリーン・グランデ、黄の王イエロー・レディオ、紫の王パープル・ソーン、そして黒の王ブラック・ロータスを無限ＥＫ状態に陥おとしいれてしまった。

　幸い赤の王スカーレット・レインと他の参加者は脱だつ出しゆつできたのだが、ハルユキたちネガ・ネビュラスのメンバーは大きなショックを受けた。それでもどうにか前を向き、レギオン会議で黒の王救出作戦を立案して、さっそく今日から動き出す──というところで白のレギオンの幹部である《七連矮星セブン・ドワーフス》第三位のローズ・ミレディーからハルユキにメールが届いた。

　白のレギオン、いや加速研究会の《計画》に利用されているオーキッド・オラクルこと若ワカ宮ミヤ恵メグミを助けたいというミレディーの言葉を信じ、ハルユキと黒クロ雪ユキ姫ヒメは彼女とともに恵が入院している国こく立りつ成せい育いく医い療りよう研けん究きゆうセンターへと赴おもむいた。もう二日近く昏こん睡すいしているという恵と有線直結し、ミレディーとハルユキは無制限中立フィールドへとダイブして、因いん縁ねん深い東とう京きようミッドタウン・タワーに囚とらわれていたオラクルを救出した。

　その時、なぜか同じ場所に拘こう束そくされていたＮＰＣドローン、放ほう浪ろうの鍛冶かじ屋やミスター・スミスをも解放したハルユキは、自分の強化外装《ルシード・ブレード》に炎えん熱ねつダメージ無効の強化を施ほどこしてもらった。もちろん太陽神インティが放つ超ちよう高こう熱ねつに対たい抗こうするためだが、黒の王救出作戦では、アタッカーは神器《ジ・インフィニティ》を持つトリリード・テトラオキサイドが務めることになっていたのだ。時間がなかったとはいえ、これでインティを攻こう撃げきするのはハルユキの役目になってしまった。

　──いまの僕に、その大役を果たせるんだろうか……。

　窓の向こうのベランダを灼やく真夏の日差しを眺ながめながら、ふと弱気の虫に取り付かれそうになった、その時。かすかなサウンドとともに、メールの着信アイコンが点灯した。

　差出人は黒雪姫。急いでアイコンをタップし、本文を開く。

【先ほど恵の検査が終わった。脳に異常は見られないので、明日には退院できるらしい。詳くわしいことは後で説明する。恵と、いちおうミレディーのぶんも礼を言うよ。ハルユキ君、本当にありがとう】

　相変わらず簡潔な文章だが、それでも黒雪姫の安あん堵どが伝わってくる。ハルユキもほっと息を吐はき、【良かったです、若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいにお大事にと伝えて下さい】とメッセージを返した。

　若宮恵が目覚めたのが、今日の午前十時過ぎ。黒雪姫とローズ・ミレディーこと越コシ賀カ莟ツボミは病院に残ったが、ハルユキは自分がいたのでは着き替がえや食事もしにくいだろうと思って一足先に辞去したのだ。帰り道、梅うめ郷さと中ちゆうに寄ってホウの世話をしたのだが、お昼前には帰宅できた。母親は明日の朝まで帰らないとのことなので、これからしばらくは久しぶりの完全自由時間である。

　ベッドに寝転がってマンガの新刊を読もうか、それともやりかけのオールドＲＰＧをクリアするか……などとあれこれ考えてから、全ての誘ゆう惑わくを断たち切きってリビングルームに移動する。冷たい麦茶をグラスに注ぎ、ダイニングテーブルの椅い子すに座すわって、梅うめ郷さと中ちゆうの統合学習アプリを起動。

　昨夜、黒雪姫の家でもかなり頑がん張ばったのだが、夏休みの宿題はまだまだたっぷり残っている。七月中──は無理でも八月上じよう旬じゆんまでには全て終わらせるのが目標なので、一日たりともサボるわけにはいかない。苦手な数学のタブをえいやとタップし、仮想ペン片手に連立方程式を解き始める。

　以前のハルユキなら、集中力が十分も持続しなかったのだが、最近は頭の中のギアをかなり自由にコントロールできるようになってきた気がする。要は、嫌いやだとか面めん倒どうくさいという意識が残っているから集中が続かないのだ。加速世界で修しゆ業ぎようする時のように、もう一段奥おくに意識をシフトできれば、雑念が消える──ことはないにせよ、遠くに押しやれる。集中しながらの一時間は、気を散らしながらの三時間を上回る。

　時々麦茶で喉のどを湿しめらせながら、ハルユキは無心に方程式を解き続けた。この課題は解答だけでなく手書きの（もちろん本物の紙ではなく電子ペーパーに、だが）計算過程も提出させられるので計算アプリでチートはできない。行ゆき詰づまると教科書を開き、類るい似じ問題の解法を睨にらんでヒントを探す。懸けん命めいに考えているといつかは閃ひらめきが訪おとずれるので、急いで右手を動かす。

　そんなふうにして数学の宿題を五ページぶん片付け、ふうっと息を吐ついてぬるくなった麦茶を飲み干した、その瞬しゆん間かんを狙ねらい澄すましたように。

　きんこーん、と来客を告げるチャイムが鳴った。音色は有アリ田タ家けの玄げん関かんではなく、マンション一階のオートロックのものだ。表示された来客ウインドウに映し出されているのは──。

「えっ……せ、先せん輩ぱい!?」

　白い鍔つば広びろ帽ぼう子しをかぶり、ティールブルーのワンピースを着ているのは、黒クロ雪ユキ姫ヒメに間ま違ちがいない。病院で別れた時とは服装が異なっているので、一度自宅に戻もどってからここまで来たのだろうが、それにしてもなぜ──。

「あの、ど、どうして……？」

　思わずそう訊たずねると、ウインドウの中の黒雪姫が軽く肩かたをすくめた。

『どうしてって、メールに後で説明すると書いたじゃないか』

「あれって直接って意味だったんですか!?」

『それ以外に解かい釈しやくできないだろう』

　そぉ～かなぁ[image: ～][image: ～]と思うが無論追い返すなどという選せん択たく肢しは有り得ない。急いで解かい錠じようボタンに触ふれながら言う。

「あの、どどどうぞ！」

『ン、ありがとう』

　ひらりと手を振ると、黒雪姫は画面左の自動ドアの中へと消えた。ハルユキは急いで立ち上がり、自分の体を見下ろした。部屋着のハーフパンツとＴシャツだが、風ふ呂ろに入って着き替がえたばかりなので汗あせ臭くさくはあるまい。ついでにリビングダイニングを眺ながめ回して、散らかっていないことを確かめる。

　玄げん関かんへとダッシュし、上がり口にいちばん綺き麗れいなスリッパを完かん璧ぺきな角度でセットしていると、再びチャイムが鳴った。すみやかに電子ロックを解かい錠じようし、ドアを開けた途と端たん、むわっとする熱気とともにシトラス系の香かおりが入り込んでくる。

「い、いらっしゃい先せん輩ぱい、暑かったでしょう」

「ああ、八月が思いやられるな」

　そう言いながら敷しき居いをまたいだ黒雪姫は、しかし汗あせ一つかいていない。これも心しん意いのなせる業わざか……と考えつつハルユキはドアを閉めようとしたが、しかし。

「ちょっと、わたしもいるのよ」

「あっ、すみません、どうぞ……」

　再び開けたドアからするりと入ってきたのは、ワンピースタイプの制服を着た小こ柄がらな女子。五時間前に別れたばかりの越コシ賀カ莟ツボミ──ローズ・ミレディーである。しばらく前までのハルユキなら仰ぎよう天てんして飛び上がっているところだが、どうにか衝しよう撃げきを吞のみ込み、訊たずねる。

「こ……越賀さんも一いつ緒しよだったんですか」

　すると莟は、長い前まえ髪がみの隙すき間まからじろっとハルユキを見た。

「なんだ、あんまり驚おどろかないのね。せっかく下のカメラをしゃがんでかいくぐったのに」

　言われてみれば、来客ウインドウに映ったのは黒クロ雪ユキ姫ヒメだけだったはずだ。

「……な、なんでそんなことを」

「ちょっとした悪戯いたずら心ごころよ」

「それは……ご期待に添そえなくてすみませんでした」

　僕だっていつまでもビビリじゃないんです……などと考えながら新しいスリッパを出そうとしたハルユキの背中を。

「わっ!!」

　という叫さけび声ごえとともに何者かが叩たたき、ハルユキは情けない声で喚わめきつつ盛せい大だいに飛び上がった。

「のわああああ!?」

　上がり口に尻しり餅もちをついてから見上げると、ドア前に立っているのはカットソーとキュロットスカート姿の幼おさな馴な染じみだった。

「ち……チユ!?　なんでお前まで!?」

「ちょうどエレベーターで行き会ったのだ」

　と背後から黒雪姫が答え、チユリ──倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リもにんまり笑った。

「期待どおりの反応だったよ、ハル」

「……まさか、オレをビビらせるためだけに……？」

「そんなわけないじゃない」

　笑え顔がおを呆あきれ顔がおに変え、左手に持っていたトートバッグを掲かかげてみせる。

「どうせロクなもの食べてないと思ってお料理持ってきてあげたのよ、ほれ、頭ずが高い！」

　それを聞けば、へへーと平へい伏ふくするしかない。チユリの言うとおり、昼食は冷れい凍とうチャーハンを温めてかき込んだだけなのだ。

「あ、有あり難がたき幸せ……ささ、どうぞどうぞ」

　三つ目のスリッパを並べると、ハルユキは女性陣を冷れい房ぼうの効いたリビングに案内した。三人がダイニングテーブルに座すわると、キッチンから取り皿とカトラリー類、麦茶のグラスを運ぶ。

　トートバッグから出現した三つの大型プラ容器の中身は、具ぐ沢だく山さんのキューブサンドイッチ、ブロッコリーがごろごろ入ったグリーンサラダ、鶏とりの唐から揚あげにアスパラの肉巻きという無敵の陣じん容ようだった。しかも、四人がたっぷり食べられるほどの量がある。

[image: ]

「……チユ、先せん輩ぱいたちが来ること知ってたのか？」

　思わずそう訊きくと、チユリはふるふる首を左右に動かした。

「んーん、ぜんぜん」

「じゃあ、どうしてこんなにたくさん……」

「ママが、せっかくだから三食ぶんくらい持ってってあげなさいって。だからエレベーター乗ったら黒クロ雪ユキ先せん輩ぱいがいてびっくりしちゃったよ」

　唐から揚あげを皿に取り分けながらそう言ったチユリは、視線を莟ツボミに向けた。

「で、このコはだあれ？　プロミの誰だれか？」

　──ええっ、まだ紹しよう介かいしてないんですか!?

　という思念を視線に込めてハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメを見たが、レギオンマスターは澄すまし顔がおでサラダを取り分けている。その隣となりに座すわる莟は莟で、自ら名乗るつもりはないらしい。

　やむなくハルユキは、グラスに麦茶を注ぐ手を止めて言った。

「えーっと、まずチユ、そのヒト中三だから……」

「えっ、いっこ上!?　こりゃまた失礼しました」

「そんで、プロミじゃなくてオシラトリのヒトだから……」

「えっ、オシラトリ!?　こりゃまた失礼……って、え、ええええ!?」

　今度こそ素すっ頓とん狂きような声を上げると、チユリは右手の箸はしに唐から揚あげを保持したまま器用に飛とび退のいた。

「オシラトリって白のレギオンじゃん!!　なんで先せん輩ぱいと一いつ緒しよにハルんちに来るわけ!?」

「うーっと、説明すると長くなるんだよ……。ともかくそちらは越コシ賀カ莟ツボミさんっていって、オシラトリの七連矮星セブン・ドワーフス第三位の、ローズ・ミレディーの中のヒト」

　左手に空の皿をセットしながらハルユキがそう紹しよう介かいすると、チユリがボリューム二割増しで叫さけんだ。

「どえええええ!?」

　箸はしから転げ落ちた唐から揚あげを、ハルユキはすかさず左手の皿で空中キャッチした。




　二十分後。

　チユママお手製のご馳ち走そうがあらかたなくなると同時に、ハルユキの状じよう況きよう説明もおおよそ終しゆう了りようした。

　最初は、チユリと莟はそう簡単には打ち解けられないのではないか、とハルユキは懸け念ねんした。二人は現実世界ではもちろん初対面だが、加速世界ではすでに一度顔を合わせているからだ。しかも通常対戦ではなく、ルール無用の無制限中立フィールドで。

　一昨日の土曜日夕方に開かい催さいされた領土戦で、ネガ・ネビュラスはオシラトリ・ユニヴァースの本ほん拠きよ地ちである港みなと区く第三エリアに奇き襲しゆうを仕し掛かけた。目的は、オシラトリの《マッチングリスト遮しや断だん特権》を剝はく奪だつし、エリア内に潜ひそむ加速研究会のメンバーをあぶり出すこと。しかし攻こう撃げきは予期されていて、領土戦ステージはオーキッド・オラクルの超ちよう弩ど級きゆう心しん意い技わざ《パラダイム・ブレイクダウン》によって無制限中立フィールドに変えられてしまった。

　激げき闘とうのさなか、本隊と別行動を取ることになったハルユキとチユリ、トリリードの三人は、オーキッド・オラクルに接せつ触しよくしようとした。そこに立ちはだかったのが、オラクルを護衛していたローズ・ミレディーだったのだ。

　遥はるか格上のミレディーを撃げき破はするため、ハルユキは捨て身の戦法に打って出た。ミレディーに組み付いた自分ごとトリリードの《天叢雲ヘブンリイ・ストレイタス》に分断させ、死ぬ寸前にライム・ベルの《シトロン・コール》で回復してもらう──。あの時チユリは、真っ二つになったハルユキを見ている。ゆえに、ミレディーに対しては少なからず複雑な感情を抱いだいているのでは、と思ったのだが。

「そういえば越賀センパイ、領土戦の時はずるっちい手を使ってスミマセンでした！」

　食後の紅茶を一口飲んだチユリがいきなりそんなことを言いだしたので、莟のみならずハルユキもしばし絶句した。二、三度口をぱくぱくさせてから、幼おさな馴な染じみに問いかける。

「ずるっちい手って……オレの自じ己こ犠ぎ牲せい作戦のこと？」

「決まってんじゃん。自分ごとリードくんに斬きらせといて自分だけ回復するなんて、あたしが敵にやられたら絶対納なつ得とくいかないし！」

「い、いやでも、あの時はさぁ……」

　もごもご反論しようとするハルユキの右みぎ斜ななめ前で、莟ツボミがかすかな苦く笑しようを滲にじませる。

「ベル……倉クラ嶋シマさん、別に謝あやまらなくていいわよ。あの戦いは完全にノールールのなんでもありだったし、それ以前にあなたの回復アビリティだってＢＢシステムに認められた真っ当な能力だもの。責められるべきはむしろ、領土戦ステージを無制限中立フィールドに変えるなんて真似まねをしたオシラトリうちのほうだわ」

　ぺこりと頭を下げようとした莟のおでこを、隣となりから素す早ばやく突き出された黒クロ雪ユキ姫ヒメの人差し指が支えた。そのままグググと押し上げていく。

「……何するのよロータス」

「お前こそ、謝あやまる必要はない。あの作戦を立てたのはアイボリー・タワー、いやブラック・バイスなのだろう？」

「それはそうだけど、反対しなかった以上、わたしにも責任はあるわ」

　頑かたくなにそう言い張り、強ごう引いんに頭を下げようとする莟のおでこを、黒雪姫もぐいぐい押し戻もどし続ける。

　その様子を啞あ然ぜんと見つめながらも、ハルユキは頭の片かた隅すみで考えた。

　そう──不思議なのはそこだ。莟はどうして、オーキッド・オラクルを捨て石にするようなブラック・バイスの作戦に反対しなかったのか。自分と同じサフラン・ブロッサムの《子》、つまり姉し妹まいであるオラクルは、莟にとって加速世界で誰だれより大切な存在であるはずなのに。

　耳の奥おくに、笹ささ塚づかの図書館で初はつ遭そう遇ぐうした時の莟の言葉が甦よみがえる。

　──わたしはレギオンの大義よりも、オラクルの命を優先する。

　大義。莟は確かにそう言った。白の王ホワイト・コスモスと加速研究会の計画、いや陰いん謀ぼうに大義があると、莟はそう思っているのだ。

　太陽神インティが落下する直前に遭そう遇ぐうした七連矮星セブン・ドワーフス第一位のプラチナム・キャバリアーも、似たようなことを言っていた。

　──たとえ王たちのレギオンに攻こう撃げきされて、全損が避さけられないんだとしても、オシラトリを抜けようなんて考えるメンバーは一人もいない。

　それはつまり、三十人近いレギオンメンバー全員が、莟と同様に白の王の大義を信じているということだ。災さい禍かの鎧よろいを生み出したり、ＩＳＳキットをばらまいたりすることが正当化されるほどの目的とは、いったい何なのか──。

　まるでハルユキの懊おう悩のうを感じ取ったかのように、莟が視線を向けてきた。黒雪姫も指を下ろし、表情を改める。

「クロウ……有アリ田タくん」

　初めてハルユキのリアルネームを呼んだ莟ツボミは、一いつ瞬しゆん唇くちびるを嚙かんでから続けた。

「あなたには、もちろんロータスにもベルにも真実を知る権利がある。白の王とオシラトリ・ユニヴァースが何を求め、何を為なそうとしているのかを。でも、もう少しだけ待って欲ほしいの。わたしとオッキーがオシラトリを正式に脱だつ退たいしたら、その時こそ、わたしが知る限りのことをきちんと説明するわ」

　バーストリンカーになってからいままで数多くのお預けを食らってきたハルユキだったが、この焦じらされ度合いは過去最大級と言ってよかった。しかしこの流れで一人だけ駄だ々だをこねるわけにもいかない。

「……解わかりました。でも……脱だつ退たいって言っても、簡単じゃないですよね。越コシ賀カさんは白の王と同じエテ……じゃなくてルナ女の生徒なんですから、グローバルネットを切っても学内ネット経由でいつ《断罪》されてもおかしくないわけで……」

「確かにそのとおりだけど、幸い夏休みが始まったばかりだから、断罪有効期限の一ヶ月を逃げ切るのは不可能じゃないわ」

「あっ、そ、そうか……」

　ハルユキはこっくり頷うなずいたが、正面に座すわる黒クロ雪ユキ姫ヒメは難しい顔で唸うなった。

「ンー……しかし越賀、お前は当然コスモスや他のメンバーにリアル割れしているわけだろう？　自宅も学校の近くなんだろうし、ＰＫ……リアルアタックされる可能性は低くないんじゃないか？」

「まあ、理り屈くつの上ではね」

　そう答えると、莟は映画のような仕草で両手を持ち上げた。

「でも、あのお嬢じよう様さまオブお嬢じよう様さまのコスモスがリアルアタックしてくる図はまったく想像できないわ。フェアリーあたりなら有り得るかもだけど、そんなもんこれで返かえり討うちよ」

　小さな拳こぶしを握にぎり、ボディーブローのモーションで突き出す。

　思わず脳のう裏りに、眼前の越賀莟がスノー・フェアリーのリアルに腹パンを決めているシーンを思おもい描えがいてしまってから、ハルユキは小刻みにかぶりを振った。

「……そ、それでも用心はしないとですよ。オシラトリにはルナ女の生徒以外の男性メンバーもいるでしょう？　そいつらが捕つかまえにくる可能性だってあるんですから……」

　自然な思考の流れをそのまま口にしたのだが、途と端たんに莟と黒雪姫のみならずチユリまでもが表情を強こわ張ばらせた。そこでようやく、以前にニコから聞いたことを思い出す。

　女性バーストリンカーは、加速世界で強くなればなるほど、現実世界の男に対して身構えてしまう傾けい向こうがあるとニコは言った。デュエルアバターなら女性Ｆ型が男性Ｍ型と対等に戦えるのに、生身の体には明らかなパワー差があるから、と。ハルユキには少々実感しづらい話だったが、現実世界で男の集団にリアルアタックされるかもしれないという推測は、莟たちに必要以上の恐きよう怖ふを感じさせてしまったようだ。

「あ……あの、すみません、変なこと言って……」

　ハルユキが首を縮めながら謝罪すると、女性陣は何度か瞬まばたきしてから揃そろって苦く笑しようした。

「いや、絶対にないとは言えない話だからな」

　そう応じた黒クロ雪ユキ姫ヒメが、隣となりの莟ツボミを見る。

「実際、そのへんは大だい丈じよう夫ぶなのか？　ドワーフスの第三位が離り反はんするなど、下位メンバーにも容よう認にんしがたい話だと思うが」

「どうかしらね……。わたしはあんまり若い子たちと話したことないから」

　莟のその答えに、チユリが首を傾かしげる。

「でもセンパイ、幹部ならローランカーの指導とかするでしょ？　そういう時に雑談くらいしないんですか？」

「あー、うちはそういうの、リーパーとビヒモスが一手に引き受けてるから……。若い子たちは、ほとんどコスモスを見たことさえないんじゃないかしら」

　それを聞いて、今度はハルユキが眉まゆを寄せた。ビヒモスは七連矮星セブン・ドワーフス第七位のグレイシャー・ビヒモスのことだろうが、下にリーパーという名がつくオシラトリメンバーと交戦した記き憶おくはない。領土戦の前に黒雪姫から貰もらったメンバーリストには載のっていたはずだ、と懸けん命めいに記き憶おくをひっくり返していると。

「相変わらずハルは短たん期き記き憶おく全ぜん振ふりだねえ」

　呆あきれ顔がおでそう言ったチユリが、長ちよう期き記き憶おくにも自信のあるところを見せた。

「七連矮星セブン・ドワーフス第六位のサイプレス・リーパーさんのことでしょ。あたしも見たことはないけど、アンチョコには特色寄りの近接型って書いてあったよ」

「サイプレス・リーパー……」

　呟つぶやいたハルユキに、莟が情報を追加した。

「リーパーは、一昨日の領土戦では港みなと区く第一エリアの防衛に振り分けられたから、あの戦場にはいなかったわ」

「そ、そうでしたか。えーと……リーパーというのは《跳とぶ者》ですか？」

「ＬじゃなくてＲのｒｅａｐ……《刈かる者》のほうね。サイプレスは糸いと杉すぎのこと、直訳すると《糸いと杉すぎの刈かり手》」

「スギを刈かる人……木材伐ばつ採さい系けいアバターみたいな感じですか？　チェーンソー装備とか？」

　ハルユキ的にはいささか自信のある推測だったが、莟だけでなく隣となりの黒雪姫までもが軽く噴ふき出した。

「フフ……残念ながら、そんな可愛かわいげのあるアバターじゃないぞ、ハルユキ君。糸いと杉すぎというのは西洋では死の象しよう徴ちようで、リーパーには《魂たましいを刈かる者》という意味もある。つまりは死神だな……見た目もボロボロのマントにでっかい木もく柄えのカマを装備した、そのまんまなヤツだ」

「うっへ、死神ですか……」

　再び首を縮めてから、ハルユキは視線を莟ツボミに戻もどした。

「……てことはオシラトリの新人は、その死神さんと、あのクソでっかいビヒモスさんに指導されてるわけですか？」

「まあ、そうね」

「それ、即ヤメ率高くないです……？　僕だったら三日で泣きが入りそうなんですが……」

「あら、クロウ、あなた《鉄てつ腕わん》スカイ・レイカーに指導されたんでしょ？」

　真顔でそう訊きかれ、ちらりと黒クロ雪ユキ姫ヒメを見てから頷うなずく。

「は、はい、まあ……システム周りや通常対戦のノウハウは黒雪姫先せん輩ぱいに教わりましたが、心しん意い方面は、主にレイカー師し匠しように……」

「だったらリーパーとビヒモスの訓練なんてどってことないわよ。あの二人はあれでなかなかまともな先生だし、引退前のレイカーの超ちよう絶ぜつスパルタ指導っぷりは近きん隣りんエリアにも鳴なり響ひびいてたのよ？　復帰後はどうだか知らないけど」

「…………」

　復帰後もまったくもってスパルタです、とは言えずにハルユキは引きつった笑えみを浮うかべた。心しん意いの手て解ほどきを求めた初対面のハルユキを、旧東とう京きようタワーの天てつ辺ぺんから優やさしく突き落としたのは記き憶おくに新しいところだ。隣となりのチユリが、七割がた本気であろう声で言う。

「あたしは心しん意い技わざ憶おぼえる時は、フーコ姉さんじゃなくてういちゃんに教わろーっと」

「ず、ずるいぞ！　オレだって選べるなら四シ埜ノ宮ミヤさんのほうが……」

「あ、いまの姉さんにチクったろ」

「ゲエッ、やめてそれだけは！」

　両手を合わせるハルユキに、チユリがべーっと舌を出す。途と端たんに二人の向かいに座すわる黒雪姫が、拗すねたような声を出す。

「おいおい二人とも、最初から私が選せん択たく肢しにないのはどういうことだ？　確か昨日のレギオンミーティングで、私も心しん意い技わざの指導に前向きになると表明したはずだが」

「そっ、それはもちろん憶おぼえてますけど……」

　そこでハルユキが口ごもると、チユリが続けて言う。

「だって黒クロ雪ユキ先せん輩ぱいの特訓、絶対姉さんなみにスパルタだもん！」

「ほう、そこまで言われたらこちらも引き下がれないな。腹ごなしにキミたちをみっちり指導してやってもいいぞ？」

「い、言ったのはチユだけですってば！」

　そう叫さけんで物理的逃とう走そうを試みようとするハルユキの襟えり首くびを、チユリがしっかと摑つかむ。

　不意に、莟がふうっと大きく息を吐はいたので、ハルユキは逃とう走そうを中止して右みぎ斜ななめ前を見た。呆あきれたのかと思ったが、莟は穏おだやかな、しかしどこか切なさを含ふくむ笑えみを浮うかべて言った。

「なるほど……。これが、ネガ・ネビュラスの強さの正体なのね」

「へ？　こ、これってどれです？」

「いま、ここにある空気そのものよ」

　両手をふわりと広げると、莟ツボミは囁ささやくように続けた。

「──《超速の翼スピードスター》シルバー・クロウに《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》ライム・ベルと言えば、いまや加速世界に知らない者はいないほどのエースリンカーだわ。《絶対切断ワールド・エンド》ブラック・ロータスは言わずもがな……普ふ通つうは同じレギオンのメンバーでも、序列をのし上がるほどに関係がぎこちなくなっていくものよ。なぜならブレイン・バーストは、ポイントと情報を奪うばい合あうゲームだから。気心知れた相手は、同時に自分の弱点も知っている。いまのポジションを固守するために、これ以上の情報を漏もらすまいと壁かべを築き、親友さえも遠ざけてしまう。よっぽど強い絆きずなで結ばれていない限りは、ね」

「……そんな……」

　ハルユキには、それはあまりに悲観的な言葉だと思えた。ハルユキが知っている多くのハイランカーたち──プロミネンスの《三獣士トリプレツクス》やグレート・ウォールの《六層装甲シツクス・アーマー》は、互たがいを深く信しん頼らいし、長所も弱点も余さず共有しているように見えたからだ。

　しかし。

「……そうだな。かつての私や《四元素エレメンツ》たちもそうだった」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが静かにそう呟つぶやいたので、ハルユキは大きく両目を見開いた。

「そんな……先せん輩ぱいや師し匠しよう、四シ埜ノ宮ミヤさんやあきらさんたちの間に、壁かべなんて……」

「本当にそうであれば、ネガ・ネビュラスは潰かい滅めつなどしなかった……だろう？　まあ、いまにして思えば、私一人が壁かべを作っていたんだろうがな……」

「…………」

　当時のことは伝聞でしか知らぬがゆえに軽々しく反はん駁ばくできず、奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。

　そんなハルユキをじっと見つめながら、莟は言葉を続けた。

「実際、大レギオンの幹部メンバーがリアルで交流を持っていることすら稀まれなのよ。もちろん《親子》は別だけど、親と子が殺し合いになる例だって珍めずらしくないしね」

「け、けど……」

　ようやく気持ちを立て直すと、ハルユキは莟に問いかけた。

「白のレギオンの中ちゆう核かくメンバーには、ルナ女の生徒がいっぱいいるんですよね？　その人たちはみんな、リアルでも会ってるんじゃ……？」

「いっぱいってほどじゃないけど……現状だと、わたしとコスモスを含ふくめて六人、かな」

「六人も!?」

　と声を上げたのはチユリだ。右手に最後のキューブサンドイッチを持ったまま、あけすけに驚おどろきを表す。

「それだけいたらじゅーぶん多いですよ！　うちだって同じ学校の生徒は四人だけですよ!?」

「同じ学校だからって、仲がいいとは限らないでしょ？」

　という莟ツボミの返事に、チユリのみならずハルユキも肩かたを縮める。バーストリンカーになる前は、二人はいささか緊きん張ちよう感かんのある関係で──というよりハルユキが一方的にチユリを遠ざけようとしていて、せっかくチユリが作ってきてくれた弁当を廊ろう下かに叩たたき落おとすなどという言語道断な真似まねをしてしまったことすらあるのだ。

　確かに、同じ学校の生徒が全員仲良しなどということは有り得ない。しかし──。

「でも、だからって日常的に敵対してるわけでもないでしょう？　それじゃレギオンの運営が成り立たないし……。ルナ女のオシラトリメンバーって、具体的にはどんな関係なんです？」

　ハルユキの質問に、莟は細い腕うでを胸の前で組み、うーんと唸うなった。

「改めて訊きかれると答えづらいわね。──ほら、よくマンガとかゲームに、魔ま王おうとその配下の幹部集団みたいのが出てくるでしょ？」

「……ま、まあ、出てきますけど……」

「あんな感じ」

「…………」

　その手のマンガやアニメやゲームを大量に摂せつ取しゆして育ったハルユキにはとても想像しやすい喩たとえだったが、それゆえに具体的な情景を思おもい浮うかべてしまう。聖エテルナ女子学院の最さい奥おう部ぶにある謎なぞの部屋で、白の王と五人の幹部が楕だ円えん形けいのテーブルを囲んでいて、誰だれかが誰だれかを揶や揄ゆするようなことを言うと、言われたほうが「なんだと!?」といきり立ち、一いつ触しよく即そく発はつになったところで副官が「静まれ！　王の御ご前ぜんだぞ！」と……。

　ぷるぷる首を振って益やく体たいもない想像を払はらい落おとしてから、ハルユキはこくこく頷うなずいた。

「……だ、だいたい解わかりました。でも……白の王を魔ま王おう扱あつかいして大だい丈じよう夫ぶなんです？」

「もうレギオンを抜けるんだから大だい丈じよう夫ぶもなにも……と思うけど、まあ確かにコスモスは魔ま王おうって感じじゃないわね。女王様……はパープル・ソーンっぽいし、お姫ひめ様さま属性もあんまりないし……」

　莟が首を傾かしげると、黒クロ雪ユキ姫ヒメがぽつりと呟つぶやくように言った。

「《聖女》」

　その言葉が示すものをハルユキは即そく座ざにイメージできなかったが、莟は「ああ……」と声を漏もらした。

「なるほど、聖女ね。あの人にん間げん離ばなれしたピュアリティはその呼び方がしっくりくるわね……。ただ、カトリックの聖女はみんな殉じゆん教きよう者しやよ？　コスモスには、何かに殉じゆんじて死ぬつもりなんてさらさらないと思うけど」

「それはそうだ、何せ《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》だからな」

　そう言って皮肉げに笑うと、黒雪姫はふうっと息を吐はいた。

「ま、コスモスのことはいいさ……いまはお前の話をしよう、越コシ賀カ。夏休みを利用して《断罪の一撃ジヤツジメント・ブロー》を回かい避ひするのは、不可能ではないだろうが絶対安心とも言えない。そこをどうにかする手が見つからないうちは、レギオン脱だつ退たいを急がないほうがいいのではないか？」

　その提案に、莟ツボミは意外そうな表情を浮うかべた。

「あら、そんなこと言っていいの？　先延ばしにしてるうちにわたしの気が変わって、やっぱりオシラトリでやってくわ、みたいなことになったらどうするつもり？」

「そうはならないだろう。いまのお前には、レギオンより恵メグミ……オラクルのほうが何倍も大切だろうからな」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの言葉に、莟は図星を突かれたような顔で紅茶を一口飲み、しばらくしてから答えた。

「あなたにそれを言われるのはちょっと複雑だけど、でもそのとおりだわ。二度とオッキーをブラック・バイスに利用させるわけにはいかない……彼女を守るためには、可か及きゆう的てきすみやかに二人ともレギオンを脱だつ退たいして、新たなレギオンに庇ひ護ごを求めるしかない……」

「えっ……？」

　莟の言葉を聞いた途と端たん、ハルユキは小さく声を漏もらしてしまった。

「あ、あの、新たなレギオンって……ネガビュに入るんじゃないんですか？」

　すると莟は黒雪姫と顔を見合わせ、かすかに苦く笑しようした。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけど、ことはそんなに単純じゃないのよ。わたしとオッキーが移い籍せきするレギオンは、白のレギオンが『そこと正面から敵対するのは得策じゃない』と考えるところじゃないといけない。オシラトリとネガビュはもう全面戦争状態だからね、いまさら関係悪化を気にする必要なんかないでしょ？」

「で……でもそれを言ったら、白のレギオンは純色の王を五人も無限ＥＫにしたんですよ！　てことは、どこのレギオンにも宣戦布告したようなもんなんじゃ……」

「そうね。だから移い籍せき先さきは王のレギオンじゃなくて、まだオシラトリと敵対状態になってない中ちゆう堅けんレギオンってことになるわね……」

　確かに加速世界には、六大レギオン以外にも中小規模のレギオンがたくさん存在している。杉すぎ並なみ近辺に限っても、板いた橋ばしエリアで勢力を拡大している《ヘリックス》、豊と島しまエリアを根城にする《ナイトアウルズ》、西にし東とう京きよう市しで活動する《オーヴェスト》などの名前をすぐに思おもい浮うかべられる。

　それらの中ちゆう堅けんレギオンならば、恐おそらくオシラトリ・ユニヴァースも軽々には手出しできない。いまは六大レギオンとの全面衝しよう突とつ待ったなしという状じよう況きようなのだから、これ以上敵を増やすことは躊躇ためらうはずだ。もちろん受け入れるレギオンにもリスクはあるが、ハイランカー二人の知識と戦力はどこも喉のどから手が出るほど欲ほしいだろう。

　──しかし。

「先せん輩ぱいは……それでいいんですか」

　掠かすれた声で、ハルユキは正面に座すわる黒雪姫に問いかけた。

「せっかく若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいを取とり戻もどして、越コシ賀カさんともこうして仲良くなれたのに、お二人をネガ・ネビュラスに勧かん誘ゆうできないなんて……。しかも、若宮先せん輩ぱいは梅うめ郷さと中ちゆうの生徒なんですよ。なのに他のレギオンに入っちゃったら、将来的に戦うことだって……。──先せん輩ぱいは言ってましたよね。オシラトリとの領土戦の最後に、若宮先せん輩ぱいにオシラトリ・ユニヴァースを抜けて、ネガ・ネビュラスに入ってくれるよう頼たのんだ、って。それなのに…………」

　そこで言葉に詰つまってしまうハルユキを、黒クロ雪ユキ姫ヒメは穏おだやかな、しかし何かに耐たえるような瞳ひとみで見つめた。

「もちろん、私だって悔くやしいさ。しかし実際問題として恵メグミと越賀を二十四時間ガードすることが不可能な以上、他のレギオンの抑よく止し力りよくに頼たよらざるを得ない。これはもう、三人で話して決めたことなんだ」

「…………」

　返す言葉もなく、ハルユキは俯うつむいた。

　恐おそらく黒雪姫と恵、莟ツボミはハルユキが帰ったあとの病室で、今後の方針を話し合ったのだろう。それを決定事じ項こうとして、メールで伝えるだけでも済んだはずだ。しかし二人はわざわざ、言葉で説明するために有アリ田タ家けまで来てくれた。その気持ちを汲くんで、素す直なおに納なつ得とくするべきだ──と頭では解わかっているのだが。

「こんなこと……僕に言われるまでもなく、とっくにご存じだと思いますけど……若宮先せん輩ぱいは、バーストリンカーとしての記き憶おくが戻もどってから、ずっと苦しんできたんです。白の王に操あやつられて、親友である黒雪姫先せん輩ぱいを裏切ってしまったことで、ずっと自分を責めていたんです。その痛みがようやく和やわらいで、アバターも無制限フィールドの牢ろう獄ごくから解放されたのに……心から望む場所に行けないなんて、そんなの……！」

　無む我が夢む中ちゆうで言いい募つのるうちに、ハルユキの両目に熱い雫しずくが溜たまり、握にぎり締しめた拳こぶしの上にぽた、ぽたと落ちた。隣となりからチユリが手を伸ばし、背中を優やさしく叩たたく。その感かん触しよくが、いっそうの情けなさを呼び起こす。

　──これじゃ、単なる聞き分けのない子供だ。

　──駄だ々だをこねてないで考えるんだ。若宮先せん輩ぱいと越賀さんをリアルアタックＰＫから守る方法を……。

　俯うつむいたまま、焼き切れんばかりに脳を駆く動どうさせる。

　二人を毎日、二十四時間ガードすることは黒雪姫の言うとおり困難だ。恵の外出時だけなら交代で付つき添そえるかもしれないが、仮にハルユキが一人増えたところでＰＫするような連中が思いとどまるとは思えないし、港みなと区くに住んでいるのであろう莟まではとても守り切れない。バーストリンカーとしてどれほど強くなろうとも、現実世界ではお金も腕わん力りよくもない中学生でしかないのだ……。

　──現実世界では。

　では、加速世界なら？

　ＰＫの目的は、暴力を振るうことではなく、強制的な直結対戦に持ち込んでポイントを全損させることだ。だから対戦で勝ち続ければ逆に相手を追おい詰つめることができるが、生身の体が拘こう束そくされている状態で、冷静さを保つことは難しい。その直結対戦に、どうにかして割り込むことができれば……ブレイン・バーストのルールでは絶対に不可能なことだが、《加速世界に絶対はない》というのもハルユキが半年かけて学んだ真理だ。

　そう──バーストリンカーは直結対戦に手出しできないが、《彼女たち》なら。

「……越コシ賀カさん！」

　勢いよく顔を上げたハルユキは、両目に滲にじむ涙なみだをごしごし拭ふきながら莟ツボミに訊たずねた。

「あの、越賀さんは、四し聖せいアマテラスとリンクしてるんですよね？」

「え？　……ええ、まあ、リンクというか、提てい携けいというか……」

　突とつ然ぜんの話題転てん換かんに途と惑まどう様子の莟に向けて、ぐいっと身を乗り出す。

「なら、リアルアタックされた時は、アマテラスに守ってもらうことはできないんですか？　四聖なら、ハイエスト・レベル経由で直結対戦ステージにもある程度は干かん渉しようできるはずです。直接降臨するのは無理でも、たとえばバフをかけるとか、強化外装を貸すとか……」

「ええ!?」

　さしもの莟も驚おどろきの声を上げ、次いで眉まゆを寄せた。

「アマテラスに……？　んー……倫りん理り的てきな問題は、ＰＫなんていう禁じ手中の禁じ手に対たい抗こうするためなら許容される気がするけど、システム的にどうなのかしらね。あなたの《メタトロン・ウイング》にしても、借りた時は無制限中立フイールドミーン・レベルで直接接せつ触しよくしてたんでしょう？　さすがの四聖でも直結対戦に実際的な影えい響きようを及およぼすのは無理じゃないかな……声を届けるくらいが限界だと思うわよ」

「うーん……」

　今度はハルユキが唸うなる。そこに、莟が更さらなる否定的意見を積み上げる。

「そもそも、わたしとアマテラスの関係は、あなたとメタトロンのそれとは少しばかり違ちがうと思うのよね……。さっき《提てい携けい》って言ったと思うけど、あくまで契けい約やくに基もとづく互恵関係って感じで、わたしがＰＫされたからって無条件に助けてくれるとは思えないわ」

「ご、互恵関係……？」

　加速世界ではあまり出てこない言葉に首を傾かしげてから、恐おそる恐おそる訊たずねる。

「それって、お互たがいに何かを提供しあってるってことですよね？　具体的には、何を……？」

「情報よ。アマテラスはブレイン・バーストのシステム面に関する情報、わたしはプレイヤーであるバーストリンカーに関する情報を提供しているの。実際には、たまに音声でコンタクトして、あれこれ話をするだけだけどね」

「……でも……」

　四し聖せいアマテラスの、メタトロンとは趣おもむきの異なる優美な立ち姿を思おもい浮うかべながら、ハルユキは言った。

「でも、昨日の七王会議前にハイエスト・レベルでお二人に会った時、ミレディーさんは言いましたよね。わたしはアマテラスの友達のつもりだって。……きっと、アマテラスも同じように思ってるんじゃないでしょうか」

　すると莟ツボミは、照れくさそうな苦く笑しようを滲にじませて答えた。

「それは、あくまでわたしがそういうつもりでいるっていうだけの話よ。向こうがどう思ってるのかなんて解わかりはしないわ……なにせ相手は、主観時間で何千年も活動し続けてるスーパーＡＩなのよ」

「ＡＩ……」

　言われてみれば、《しゃべるビーイング》こと四聖メタトロンやアマテラスは人工知能以外の何ものでもない。

　二〇四七年現在、ＡＩ技術はその存在を意識できないレベルで生活と密接に融ゆう合ごうしている。ソーシャルカメラや自動運転車、家電制せい御ぎよからニューロリンカーによる数多あまたのサービスまで、全てＡＩがなければ成り立たない。

　しかしいっぽうで、高度な模も擬ぎ人格を持つＡＩは国際条約で厳しく規制され、人間レベルの会話が可能なものとなるとハルユキたち一いつ般ぱん市民はほとんど見かける機会がない。なんでも、ハルユキが生まれる数年前の二〇二〇年代後半にＡＩと関連する何らかの事件が起き、それを契けい機きに全世界的な規制が進んだらしいのだが、事件の詳しよう細さいはネットをいくら検けん索さくしてもまるで情報が出てこない。

　すなわち、ハルユキたちと同じレベルの──もしかしたらそれ以上の知性を備えているかもしれないメタトロンやアマテラスは明らかに違い法ほうＡＩなのだが、ソーシャルカメラ・ネットをハッキングすることで成立しているＢＢプログラムの違い法ほう性せいをいまさら云うん々ぬんしても無意味だ。目下の問題は、《人間以上》の存在であるアマテラスが、莟を友達と見なして助けてくれるかどうかなのだ。

「だったら、四人で訊ききにいこうよ！」

　卓たく上じようを覆おおう重苦しい沈ちん黙もくを、突とつ然ぜんそんな声が破った。ハルユキは発言者であるチユリを眺ながめ、おもむろに確かく認にんした。

「訊ききにいくって……アマテラスに？」

「オフコース！」

「……で、でも、ハイエスト・レベルに行くにはメタトロンの助けが必要だし……メタトロンの修復は明日いっぱいかかる予定だから、こっちからは呼び出せないし……」

「なーに言ってんのよ。大事な話はそんななんちゃらレベルじゃなくて、チョクで会ってしないとダメでしょ！　アマテラスのお家うち……《アマノイワト》だっけ？　そこまで行ってお願いすれば、絶対解わかってくれるって！　もちろん、黒クロ雪ユキ先せん輩ぱいをインティの中から引っ張り出すのが先だけどさ」

「………………」

　長々と絶句したのは、ハルユキだけではなかった。同じく啞あ然ぜんとしている黒クロ雪ユキ姫ヒメと莟ツボミを順に見てから、再び幼おさな馴な染じみに向き直る。

「……あのなあチユ、簡単に言うけど、アマノイワトって東とう京きよう駅えき地ち下か迷めい宮きゆうのことだぞ、四大ダンジョンのいっこだぞ！　そこのいっちゃん奥おくまで行くのがどんだけ大変か……」

「なぁーに言ってんのよ！」

　チユリが左手を振り上げ、ハルユキの背中をバーンと叩たたく。

「おとといの領土戦の時、あたしとハル、リードくんの三人だけで四大ダンジョンの芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうをクリアしたじゃん！　今度は四人いるんだからいけるいける！」

「お前こそなに言ってんだ！」

　右手を持ち上げ、お返しにチユリの脇わき腹ばらをデュクシと突く。

「あんときはチビトロンがダンジョン内のエネミーを中ボスまでぜーんぶ非攻性ノンアクテイブ化してくれたんだろ！　あれがなかったら三人で攻こう略りやくなんてどう考えても無理だったんだからな、普ふ通つうにボス部屋まで行こうと思ったら十人、いや二十人規模の……」

「いや、そうでもないぞ」

　と言ったのは黒雪姫だった。

「……へ？」

「四大ダンジョンは内部の属性がそれぞれ固定されているから、ボス部屋まで行くだけなら、相あい性しようのいいデュエルアバターを複数揃そろえれば十人以下でも突とつ破ぱ可能だ。もちろんラスボス……四し聖せいを倒たおそうと思ったら三パーティー十八人は欲ほしいところだが」

　……どうして一パーティー六人計算なんですか？

　と訊きくのは後回しにしておいて、ハルユキは別の質問を口にした。

「あの、アマノイワトの固定属性って何なんですか……？」

「火系最上位、《紅ぐ蓮れん》ステージだ」

「うえぇ……《火山》の上ですか……」

　自然系火属性ステージは下から《砂さ漠ばく》《焦しよう土ど》《溶よう岩がん》《火山》と並び、その上のいちばんレアで危険なのが紅ぐ蓮れんステージだ。思い切り顔をしかめるハルユキの脇わき腹ばらを、チユリがつつき返してくる。

「メタルカラーのあんたは炎ほのお耐たい性せいあるんだからまだいいでしょ！　あたし火に弱いんだからね！」

「そ、そりゃそうかもだけどさ……」

　ライム・ベルは基き礎そ防ぼう御ぎよ力りよくの高い緑系だが、カラーネームが植物由来だからか、本人が言うとおり炎ほのおダメージは少々苦手としている。その意味では同じ植物ネームのローズ・ミレディーも炎ほのお耐たい性せいは低めだろうし、黒クロ雪ユキ姫ヒメも得意というわけではあるまい。

「……やっぱ、この四人だけじゃ難しいですよ。せめて炎ほのお耐たい性せいが高い四シ埜ノ宮ミヤさんとニコ、消火役にあきらさん、壁かべ走はしりできるパドさん、範はん囲い防ぼう御ぎよできる楓フウ子コ師し匠しよう、岩いわ掘ほり役にタク、それと……」

「そんなのもうほぼ全員じゃん！」

　チユリの突っ込みを浴びて口を閉ざすと、黒雪姫がふふっと笑った。

「まあ、レギオン全員は難しいとしても、あと二、三人は呼びたいところだな。だが……仮にダンジョンを突とつ破ぱできたとしても、まだ問題があるぞ、チユリ君」

「え？　問題、ですか？」

「うむ。ボス部屋で我々を出で迎むかえるのは、越コシ賀カの友達のアマテラス本体ではなく、荒あらぶる巨きよ神しんたる第一形態のはずだ。攻こう撃げき力りよくはメタトロン第一形態と同等だろう」

「あ……」

　呟つぶやいたチユリが、かすかに体を震ふるわせる。

　メタトロン第一形態の恐おそろしさ、凄すさまじさは、ハルユキもチユリも身に沁しみて理解している。《地じ獄ごく》ステージ以外では常時不可視かつ全属性ダメージ透とう過かという事実上の無敵状態から、当たれば即そく死しの超ちよう極ごく太ぶとレーザーを猛もう射しやしてくる《四し神じん》なみの最強エネミーなのだ。もちろん特とく徴ちようは異なるだろうが、アマテラス第一形態も同じくらい危険であることは疑いようもない。そしてアマテラス本体を顕けん現げんさせるには、ステージギミックに頼たよらずに第一形態を倒たおさなくてはならないのだ。

「……無理だよチユ、ムリムリムリ」

　高速で首を左右に振りながら、ハルユキは言った。

「一昨日のメタトロン戦は、百回やったら九十九回負けるうちの一回を引き当てたミラクルだったんだよ。考えてみろよ、加速世界ができてから八年以上も経たつのに、《四し聖せい》の第二形態……本体を顕けん現げんさせられたバーストリンカーは一人もいなかったんだぜ。なのに何日も経たたないうちに二回目を成功させようなんて、いくらなんでも……」

「クロウ」

　と割り込みをかけたのは、しばらく沈ちん黙もくしていた莟ツボミだった。

「……は、はい？」

「いま思い出したんだけど、あなた確か、約束してなかった？」

「……だ、誰だれとですか？」

「アマテラスと」

　その言葉に一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、再びぷるぷるかぶりを振る──寸前で思い出す。

　七王会議の前、ハイエスト・レベルでアマテラスと会話した時、確かに何やら約束した、というかさせられた気がする。脳のう裏りに、彼女の古風な言い回しが甦よみがえる。

　──よいかえ、シルバー・クロウ。礼を言うつもりなら、ハイエスト・レベルで済ませるのではなく、きちんと妾わらわの社やしろまで足を運ぶのじゃな。もちろん供く物もつも忘れるでないぞ。

　更さらに昨夜、黒クロ雪ユキ姫ヒメの家からハイエスト・レベルにシフトした時も、アマテラスはハルユキに命令した。

　──そこのイヤミな大天使めに、ケーキとやらを食ったと散々自じ慢まんされたので、同じものを所しよ望もうするぞえ。

「あ…………し、しました、約束……アマノイワトにケーキを届ける、って……」

　ハルユキがかくんと首を縦に振ると、莟ツボミは薄うすく微笑ほほえむ。

「だったら早めに履り行こうしておいたほうがいいわよ。当然だけどアマテラスたちはわたしたちとの会話を一言一句、未み来らい永えい劫ごう記き憶おくしてるからね。約束をすっぽかして機き嫌げんを損そこねたら大変よ、本当に」

　本当に、と付け加えた真意を訊きこうと思ったが、怖こわさが増すだけだろうからやめておく。

「……でも、よく考えたら理り不ふ尽じんですよ……言われたとおりケーキを届けにいって、第一形態に攻こう撃げきされるって……」

　代わりにぶつくさ文句を言うと、莟は微笑ほほえみを浮うかべたまま答えた。

「たぶん、アマテラスも少しだけ期待してるんじゃないかしら。メタトロン本体を芝しば公こう園えん地ち下か迷めい宮きゆうから解放できたあなたたちなら、弱化ギミックを使わずにアマテラスの第一形態も倒たおせるんじゃないか、って」

「え……でも、メタトロンが言ってましたよね。アマテラスは引きこもり体質で、ハイエスト・レベルにもほとんど出てこない、って」

「それはたぶん……」

　しかし莟はそこでいったん言葉を切り、小さく首を振ってから続けた。

「ううん、これ以上いいかげんな推測を口にするのはやめておくわ。アマテラスやメタトロンはわたしたちと同じように喋しやべるけど、本質的には人間とはまったく異なる存在よ。彼女たちが真しんに何を欲ほつしているのかは、たぶんわたしたちには理解できない」

「…………」

　衝しよう動どう的てきな反発が喉のど元もとまで込み上げてきて、ハルユキは口を開いた。しかしどうしても言葉にできず、浅い呼吸を繰くり返かえす。

　莟とはまったく逆のことを、いままでハルユキは感じて──いや信じてきた。メタトロンは加速世界のビーイングだが、本質的には人間とまったく同じ存在なのだと。彼女たちにも感情があり、泣いたり笑ったり、愛することだってできるのだ、と。

　しかし、それはそうであって欲ほしいという、ただの願望なのかもしれない。人工知能であるメタトロンたちとハルユキたちの間には、莟の言うとおり、絶対的な隔かく絶ぜつが存在するのかもしれない。

　それでも、距きよ離りを縮めることはできるはずだ。多くの言葉を交かわし、体験を共有することで、少しずつでも互たがいを真に理解していくことはきっとできる。そのためにはやはり、アマテラスも解放しなくてはならない。彼女を地ち下か迷めい宮きゆうの奥おく底そこに八千年も閉じ込め続けてきた、第一形態という牢ろう獄ごくから。

「……行きますよ」

　一度深呼吸すると、ハルユキは言った。

「アマテラスと約束しましたから……。黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいを解放できたら、ケーキを持って、すぐにアマノイワトに行きます」

「そうね。きっとアマノイワトでも、あなたの剣が役に立つわ」

　莟ツボミの言葉に一いつ瞬しゆん途と惑まどってから、ハルユキの強化外装ルシード・ブレードに炎えん熱ねつダメージ無効の強化を施ほどこしたことを言っているのだと気付く。しかも強化に必要な大量のポイントは、莟が支し払はらってくれたのだ。

「あ……あの時は、本当にお世話になりまして……」

　ハルユキがぺこりと頭を下げるのと同時に、チユリが逆方向に動いて椅い子すの背もたれに寄りかかった。

「しーっかし、まさか自分の剣を強化しちゃうとはねー！　鍛冶かじ屋やがこんなに早く見つかったのはギガラッキーだったけど、これでインティにブッコむのはあんたになっちゃったんだよ、ハル。まあ、剣をリード君かタッくんに譲じよう渡とするって手もあるけどさー」

「いや、オレがやるよ」

　ハルユキにしては珍めずらしくきっぱり即そく答とうすると、チユリが「おっ」と声を上げてまたしても背中を叩たたく。

「なーに、いつになく前向きじゃん。あたしもそのほうが、ヒールし甲が斐いがあるってもんよ」

「オレはいつだって前向きだし」

　とあからさまな噓うそを口にすると、ハルユキはテーブルの向かい側を見た。黒雪姫も、黒い瞳ひとみで見返してくる。

「……先せん輩ぱい、必ず無限ＥＫから救い出しますから、もう少しだけ待ってて下さい」

「ン……信じているとも」

　黒雪姫が穏おだやかな、しかし少しだけ歯がゆそうな口調で答えると、莟が顔を横に向ける。

「わたしが訊きくのもどうかと思うけど……実際、救出作戦はどうなってるわけ？　もう丸一日経たつのに、ちょっと動きが遅おそいんじゃないの？」

「お前に教えるのもどうかと思うが……王のレギオンがどこも大混乱でな。五レギオン合同の救出作戦に賛成する意見、反対する意見、白のレギオンへの総そう攻こう撃げきを優先するべきという意見、救出を先にするべきという意見などなどが飛とび交かって、なかなかレギオン内部での意思統一が進まないらしい」

「……なるほど、ね」

　という莟ツボミの呟つぶやき声ごえを、ハルユキの叫さけび声ごえが搔かき消けした。

「そんな……！　どう考えても救出のほうが優先でしょう！」

「私もそのほうが有あり難がたいが……」

　あくまでも冷静に、黒クロ雪ユキ姫ヒメが説明を続ける。

「他レギオンとの交こう渉しようを担当しているレイカーからの伝え聞きだが、他のレギオンでは、太陽神インティの撃げき破はは不可能だという意見も根強いらしい。ならば直接インティにぶつかるより、あれを操あやつっている白のレギオンを追おい詰つめて、現在の場所から移動させようという……。ま、その考えにも一理あるとは思うよ。インティと戦ったことのある古参リンカーは全員、あれのどうしようもなさが骨身に沁しみているだろうからな」

「…………」

　そう言われれば、感情のまま反論もできない。ハルユキも七王会議の時は、空を割って落下してくるインティから死しに物もの狂ぐるいで逃げることしかできなかったのだから。懸けん命めいに自分を抑おさえ、よく考えてから口を開く。

「……でも、オシラトリを総そう攻こう撃げきしたところで、あのブラック・バイスがあっさりインティを動かすとは思えません。オシラトリのメンバーがどんなにポイントを削けずられようが、あいつは気にも留とめないですよ、絶対。バイスにとっては、仲間のレギオンメンバーも、目的を果たすための駒こまでしかないんです。そうでなきゃ……若ワカ宮ミヤ先せん輩ぱいに、あんなこと……」

　ミッドタウン・タワー四十五階の円柱に、鋼鉄の鎖くさりでぐるぐる巻きに縛しばられたオーキッド・オラクルの姿を思おもい浮うかべながらハルユキがそう言った途と端たん、右みぎ斜ななめ前方から小さな息いき遣づかいが聞こえた。見ると、莟が何かに葛かつ藤とうするように唇くちびるを引き結び、テーブルの一点を凝ぎよう視ししている。

　オシラトリ・ユニヴァースの大義。

　ブラック・バイスの数々の悪行すら正当化されるというそれが、いまなお莟を板いた挟ばさみにしている。先ほど莟は、オラクルと一いつ緒しよにレギオンを脱だつ退たいしたら知る限りのことを明かすと言ったが、本当にそれができるのかと心配になるほどの懊おう悩のうが、強こわ張ばる口くち許もとのあたりに見て取れる。

　いまはご自分と若宮先せん輩ぱいのことだけ考えて下さい、とハルユキは言おうとした。しかしわずかに早く黒雪姫が右手を動かし、やや張はり詰つめた声を出した。

「噂うわさをすれば……レイカーからメールだ。今日の夕方、ひとまず王を除いた幹部級だけの話し合いを持つことになったらしい。出席者は各レギオン二名まで、うちはネガビュとプロミから二名ずつ参加できるそうだ。人選を頼たのむ……と書いてあるが……」

　首を傾かしげる黒雪姫に、ハルユキは問いかけた。

「あの、王を除く……っていうのはどうしてでしょう？　いつもみたいに話し合いを通常対戦でやれば、先せん輩ぱいたちだって参加できるんじゃ……」

「また無制限フィールドに引き込まれることを警けい戒かいしてるんでしょうね」

　と答えたのは黒クロ雪ユキ姫ヒメではなく莟ツボミだった。長い前まえ髪がみの奥おくから、訥とつ々とつとした声が零こぼれる。

「これは検証済みなんだけど、《パラダイム・ブレイクダウン》によって通常対戦ステージが無制限フィールドに変化すると、前回ポータルから正常に離り脱だつしていないバーストリンカーは、位置情報が残っている場所にワープしちゃうの。つまり王たちはインティの内部に移動して、また即そく死しする……ポイント的にはまだまだどうってことないでしょうけど、精神的ダメージは無視できないと思うわ。王本人よりも、幹部たちのほうがね」

「ワープ……」

　呟つぶやいてから、ハルユキは誰だれにともなく言った。

「てことは……一昨日の領土戦の前に、楓フウ子コ師し匠しようがいつもみたく無制限フィールドでタイマー切断してたら、師し匠しようだけは楓ふう風ふう庵あんにワープして、スノー・フェアリーの《白の終局ブライニクル》を回かい避ひできてた……んでしょうか」

「そういうことだな。ハルユキ君と帝てい城じように行ったあと、正常離り脱だつしたのが仇あだになった……とは限らないな。楓ふう風ふう庵あんは《ブレイクダウン》の効果範はん囲い外がいだったはずだから、そこにワープしていたら楓子は戦場に戻もどれず、我々は敗れていたかもしれん」

　黒雪姫の言葉に、無言でこくこく頷うなずく。スカイ・レイカーの指揮力、戦せん闘とう力りよくがなかったら、あの激げき闘とうを制することはできなかっただろう。思わず身み震ぶるいするハルユキの右側で、チユリも感かん嘆たんしたような声を出す。

「ワープかぁ……ますますトンデモナッシングな技わざだね……」

「お前、さっきからちょいちょいアッシュ語まじってるぞ」

「うそ、学校で使わないようにしなきゃ……じゃなくて、今日の会議の話だよ。他のレギオンが《パラダイム・ブレイクダウン》を警けい戒かいしてるなら、もうその心配はないって教えてあげたらいいんじゃない？」

　チユリの提案に、莟がさっとかぶりを振った。

「いまはまだ、ミッドタウン・タワーからオッキーを救出したことは秘密にしておきたいの。オシラトリもいずれは気付くでしょうけど、それをぎりぎりまで引き延ばしたい。できれば、オッキーへのリアルアタックを防ぐ手段が講じられるまで」

「越コシ賀カさんもです」

　とハルユキが付け加えても、莟は小さく肩かたをすくめただけだった。代わりに黒雪姫が、落ち着いた声を響ひびかせる。

「案ずるなハルユキ君、越賀と恵メグミの安全は最優先事項だ。私が無制限フィールドで動けるようになり次し第だい、アマテラスへの接せつ触しよくを試みる。というわけで、今日の幹部会議だが……うちから二人ということなら、楓子とキミに行って貰もらおう」

「え……ええぇ!?」

　思わず叫さけんでしまってから、ハルユキは顔と両手を交こう互ご水平運動させた。

「そ、そこはどう考えても僕じゃなくてあきらさんか四シ埜ノ宮ミヤさんでしょう！　僕が行ったって、隅すみっこでお地じ蔵ぞうさんの真似まねしかできませんよ！」

「それはそれで見てみたいが、残念ながらそうはなるまい。何せキミは、インティ攻こう略りやく作さく戦せんの最重要リンカーなのだからな」

「…………あの、やっぱ、ルシード・ブレードを誰だれかに貸し出す方向で……」

「いまさら何言ってんの！」

　チユリにフルパワーで背中をバチコーンとやられ、再び悲鳴を上げる。

「痛っっって！」

「ついさっき『オレがやる』ってカッコよく宣言したばっかでしょ！　あたしもう、ハルじゃなかったらヒールしないからね」

「そ、そんなぁ……」

　眉まゆ毛げを八の字にするハルユキを見て、莟ツボミが何度目かの苦く笑しようを浮うかべる。

「クロウ、インティと戦うより会議に出るほうが怖こわいわけ？」

「そ、そういうわけじゃないですけど……だって、絶対他のレギオンからは、コバマガさんとかアスターさんとかおっかない人たちが来るじゃないですか……」

「彼女たちだって、レベル４になりたての頃ころは小獣レツサー級きゆうビーイングを見るだけでぴぃぴぃ言ってたのよ。怖こわくない怖こわくない」

「そ、そりゃ越コシ賀カさんから見ればそうかもですけど……」

《最初の百人オリジネーター》の一人サフラン・ブロッサムの《子》であるローズ・ミレディーは、恐おそらく黒クロ雪ユキ姫ヒメよりも長い加速経験を持つ、最古参かつ最強クラスのバーストリンカーだ。そんな彼女からすればコバルト・マンガン姉し妹まいやアスター・ヴァインですら可愛かわいいものなのかもしれないが、去年の秋にバーストリンカーになったばかりのハルユキに同意を求められても到とう底てい首を縦には振れない。

　とは言え──。

　会議では、具体的なインティの攻こう略りやく法ほうも少しは話し合われるだろう。会議時間が三十分しかないのでシルバー・クロウの名前が出るところまでは行かないと思われるが、自分のいない場所で具体的な作戦が検討されるのも、不安と言えば不安だ。地じ蔵ぞう化か不ふ可か避ひとはいえ、話の流れくらいはその場で聞いておきたい気もする。

「……わ、解わかりました……王のご指名、謹つつしんで承うけたまわります」

　右みぎ拳こぶしを左手で包みながらハルユキがぺこりと頭を下げると、黒雪姫が「うむ、励はげめよ」と調子を合わせた。チユリがぱちぱち拍はく手しゆをし、莟は呆あきれたように首を振った。

　三人は、後片付けを手伝ってから帰っていった。チユリが何やら企たくらむような顔をしていたのが気になるが、いまは五時からの会議のことしか考えられない。

　ため息をついてから視界右下を見る。時刻は午後三時五十分。真夏の太陽はまだまだ明るいが、リビングの床ゆかに落ちる日差しがほんのり金色を帯び始めている。

　港みなと区く南みなみ青あお山やま三丁目のタワーマンションに住んでいるという莟ツボミは、黒クロ雪ユキ姫ヒメがタクシーで送っていった。それなら僕もご一いつ緒しよします！　とハルユキは申し出たのだが、「キミは五時からの会議に備えてしっかり休んでおけ」と退けられてしまった。

　会議はいつものように千ち代よ田だエリアで開かれる──と思いきや、今回はその左ひだり隣どなりの新しん宿じゆく第一エリアらしい。ハルユキの家がある杉すぎ並なみ第一エリアからはいくらか近くなるので異論はないが、レオニーズの領土である新しん宿じゆくエリアでの開かい催さいに、他のレギオンが同意した理由はいまのところ不明だ。

　会議開始の三十分前に楓フウ子コが車で迎むかえに来てくれる予定なので、待機時間は四十分。宿題を再開するには短いし、座すわって待っているには長い。さてどうしたものか、と自分の手を見下ろしていると──。

　……まだまだじゃな、シルバー・クロウ。

　脳のう裏りにそんな声が甦よみがえり、ハルユキは瞬まばたきした。

　六時間前にミレディーと一いつ緒しよに突とつ入にゆうした、東とう京きようミッドタウン・タワーで聞いた声だ。超ちよう強きよう敵てき、神獣レジエンド級きゆうエネミー《エインヘリヤル》の鎧よろいを斬きろうとした瞬しゆん間かんに──それ以前にも何度か語りかけてきた、正体不明のバーストリンカー。

　いや、もう正体はある程度解わかっている。声の主が、《セントレア・セントリー》と名乗ったからだ。そして、三代目のクロム・ディザスターだとも。

　ハルユキはセントレア・セントリーの導きによって、エインヘリヤルの鎧よろいを斬きることができた。それには大いに感謝しているが、消え去る寸前にセントリーは妙みようなことを言い残した。

　……おぬしは加速世界の最さい強きよう剣けんにして邪じや道どうの極きわみと謳うたわれた《オメガ流合がつ切さい剣けん》の、たった一人の後こう継けい者しやなんじゃぞ。

「いやいやいや……そんな怪あやしい剣けん法ぽうの後こう継けい者しやになった憶おぼえはないから……」

　独り言を口にしながら、右手をハーフパンツに擦こすりつける。

　しかし、掌てのひらに甦よみがえった感かん触しよくはなかなか消えない。エインヘリヤルの鎧よろいをルシード・ブレードで一直線に断たち斬きった時の、脳天まで痺しびれるようなクリティカル感。徒と手しゆ格かく闘とうで会心の一いち撃げきを決めた時の爽そう快かいなインパクトともまた異なる、自分と剣が融ゆう合ごうするようなあの感覚──。

　再び時計を見る。三時五十五分。

　ハルユキは深く息を吐はくと、急いで自室に移動し、カーゴパンツと半はん袖そでシャツに着き替がえた。右ポケットにタオル地のハンカチ、左ポケットにウェットティッシュを入れ、外出の用意を調ととのえてからリビングにとって返す。ソファーに座すわり、ニューロリンカーをホームサーバーと有線接続すると、回線切断タイマーを二十分後にセットする。目をつぶり、体の力を抜いて、小声で唱える。

「アンリミテッド・バースト」

　バシイィィィッ！　という加速音がハルユキを後方から追い抜き、魂たましいを肉体から飛ひ翔しようさせた。
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　今日二回目の無制限中立フィールドは、まるでトルコのカッパドキア遺い跡せきのような、巨きよ大だいな岩がん窟くつ群ぐんに覆おおわれていた。

　自宅マンションも褐かつ色しよくの岩山に姿を変え、ハルユキはその内部に掘ほられた空くう洞どうの出口に立っている。二十三階相当の高さなので、無数の岩がん窟くつ遺い跡せきが立ち並ぶ高こう円えん寺じ駅えき周辺が一望できる。見た目は荒こう野やステージや風化ステージに似ているが、空くう洞どうの隅すみに大量の砂が積もっているところを見ると、これは──。

「……《砂さ塵じん》ステージかな……」

　呟つぶやき、視線を薄うす青あお色いろの空に移す。

　砂さ塵じんステージは、自然系風属性の中位で、面めん倒どうなギミックやトラップはないがたまに猛もう烈れつな砂すな嵐あらしが吹ふき荒あれる。無防備に吞のみ込まれると装そう甲こうと体力ゲージをがりがり削けずられて、そのまま死んでしまうことも珍めずらしくない。いまのところ空は晴れているが、地平線が灰色に霞かすみ始めてからわずか三十秒ほどで嵐あらしが襲おそってくるので油断は禁物。

　とはいえ、10ポイント消費して無制限中立フィールドに来たのは、エネミーを狩かるためではない。

　ハルユキは広大な岩がん窟くつの中央に移動すると、周囲をぐるりと見回し、咳せき払ばらいを一つしてから呼びかけた。

「あの……セントレア・セントリーさん」

　返事はない。そう簡単にコンタクトできるとは思っていなかったので、音量を上げつつ呼び続ける。

「セントリーさん……すみません、相談があるんですがー……セントリーさーん……センセンさぁーん……」

　ハルユキの声だけが、薄うす暗ぐらい岩がん窟くつに空むなしくこだました。しばし耳を澄すませるが、あの特とく徴ちよう的てきな「なのじゃ」口調は応えてくれない。

　冷静に考えてみれば、返事がなくて当たり前なのだ。セントレア・セントリーが言っていた、三代目のクロム・ディザスターだという話が本当なら、彼は遥はるか昔に青の王ブルー・ナイトによって討とう伐ばつされ、加速世界から去っているはずなのだから。

　しかしここ一ヶ月で、ブレイン・バーストにおける《死》が曖あい昧まいなものになりつつあるのも確かだ。バーストポイントを全て失ったバーストリンカーは、ＢＢプログラムを強制的にアンインストールされ、ブレイン・バーストに関連する全ての記き憶おくをも奪うばわれる。それは揺ゆるぎない事実なのだろうが、いっぽうで加速世界には、バーストリンカーの亡ぼう霊れいとでもいうべきものが残される。ブレイン・バースト中央サーバー、別名《メイン・ビジュアライザー》の内部に存在する、思考加速用量子回路。

　深く考えると怖こわくなるので気にしないようにしていたのだが、こうしてデュエルアバターになっている時、ハルユキは自前の脳で思考しているのではない、らしい。現実世界に残された生身の体は、脳波が極きよく端たんに徐じよ波は化か──つまり脳のクロックが限界まで低下し、ほとんど昏こん睡すい状態となる。

　これは恐おそらく、大多数のバーストリンカーが知らない話だ。ハルユキが初めて加速した時、黒クロ雪ユキ姫ヒメは、ＢＢプログラムは心臓から発せられる量子信号をオーバークロックし、脳の処理速度を一千倍に引き上げると説明した。それが長いあいだ定説だったのだろうし、いまでも多くのバーストリンカーはそう信じているのだろう。《フィジカル・バースト》コマンド使用時は、実際にそういうことが起きているのかもしれない。

　しかし通常の《バースト・リンク》コマンドを使う時はまったく逆なのだ。生身の脳は加速するのではなく減速する。代わりにハルユキたちは、メイン・ビジュアライザーの内部にある、専用の量子回路で思考する。こうして加速世界を見たり、何かを感じたり、喋しやべったり戦ったりしているのは全てその回路──複製された魂たましいなのだ。そして加速が終しゆう了りようする瞬しゆん間かん、本物の脳とのあいだで《記き憶おくの同期》が行われる。

　これも越コシ賀カ莟ツボミから聞かされた仮説なので、真実はまた別に存在するのかもしれない。しかしこの話が本当なら、ブラック・バイスの謎なぞめいた減速能力にもある程度説明がつく。《加速している生体脳をもう一度減速する》などという無茶な操作よりは、量子回路のクロックに干かん渉しようするという操作のほうがまだしも有り得そうだ。

　そしてこの量子回路仮説の要点は、あるバーストリンカーがポイント全損、退場したあとも、その《魂たましいの複製》がメイン・ビジュアライザーに残り続けるという点だ。事実、黒クロ雪ユキ姫ヒメは東とう京きようミッドタウン・タワーで先代赤の王レッド・ライダーのゴーストに遭そう遇ぐうしたらしいし、ハルユキも白のレギオンの本ほん拠きよ地ちでダスク・テイカーのゴーストと戦った。ならば、何年も前に全損したセントレア・セントリーのゴーストもまた残存しているはずだ。

「セントリーさん……」

　もう一度呼びかけてから、俯うつむいて考え込む。

　いままでセントレア・セントリーの声が聞こえたのは、いつも戦せん闘とうの真っ最中……しかもこの一いち撃げきが生死を分かつという極限状態の最中だった。つまりセントリーは、そのような状じよう況きようでしかコンタクトしてきてくれないのだろうか。いや、彼は自分を《師し範はん》と呼び、ハルユキを《後こう継けい者しや》と呼んだ。本当にそう思っているのなら、無む駄だにもったいぶったりはしないはず。声が聞こえない理由はきっと、セントリーではなくハルユキにあるのだ。

　極限状態。

　セントリーと会話しているあいだは、いつも時間が静止していた。いや、本当に静止していたら会話などできない。正しくは知覚の超ちよう加か速そくだ。加速中の、更さらなる加速。あたかもハイエスト・レベルにシフトした時のような──。

「あ…………」

　小さく声を上げる。

　あたかも、ではなくその通りだったのではないか？　極限状じよう況きようで限界まで加速した意識が、ほんの一いつ瞬しゆんだけハイエスト・レベルに近付き、セントリーとの交信を可能にした……？

　だとすると、セントリーと話すにはハイエスト・レベルに行かなくてはならないということになる。しかしハルユキは、一人ではシフトできない。大天使メタトロンを呼び出し、連れていって貰もらわなくてはならないのだ。だが彼女はいま旧東とう京きようタワー最上部の楓ふう風ふう庵あんで眠ねむりに就つき、オシラトリ・ユニヴァースとの激戦で損そん耗もうした体を修復している。それが完全に終わるまで、絶対に邪じや魔まはできない。

「僕だけで……ハイエスト・レベルに……」

　声に出してみただけで、無理無理無理と続けたくなる。ビーイングに頼たよらない自力シフトが可能なのはスノー・フェアリーだけだとローズ・ミレディーも言っていたではないか。

　だがそれは、絶対的に不可能ではないということでもある。スノー・フェアリーは七連矮星セブン・ドワーフス第二位のレベル８ｅｒエイターで、ハルユキなど足あし許もとにも及およばない実力者だが、ＢＢシステム上では同じバーストリンカーだ。彼女にできることは、いつかきっとハルユキにもできるはず。五年後か一年後、半年後──もしかしたら、いま。

「着装、ルシード・ブレード」

　ハルユキがコマンドを唱えると、岩がん窟くつの天てん井じようを貫つらぬいて白いビームが降り注ぎ、左ひだり腰こしに白銀の長ちよう剣けんを実体化させた。シンプルだが美しいデザインの、ハルユキの新たな相棒。

　右手で柄つかを握にぎり、ゆっくりと抜き放つ。

　岩がん窟くつの入り口から届いてくる淡あわい光を跳はね返かえして、刀身が鏡のように煌きらめく。反射光には、以前にはなかったわずかな赤みが含ふくまれている。放ほう浪ろうの鍛冶かじ屋やミスター・スミスの手で、炎えん熱ねつダメージ無効の強化が施ほどこされた証あかしだ。

　長めの柄つかを両手で握にぎり、オーソドックスな中段に構える。

　ハイエスト・レベルに自力でシフトするための方法など、正直見当もつかない。いまのハルユキにできるのは、セントレア・セントリーの声が聞こえた時の状じよう況きようを再現することだけだ。

　目の前に、巨きよ大だいな鋼鉄の球が鎮ちん座ざしているとイメージする。直径は一……いや二メートル。シルバー・クロウの身長よりも大きい、鈍にぶく輝かがやく鋼こう球きゆうが、ざらついた岩の床ゆかに沈しずみ込んでいる。半径一メートルの球の体積は約四・二立方メートル、鉄の比重は確か一立方メートルあたり約七・八五トンだから、掛かけるとだいたい三十三トン。もし本当にその重さの鋼こう球きゆうを置いたら、マンションの床ゆかを地面までぶち抜いているだろう──加速世界でも現実世界でも。

　うっかりそんなことを考えてしまったせいでイメージ力が弱まりかけたので、床ゆかも分厚い鉄板と鉄骨で補強されていると想像する。再び鋼こう球きゆうがリアルな質感を取とり戻もどす。研けん磨まの痕あとが残る表面、ところどころに薄うすく浮ういた赤あか錆さび、仄ほのかに漂ただよう鉄てつ臭くささまでをも感じた瞬しゆん間かん、ルシード・ブレードを振りかぶり、鋼こう球きゆう目め掛がけて振り下ろす。

　火花も金属音も発生しなかったが、銀色の刃やいばが鈍にび色いろの曲面に触ふれた瞬しゆん間かん、ハルユキの両りよう腕うでが勝手に止まった。架か空くうの衝しよう撃げきが掌てのひらを痺しびれさせ、剣を取り落としそうになる。

　一歩下がり、剣を構え直しながら鋼こう球きゆうを見つめる。斬きりつけた場所には毛ほどの傷がついているが、ルシード・ブレードの薄うすい刃やいばもほんの少しだけ鈍なまっただろう。これでは何度やっても鋼こう球きゆうは斬きれない。《極きよく微びに極大を重ねる》というセントリーの教えを実じつ践せんするのだ。

　極きよく微びとは最小の一点のこと、極大とはフルパワーの斬ざん撃げき。焦しよう点てんがわずかに甘あまくなるだけで、あるいは腕うでがわずかに縮こまるだけで、セントリーの剣けん術じゆつ──《オメガ流合がつ切さい剣けん》の理路は効果を失う。

　呼吸を整え、もう一度剣を振る。激しい衝しよう撃げきとともに跳はね返かえされる。もう一度。もう一度。なんど斬ざん撃げきを浴びせても、鋼こう球きゆうは小こ揺ゆるぎもせず存在し続ける。

　ルシードｌｕｃｉｄの語源はラテン語の《光》で、名前の通り、剣に設定された衝しよう撃げきエネルギーゲージを消費して刀身をレーザーブレードに変へん換かんする固有能力を持っている。その力を使えば鋼こう球きゆうを溶よう断だんすることは可能かもしれないが、それでは意味がない。エインヘリヤルを倒たおした時と同じく、オメガ流の極ごく意いで斬きるのだ。

　ハルユキは自分がなんでこんなことを始めたのかすら忘れ、ただひたすら剣を振り続けた。いつしか時間感覚は消失し、世界に存在するのは鋼こう球きゆうと愛あい剣けん、そして自分だけとなった。やがて岩がん窟くつの外側の空が暗くなり、砂すな嵐あらしが襲おそってきたが、岩山を揺ゆるがすような轟ごう音おんもハルユキの集中を破ることはできなかった。

　砂すな嵐あらしがやみ、太陽が沈しずみ、夜が訪おとずれる。どこか遠くで大型エネミーが遠えん雷らいのような遠とお吠ぼえを響ひびかせ、複数の中型エネミーが応える。二度目の砂すな嵐あらしが新しん宿じゆく方面から押し寄せ、阿あ佐さヶが谷や方面に去っていく。

　十秒に一回のペースで繰くり返かえす斬ざん撃げきが、千回を超こえ、三千回を超こえ、五千回を超こえた頃ころ。

　火花を散らして跳はね返かえされたルシード・ブレードが、ピキッと音を立てて小さく欠けた。

　起こり得ないことが起きている──なぜなら直径二メートルの鋼こう球きゆうは、イメージの中だけに存在するオブジェクトだからだ──ことにも気付かず、ハルユキは次が最後と思い定めて愛あい剣けんを振りかぶった。

　ひたすら斬きりつけ続けた場所は、数千の小傷が重なってそこだけ銀色に光っている。しかし全体としては無傷に等しい。三十三トンの質量を誇こ示じするように、ハルユキの前に傲ごう然ぜんと立ちはだかっている。

　ふと気付く。

　ハルユキはいままで、巨きよ大だいな鋼こう球きゆう全体に意識を向けながら剣を振ってきた。いろいろなマンガや小説に出てくる達人はおしなべて、広く見ろ、全体を見ろというようなことを言うからだ。ブレイン・バーストの実戦でも、その教えは恐おそらく正しい。相手の全身、更さらにはステージ全体が常に見えていなければ、目まぐるしく変わり続ける状じよう況きように対応できない。

　しかし、もしかすると、オメガ流の極ごく意いは違ちがう。

　広くではなく狭せまく。全体ではなく一点だけを見る。意識の焦しよう点てんを小さく、小さく、どこまでも凝ぎよう縮しゆくしていく。

　鋼こう球きゆうの直径が二メートルだろうが十メートルだろうが、百メートルだろうが関係ない。斬きるべきは、刀身の直線と鋼こう球きゆうの曲面が衝しよう突とつする極小の一点……そこに存在する鉄原子と鉄原子の、〇・一ナノメートルの隙すき間まだ。

　小さく……小さく……もっと小さく。

　キイィィィン、という耳鳴りのような超ちよう高こう周しゆう波はが響ひびく。ルシード・ブレードの刀身が仄ほのかな銀色の光を帯びる。

　一点。

　剣を振る。時間の流れが遅おそくなっていく。ゆっくり、ゆっくりと動く剣が、鋼こう球きゆうに近付き、近付き、近付いて──。

　バシイイイイイイッ！

　加速音。




　気付くとハルユキは、床ゆかも天てん井じようもない、無限の虚こ空くうに立っていた。

　鋼こう球きゆうも消えている。両手で握にぎった剣を下ろし、きょろきょろあたりを見回す。近くには何もないが、ずっと下の方に、無数の光点がまるで天の川のように集まり、静かに瞬またたいている。

「……ハイエスト・レベル……？」

　呟つぶやくが、答える声はない。愛あい剣けんを左ひだり腰こしの鞘さやに収め、自分の両手を見る。極小のドットで描えがき出され、半ば透すき通とおった手は、生身ではなくシルバー・クロウのものだ。

　状じよう況きようは、いままで数回訪おとずれたハイエスト・レベルそのものなのだが、すぐには信じられない。ハルユキが設定した二十分の自動切断タイマーは、無制限中立フィールドでは約二週間。仮に自力シフトが実現できたとしても、三日や一週間では無理だろうと思っていたのだが、まさかこんなに早く……と考えてから、いったい何時間剣を振っていたんだろうと首を傾かしげる。

　ともあれ、大天使メタトロンの力を借りずにハイエスト・レベルに移動できたのは、どうやら事実のようだ。そして二度目が成功するという保証はない。ならばこの機会を逃のがすわけにはいかない。

「あのぉ……セントレア・セントリーさ～ん……」

　ハルユキが発した声は、果てしない暗くら闇やみに吸い込まれ、反はん響きようすることなく消えた。

「呼んだか」

「おわああああ!?」

　いきなり真後ろから返事が聞こえたので、絶ぜつ叫きようしながら飛とび退しさる。すってんころりんと尻しり餅もちをつき、そのまま正面を見上げる。

　立っていたのは、長身を隈くま無なく鎧よろいに包んだ騎き士し型がたアバターだった。

　騎き士しと言っても、豪ごう壮そうなブルー・ナイトや流りゆう麗れいなプラチナム・キャバリアーとは趣おもむきが違ちがう。薄うす手でのアーマーはアバター素体にぴたりとフィットし、余計な装そう飾しよくもほとんどないので、デザインの方向性としてはシルバー・クロウに似ている。顔はひし形のバイザーつきヘルメットに完全に隠かくされ、その後ろからスカイ・レイカーよりも長い髪かみが足あし許もと近くまで垂れる。

　装そう甲こう色しよくは解わからない。ハイエスト・レベルでは、アバターは微び小しような光点の集合として描えがき出されるからだ。しかし代わりに、一つ明らかになったことがあった。鎧よろいの胸部が、滑なめらかな曲線を描えがいて盛り上がっている。この騎き士しがセントレア・セントリーなら、《彼》ではなく《彼女》だったわけだ。

「……あ、あの……セントリーさん、ですか？」

　不可視の地面に座り込んだままハルユキが訊たずねると、騎き士しは軽く肩かたをすくめた。長いストレートヘアが揺ゆれると、光の粒つぶが音もなく流れる。

「おぬしが儂わしを呼んだのじゃろうが。何をそんなに驚おどろいているんじゃ」

　中性的なハスキーボイスは、いままで何度かハルユキを導いてくれた声に間ま違ちがいない。華きや奢しやなアバターをまじまじと見上げながら、もごもごと答える。

「い……いえ、その、まさか本当に会えるとは思ってなくて……」

「確信もなく、あれほどの時間剣を振っておったのか？」

　呆あきれたように顔を振ると、セントリーはハルユキに右手を差し出してきた。しばし躊躇ためらってからおずおずとその手を取ると、勢いよく引き起こされる。

　正面に立ってみると、セントレア・セントリーはシルバー・クロウより五センチほど身長が高かった。左ひだり腰こしに装着された細身の鞘さやも、ルシード・ブレードよりいくらか長いようだ。

「あ、ありがとうございます……」

　会え釈しやくして右手を引こうとするが、セントリーはハルユキの手を離はなしてくれない。顔の前まで持ち上げ、無言で眺ながめ回してからようやく解放する。

「ふん、元格かく闘とうタイプにしてはまぁまぁやっとう向きの手じゃな」

《やっとう》が剣けん術じゆつ一いつ般ぱんの俗ぞく称しようだということくらいは知っていたが言葉の意味までは摑つかめず、おずおずと訊たずねる。

「あの……アバターの手に剣けん術じゆつ向むきとかあるんですか？」

「そりゃあるじゃろ。マッチョな格かく闘とうタイプは基本、手指がゴツすぎて剣を握にぎりづらいし、中にはこういうマジックハンド型のヤツもおるんじゃぞ」

　セントリーが右手で作ったＣの字をぱくぱく開閉させるのを見て、ハルユキもようやく理解できた。

「あ、ああ……なるほど……」

「剣けん使つかいは剣を落としたらどうにもならんからな……これは案外重要なポイントなんじゃぞ。おぬしの《親》は例外じゃがな、あれなら剣を落としようもない」

　そう言ってフフフと笑うセントリーに、黒の王と戦ったことがあるんですかと訊たずねたくなるが、どちらが勝った場合もコメントに困りそうなのでやめておく。

　確かに格かく闘とう型がたにしてはほっそりしている自分の手をしばし眺ながめてから、ハルユキは視線を上げた。

　今日、病院から帰る時にバスの車中で検けん索さくしたのだが、《セントレアＣｅｎｔａｕｒｅａ》というカラーネームは中部国際空港とは何の関係もなく、矢や車ぐるま菊ぎくの学名らしい。《セントリーＳｅｎｔｒｙ》は衛兵という意味なので、直訳すれば《矢や車ぐるま菊ぎくの衛兵》となる。

　ついでに矢や車ぐるま菊ぎくも調べてみたところ、いままでハルユキが矢や車ぐるま草そうの名で記き憶おくしていた、小さな青い花が車輪状に咲さく植物が正式名ヤグルマギクで、ヤグルマソウというのはユキノシタ科の白い花でまったくの別物らしい。矢や車ぐるま菊ぎくは英語でコーンフラワーといい、その美しいブルーは最高級のサファイアの色味を形容する時にも使われるそうだ。もし無制限中立フイールドミーン・レベルや通常対戦ステージロウ・レベルで会えればセントリーの装そう甲こうはさぞ美しく輝かがやくのだろうが、残念ながらそれは叶かなわない──多分。

　そんな想念を巡めぐらせながら、ハルユキが無言で立たち尽つくしていると、セントリーが再び肩かたをすくめた。

「シルバー・クロウ、儂わしと話がしたいからわざわざここまで来たのじゃろう？　もう取とり憑つくのをやめて成じよう仏ぶつしてくれ、とか？」

「あ、はい……い、いえいえ、話がしたいのはそうですが成じよう仏ぶつしてくれなんてこれっぽっちも思ってませんよ!!」

　急いで否定したが、訊ききたいことがありすぎて、頭の中がまとまらない。それ以前にさっきから頭が妙みようにぼーっとして、状じよう況きように集中できない。

「す……すみません、色々お話ししたいんですが、なんだか考えがまとまらなくて……」

「そりゃそうじゃろうな」

「え……？」

「おぬし、自分がミーン・レベルで何時間素す振ぶりをしていたか憶おぼえていないのか？」

　訊きかれ、首を傾かしげる。

「えと……二時間か、三時間くらいかと……」

「アホウ」

　セントリーは右手を伸ばすと、人差し指でハルユキの額を軽く弾はじいた。ハイエスト・レベルには当たり判定がないはずなのだが、メタトロンにデコピンを喰くらった時と同じく、ビシッと鋭するどい衝しよう撃げきを錯さつ覚かくする。

「いてっ」

「儂も途と中ちゆうからしか見ておらんが、軽く十時間を超こえとったぞ。ハイエスト・レベルにシフトせんがためだけに、休きゆう憩けいもせずにあれだけの時間剣を振り続けるとは、おぬし、どうかしとるな」

「……ど、どうかしとるって……」

　自じ称しよう師し範はんに会うために頑がん張ばったのにこの言われよう、とがっくりしかけたハルユキのあごを、セントリーの指がくいっと持ち上げる。

「しょんぼりするでない、褒ほめ言葉じゃ。オメガ流の門徒は、どうかしとる奴やつでないと勤まらんからな」

「も……門徒？　それって、僕の他に何人いる……いたんですか？」

「このあいだ言うたじゃろ、たった一人の後こう継けい者しやじゃと。おぬしの他にはおらん」

「…………そ、そうですか」

　それはつまり、セントリーの眼鏡に適かなうほどどうかしているバーストリンカーが、ハルユキの他に見つからなかったということだろうかと思ったが追つい及きゆうするのはよしておく。ともあれ、頭がぼんやりする理由は、十何時間もイメージトレーニングを続けていたかららしい……と、ここでふと気付く。

「……あ、あれ？」

「今度はなんじゃ」

「あの……いまの僕は、生身の脳じゃなくて、メイン・ビジュアライザーの中の量子回路で考えてるんですよね。ちょっと怖こわいですけど、それってつまり電子的なクローンみたいなもので、十時間が百時間でも、頭が疲つかれることは有り得ないような気がするんですが……」

「ちょっと怖こわい、か。やはりいい感じにどうかしとるな」

　再び短く笑うと、セントリーはほっそりした腕うでを胸の前で組んだ。

「儂わしもそのへんの理り屈くつはよく知らん……というか、この儂自身がかつて全損したセントレア・セントリーの残留思念のようなモンじゃからな。自分がいかなる理り屈くつで存在しておるのかなぞ深く考えたくはないが、答えられる範はん囲いで答えよう。クロウ、おぬし、量子回路なんぞというフワッとした言葉を使っておったが、それが具体的にどんなものか知っておるのか？」

「え……」

　思わず右手がぴくっと動いてしまうが、この世界ではネット検けん索さくは使えない。断だん片ぺん的てきな知識をかき集め、どうにか答える。

「そ、それはその、量子コンピュータの回路……のことですよね。量子ゲートをいっぱい組み合わせた……」

「うむ、人工ダイヤモンドチップを使った電子スピン型量子回路が現在の量子コンピュータの主流じゃな。と言っても、儂の知識はポイント全損した時点で止まっているが。……しかし、ブレイン・バースト中央サーバーは違ちがう。かつて研究、開発されたが二〇二〇年代の末に姿を消した、光量子回路を使っておる」

「ひかり……りょうし？」

　電子も光子も似たようなものなのでは……というハルユキの思考を読み取ったかのように、セントリーは腕うで組ぐみしたまま三たび肩かたを上下させた。

「儂も別に専門家ではないからな、詳くわしい説明はできん。じゃが……どうやら光量子回路には、電子スピン回路にはできないことができたらしい」

「何がですか……？」

「人間の意識、すなわち魂たましいの複製と保存じゃ」

「…………」

　いきなり話が科学からオカルトに突とつ入にゆうしてしまったような感覚に陥おちいり、ハルユキはゴーグルの下でアバターの口をぱくぱくさせた。

「いや……た、魂たましいって……」

「胡う乱ろんな話に聞こえるじゃろうが、しかし考えてみい。いまのおぬしこそ、生身のシルバー・クロウから複製された魂たましいに他ならんのじゃぞ？」

「………………」

　言われてみればそのとおりだ。ハルユキがさっき使った電子的クローンという言葉は、複製された魂たましいとほぼ同義だろう。

「……つ、つまり、ＢＢプログラムはニューロリンカーを使って僕の脳から魂たましいをコピーして、メイン・ビジュアライザーの光量子回路に保存した……ってことですか？」

「うむ。おぬし、インストールした夜に夢を見たじゃろう？」

「は……はい、もう内容は忘れちゃいましたけど、凄すごい悪夢で……」

「儂わしも見たよ。あの夢は、デュエルアバターを創造するためのスキャン・プロセスと言われているが……恐おそらくあの時、一晩かけて魂たましいがコピーされたんじゃろう。そしてこの話のキモは、生身の頭の中の魂たましいと、光量子回路の中の魂たましいが、原理的には同一ということじゃ。ゆえにいまのおぬしも、重い演算を長時間続ければ回路に過大な負ふ荷かがかかり、ボーッとしてしまう……そういうことじゃと、儂は理解しておる」

「回路に、負ふ荷かが……それって治るんですか……？」

　思わず自分の頭を触さわりながら訊たずねると、セントリーはどこかいままでとは異なる声こわ音ねで答えた。

「治るじゃろ、普ふ通つうの負ふ荷かならな。しかし、修復できないエラーもある」

「え……？」

「心しん意いの生み出す闇やみ……いや、この話はいまはやめじゃ。おぬしに妙みような先入観を与あたえたくない」

「え、ええー……気になりますよぅ……」

「だいたいおぬし、量子回路の話がしたいからハイエスト・レベルに来たわけではあるまい？」

　改めてそう問われれば、こくりと頷うなずくしかない。

「あ……は、はい、そうでした……」

　無意識のうちに両手を握にぎり締しめ、セントリーの鋭えい利りなバイザーを見上げて言う。

「あの、僕、剣の……オメガ流の修しゆ業ぎようをしたいんです。名前はちょっとどうかと思いますけど、エインヘリヤルの鎧よろいを斬きった時の、スコーンって感覚が忘れられなくて……」

「ふっふっふ、やみつきじゃろう？」

　自じ慢まんそうに訊きかれると認めたくなくなるが、いまさら誤ご魔ま化かしても仕方がない。

「ハイ、かなり……」

「儂も初めて鉄を術理で斬きれた時は、これを完全にモノにするまでは現実世界に戻もどらんと心に決めたもんじゃ」

　そう言ったセントリーは、バイザー越ごしの視線をハルユキから星ほし屑くずの海へと移した。無数の光点で描えがき出される東とう京きよう都心の姿に一いつ瞬しゆん見入ってから、すぐに顔を上げる。

「……儂とても、おぬしに修しゆ業ぎようをつけてやるのはやぶさかではない。エインヘリヤルの鎧よろい如ごときに手間取っているようではまだまだじゃからな」

「ご、如ごときって……アレ神獣レジエンド級きゆうだし……しかも初見だし……」

　ハルユキの愚ぐ痴ちを完全に無視して、セントリーは続ける。

「じゃが、このハイエスト・レベルでは、儂わしが磨みがき上げた術理を余さず伝えることはできん。ここには斬きるべきものがチリ一ひと粒つぶ存在せぬゆえな……。せいぜいが、剣けん技ぎの要よう諦ていを言葉で語る程度のことじゃ」

「あの、僕は別にそれでも……オメガ流のコツみたいなのを、言葉でちょこちょこっと教えて貰もらえれば……」

「オロカモノ！」

　再びセントリーが目にも留まらぬ速さで右手を持ち上げ、ハルユキのおでこを突いた。

「あだっ！」

「棒立ちで聞きかじったことなんぞ、一晩寝れば跡あと形かたもなく抜け落ちるわ。身を痛める修練と魂たましいを削けずる実戦、その両方をひたすら積み重ねなければ本物の技わざは会え得とくできん」

「そ、それはそうかもですけど、セントリーさんとはここでしか会えないわけですし……それに僕も、次にハイエスト・レベルに来られるのがいつになるか解わからないし……」

「むう……」

　今回ばかりはセントリーも反論できないようで、腕うでを組むと小さな円を描えがいて歩き始めた。ハルユキの目の前を、一度、二度、三度通り過ぎ、四度目で立ち止まる。

「──時が来たということか。やむを得ん」

　そう呟つぶやいた騎き士しの、バイザーで九割以上隠かくされた顔を、ハルユキは見つめた。

「お、教えて貰もらえるんですか？」

「教える。だが、オメガ流の術理をではない」

「え……じゃあ、何を？」

「名前じゃ」

　そしてセントレア・セントリーは、ハルユキが予想だにしなかった人物の名前と、その人と会って何をするべきかを告げた。そして最後に、

「今後は儂を《セントリーさん》ではなく《師し範はん》と呼べ」

　と付け加えた。




　ハイエスト・レベルから無制限中立フィールドに戻もどり、高こう円えん寺じ駅えきのポータルから現実世界へと離り脱だつしたハルユキは、すでに腰こし掛かけているソファーにいっそう深く沈しずみ込んだ。結局、十四時間ほどしか加速していなかったので現実では一分も経たっていないが、その間ずっとイメージの鋼こう球きゆう相手に剣を振り続けていたのでずしりと重い疲ひ労ろうを感じる。

　しかし考えてみると、それはおかしなことだ。セントリーの説明によれば、長時間の修しゆ業ぎようで負ふ荷かがかかったのはメイン・ビジュアライザーの中の光量子回路であり、生身のハルユキの脳は徐じよ波は状態でほぼ停止していたはず。バーストアウトした時に記き憶おくは同期されたのだとしても、疲ひ労ろうまで持もち越こすのは理り屈くつに合わない。

　つまり、この疲つかれは錯さつ覚かくだ。

　自分にそう言い聞かせると、ハルユキは体にむち打ってソファーから立ち上がった。

　楓フウ子コが迎むかえに来るまでまだ三十分以上ある。数学の宿題を二、三問は片付けられるだろうが、アプリを開いてもすぐに集中できる気がしない。セントレア・セントリーの指示、いや命令が、恐おそるべき内容と凄すさまじい難易度だったからだ。

「……無理、どう考えても無理ですよ……」

　窓の外に広がる灰色の街並みを見やりながら呻うめくが、もちろん答える声はない。

「はあ…………」

　深々とため息。気が重いどころの話ではないが、残念ながらばっくれるという選せん択たく肢しはない。太陽神インティを倒たおすため──そして白のレギオンとの決戦に勝利するために、オメガ流の習得は必要不可欠だという確信があるからだ。

「やりますよ、ここまで来たら」

　ハイエスト・レベルにいる《師し範はん》に向けて呟つぶやくと、ハルユキは一階のショッピングモールで時間を潰つぶすべく、玄げん関かんへと向かった。
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　会議は荒あれた。

　荒あれるのも当然だろう。出席者が軒のき並なみ、押しも強ければ癖くせも強い面々だったからだ。

　青のレギオンレオニーズからは、コバルト・ブレードとマンガン・ブレード。

　緑のレギオングレート・ウオールからは、アイアン・パウンドとサンタン・シェイファー。

　紫のレギオンオーロラ・オーバルからは、アスター・ヴァインとモーヴ・ワイヤー。

　黄のレギオンＣＣＣからは、レモン・ピエレット一人だけ。

　赤のレギオンプロミネンスからは、ブラッド・レパードとシスル・ポーキュパイン。

　そして黒のレギオンネガ・ネビユラスからは、スカイ・レイカーとシルバー・クロウ──。

　合がつ併ぺい済みの赤と黒が衝しよう突とつする理由はないし、黄の代表も何を考えているのかよく解わからないが、問題は他の三レギオンだ。モーヴ・ワイヤーという藤ふじ色いろのデュエルアバターは初見だが、他の五人はこれまでの会議でも散々角突き合わせてきた猛も者さばかりなのに、ブレーキ役の王が一人もいないのだ。

　会議場所に選ばれたのは、新しん宿じゆく第一エリアの南東、防ぼう衛えい省しようの儀ぎ仗じよう広ひろ場ば。白タイル敷じきの広大な空間の一角で、スカイ・レイカーの陰かげに隠かくれるようなポジションを取りながら、ハルユキは《師し匠しよう》に囁ささやきかけた。

「あの……、これ、三十分で結論出るんですかね……？」

　視界上部のタイムカウントは、すでに残り千二百秒を切っている。対戦時間の三分の一を費ついやしたのに、実質的には何も決まっていないに等しい。

　その理由は主に、緑のレギオンがインティ攻こう略りやくを、青のレギオンがオシラトリ討とう伐ばつを、それぞれ優先すべしと主張して譲ゆずらないからだ。

「──おめでたいヤツだな、パウンド！　我々がインティに挑いどもうとすることが、オシラトリの奸かん計けいのうちだとなぜ解わからん！」

　コバルト・ブレードがそう指し弾だんすると、

「解わかったうえで言ってんだ、コバルト！　インティが奴やつらの罠わなだってんなら、そいつを避さけるんじゃなくてブチ壊こわしてこそ主導権を握にぎれるってモンじゃねーか！」

　アイアン・パウンドがそう怒ど鳴なり返す。

　このやり取りもすでに三度目だ。どちらの言説にも一理あるがゆえに、他のレギオンもおいそれとは口を挟はさめない。

「……残り二十分じゃ無理な気がしてきたわねえ……」

　レイカーがのんびりした声で囁ささやき返してきたので、ハルユキはハフゥ……と細長いため息で答えた。

　オシラトリへの直接攻こう撃げきを主張するコバルトやマンガンも、インティ攻こう略りやくをはなから諦あきらめているわけではない。全レギオンが総力を集中すればインティそのものは倒たおせる可能性があると認めたうえで、オシラトリ──いや加速研究会がそこに更さらなる罠わなを用意しているのではないかと懸け念ねんしているらしい。

　確かに、可能性は決して低くない。昨日の七王会議では、ブラック・バイスはその場の全員の戦せん闘とう力りよく、考察力を上回る仕し掛かけを幾いく重えにも用意していた。《パラダイム・ブレイクダウン》による無制限中立フィールド化、アルゴン・アレイの超火力レーザー砲ほう撃げき、災さい禍かの鎧よろいマークⅡと融ゆう合ごうしたウルフラム・サーベラス、バイス自身の捨て身の心しん意い技わざ《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》、そして空から落下してきた太陽神インティ。しかもそれらの罠わなは、ネガ・ネビュラスによって七連矮星セブン・ドワーフス第四位のアイボリー・タワーが加速研究会のブラック・バイスであると看破、証明されなければ全くの無む駄だになるはずだった。

　だとすれば、インティが最後の罠わなだと断言することは誰だれにもできない。五人の王を解放するべく全レギオンの主力メンバーが揃そろったところで更さらなる《何か》が起きて、全員まとめて無限ＥＫという最悪の展開すらも、可能性で言えば有り得る。

　未知の罠わなに飛び込む愚ぐを犯おかさず、オシラトリ本体を攻せめるか。

　虎こ穴けつに入らずんばの精神で、インティ討とう伐ばつに挑いどむか──。

　膠こう着ちやくした論戦を動かせるかもしれない要素を、ネガ・ネビュラスは持っている。《炎えん熱ねつダメージ無効》の強化を施ほどこした、ハルユキのルシード・ブレードだ。しかし、せっかくのレア強化も、未知の罠わなにまで対応できる保証はない。会議前に楓フウ子コが、ルシード・ブレードの件は合図するまで持ち出さないようにとハルユキに指示したのはそれが理由だろう。

　しかし、ならば楓子は、このまま会議がタイムアップするのを見ているつもりなのか……とハルユキが思った、その時。

　スカイ・レイカーが銀輪の車くるま椅い子すを一転がりぶん前進させ、会議冒ぼう頭とうの挨あい拶さつを除けば初めて発言した。

「コバルト、ちょっといいかしら？」

「……何だ、レイカー」

「あなたたちはオシラトリを攻こう撃げきするべしって言ってるけど、実際のところ、それも簡単じゃないわよ。メンバーは当然、可能な限りグローバル接続を切ってるだろうし、いまは夏休みだから学校のローカルネット経由で乱入する手も使えない。そのあたりをどうするのかは考えてるの？」

　楓子の問いに、コバルト・ブレードはマンガン・ブレードと一いつ瞬しゆんアイコンタクトしたが、すぐには回答しなかった。

　ハルユキは、コバルトの中の人である高タカ野ノ内ウチ琴コトと、マンガンの中の人で琴の双ふた子ごの妹である高野内雪ユキとは五日前にリアルで会い、敵対レギオンの幹部ではあるがいい人たちだと感じた。事実二人は、オシラトリ・ユニヴァースとの領土戦直後にマッチング・リストを確かく認にんするというオブザーバー役を引き受けてくれた。結局リストに加速研究会のメンバーは現れなかったのだが、ハルユキにそう告げたあと、琴は『私も残念です。しかしまだ方法はあるはず。ネガ・ネビュラスの健けん闘とうを祈いのります』と付け加えすらしたのだ。

　そんな二人を、心しん意いの師である楓子が問とい詰つめる様子には心が痛んだ。楓子が訊きかなくてもいずれ誰だれかが持ち出したはずの質問だが、ハルユキは我知らず、コバルトたちに代わってアイデアを出そうと頭を絞しぼった。

　ブレイン・バーストで誰だれかに乱入──つまり対戦を申し込むには、双そう方ほうがニューロリンカーを共通のネットワークに接続しているか、ＸＳＢケーブルで直結している必要がある。直結は問題外として、相手がグローバルネット接続を切っているなら、その他の下位ネットを経由しなくてはならない。

　真っ先に思いつくのが、ほぼ全ての学校で生徒に接続を義務づけている学内ローカルネットだが、夏休みなのでその手は使えない。登校日を狙ねらうとしても、普ふ通つうは八月十日前後だろう。となればあとは商業施し設せつやイベント会場などのネットを狙ねらうしかないが、それらを片かたっ端ぱしからチェックしようとすれば、逆に攻こう撃げき側がわがバーストポイントを損そん耗もうしてしまう。

　もちろん、永遠にグローバルネットを遮しや断だんし続けるのは難しい。ニューロリンカーの機能が半分以上死んでしまうので、いずれはオシラトリのメンバーも、水面で呼吸しようとする魚のようにネットに接続し始めるはずだ。だがそれは一ヶ月先か、二ヶ月先か……。

　ハルユキがそこまで考えた時だった。

「方法は……ある」

　マンガン・ブレードが、ポニーテール型の飾かざりパーツを揺ゆらしてそう言った。楓フウ子コが無言で首を傾かしげ、詳くわしい説明を求める。

「オシラトリのメンバーたちに、グローバルネットを常時遮しや断だんし続けられる精神力があっても、王を見捨てることはできないだろう。ホワイト・コスモスを攻こう撃げきし続け、ポイントを減らしていけば、いずれは七連矮星セブン・ドワーフスを含ふくむメンバーもマッチング・リストに出てくるはずだ」

　マンガン・ブレードの言葉に、会議参加者が低くざわめいた。

　次に声を上げたのは、紫のレギオンのアスター・ヴァインだった。軍ぐん帽ぼう型がたヘルメットを高く掲かかげ、鞭むちのように張りのある声を響ひびかせる。

「コスモスを攻こう撃げきする……というが、それこそ難題だろう。ここ数年、白の王が戦場に現れたことはないんだぞ……通常対戦にせよ、領土戦にせよな。奴やつをどうやってマッチングリストに引っ張り出すつもりなんだ？」

「引っ張り出す必要はない」

　マンガン・ブレードがそう答えると、コバルト・ブレードが説明を引ひき継ついだ。

「我々は今日、港みなと区く第三エリアに赴おもむいて確かく認にんしてきた。マッチングリストにオシラトリメンバーの名はなかったが、マスターの……ホワイト・コスモスの名は存在した。《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》は、グローバルネットを遮しや断だんするつもりはないのだ」

　再び、儀ぎ仗じよう広ひろ場ばに低いざわめきが満ちる。アイアン・パウンドが「マジかよ……」と唸うなり、シスル・ポーキュパインが「完全ナメてっし」と毒づき、アスター・ヴァインがブーツの踵かかとで石いし畳だたみを蹴けりつける中、しなやかな動きで前に出たのはブラッド・レパードだった。

「だとすれば、それこそ罠わな」

　迷いなく言い切ってから、豹ひようの双そう眸ぼうでコバルトとマンガンを見み据すえ、問いかける。

「あなたたち、白の王に乱入したの？」

　すると《二剣デユアリス》は、揃そろって短くかぶりを振った。

「いや……確かに、あまりにもキナ臭くさすぎてできなかった」

　コバルトがそう言うと、すかさずマンガンが続ける。

「しかし、仮に罠わなだったとしても、通常対戦でできることは限られているはずだ。最悪でも、敗れてポイントをいくらか減らすだけ。白の王とて人の子、多人数でひたすら乱入し続ければ、いつかは疲つかれてまともに戦えなくなる」

「そうなる前に、今度こそマッチングリストから消えちまうんじゃねーのか？」

　パウンドの発言に、「いいえ」と切り返したのはスカイ・レイカーだった。

「どれだけ乱入されようと、白の王はグローバルネットを遮しや断だんしないでしょう。いまリストに名前があるのなら、それはきっと王たちへの……ことに黒の王への挑ちよう発はつよ。ロータスは、三年前の八月から二年間もグローバルネットを遮しや断だんし、王たちの刺し客かくから身を隠かくし続けた。当然の選せん択たくだけど、白の王は、私にその必要はないと宣言しているんだわ。逃げも隠かくれもしないから、王たちが直接乱入してこいと誘さそっているのよ」

　途と端たん、アスター・ヴァインが鋭するどい声で叫さけぶ。

「王が直接……だと!?　できるはずがないだろう！　レベル９ｅｒナイナー同士で戦えば、敗れた者は即そく座ざにポイント全損してしまうんだぞ！」

「コスモスだってそれは百も承知でしょう。負けたら終わりだと解わかったうえで挑ちよう発はつしている……つまり、たとえ王たちに次々乱入されても一度も負けないという確信と、確信できる理由があるんだわ。コバルト、あなた、マッチングリストにコスモス一人だけがいたことを青の王に伝えた？」

「……いや、まだだが。この会議が終わり次し第だい、結論と一いつ緒しよに報告するつもりだ」

「やめたほうがいいわ。ナイトの性格からして、今夜にもコスモスと戦いに行きかねないわよ。スイッチが入った時の彼がどうなるか、あなたたちもよく知ってるでしょう？」

　……どうなるの？　とハルユキは首を傾かしげたが、誰だれも教えてはくれなかった。コバルトが顔を伏ふせ、マンガンが低く呟つぶやく。

「……確かに……な。しかし、コスモス一人を六レギオン合同で総そう攻こう撃げきするという作戦まで、王に伏ふせておくことはできん。そして聞けば、王は必ず自分も参加すると言うだろう。つまるところ……コスモスに、いやオシラトリに手は出せん、ということか……」

　左ひだり腰こしに装備された太刀たちの柄つかを握にぎり締しめるマンガン・ブレードに、しばらく誰だれも声を掛かけようとしなかった。強きよう硬こうに反対意見を唱えていたアイアン・パウンドでさえ、腕うで組ぐみしたまま口を閉ざし続けている。

　沈ちん黙もくの中、残り時間がついに十分を切った、その時だった。

　派手なカラーリングのバランスボールが、会議場の中央付近にころころと転がり出てきた。その上では、薄うす黄き色いろのミニワンピース型アーマーをまとう小こ柄がらなＦ型アバターが器用にバランスを取っている。黄のレギオン《クリプト・コズミック・サーカス》からの唯ゆい一いつの会議参加者、レモン・ピエレットだ。

　黄の王イエロー・レディオの実の妹だという彼女は、昨日の七王会議にも姿を見せていた。ハルユキが直接会話する機会はなかったが、会議中もレディオの発言の語ご尾びを繰くり返かえすだけで、自分の意見を表明した場面は記き憶おくにない。

　今日の会議にレディオは参加していない。ならばいったい何を言うつもりなのか、と固かた唾ずを吞のんでいると。

「あなたたちが目指すゴールは、どこなのですかー？」

　兄のものには及およばないが大きなピエロ帽ぼうを揺ゆらしながら、ピエレットは幼い少女のような声でそう問うた。

「ゴール……だと？」

　途と惑まどったような声を出すコバルトに、ピエレットはゆらりと頷うなずきかける。

「ええー。太陽神インティの中に囚とらわれてしまった五人の王が解放されればそれでいいのか、白のレギオンを叩たたき潰つぶすのが最終目標なのか、それとももっと先のことまで考えているのか、ですよー」

「それは当然、王を解放しただけでは終われん」

　マンガンが唸うなるように答える。

「白のレギオンは、いままで散々悪事を重ねてきた加速研究会の隠かくれ蓑みのだったのだぞ。ここで放置したら、また何をしでかすか解わからん。全メンバーがポイント全損……とまでは言わないが、レギオンの解散と領土の没ぼつ収しゆうくらいは最低限必要だろう」

「……そこは俺らも同意するぜ」

　アイアン・パウンドが賛意を示すと、後方のサンタン・シェイファーも無言で頷うなずいた。

「オシラトリと研究会からはきっちりケジメ取らねーと、いままで災さい禍かの鎧よろいやＩＳＳキットのせいで全損してった奴やつらに申し訳が立たねーからな」

　二人の答えを聞いたレモン・ピエレットは、玉乗り状態のままふわりと両手を広げた。

「なら、救出と攻こう撃げきのどっちが先かは大きな問題ではないのではー？　どうせ両方ともやらなきゃならないんですから、罠わなの可能性はあとで考えることにして、取りかかりやすいほうから取りかかるべきですよー」

　昨日の会議ではほとんどマスコット状態だったピエレットの、大局的かつ合理的な意見に、参加者たちはしばらく絶句した。やがてレイカーが、軽く咳せき払ばらいしてから言う。

「難易度はさておき、取りかかりやすいというならインティ攻こう略りやくでしょうね。コスモス本人よりはまだ不確定要素が少ないし、情報が多いから作戦を立てやすいわ」

「そうは言いマスけどね、レイカー」

　サンタン・シェイファーが、焦こげ茶ちや色いろの装そう甲こうを鳴らして前に出た。

「アレには作戦なんか立てようがないデス。物理攻こう撃げき無効、属性攻こう撃げき無効、そのうえ近づけもしないんデスよ。たぶんここに集まってる全レギオンがもう嫌いやってほど話し合ってきたと思いマスけど、できるとすれば遠えん隔かく型がたをありったけ並べて、充じゆう分ぶんに距きよ離りを取ったうえで飽ほう和わ攻こう撃げきするくらいじゃないデスか？」

「それも立派な作戦よ。ただ、飽ほう和わ攻こう撃げきでインティの炎ほのおを吹ふき飛とばせる気はしないけどね……。わたしとしてはむしろ、近接型一人にこれでもかと支援バフをかけて突っ込ませる手のほうが可能性があると思うわ」

　途と端たん、アイアン・パウンドが「ハハッ」と笑い声を上げた。すぐに収め、ボクシンググローブ型の右手を上げて謝罪する。

「……すまん、笑ってる場合じゃないが、あまりにも《鉄てつ腕わん》すぎてつい、な。レイカーよ、俺もそっちの作戦のほうが好みだけど、現実問題、特とつ攻こう役やくに志願するヤツがいねーだろ？　ましてや強制は論外だ、一歩間ま違ちがやそいつも無限ＥＫなんだぜ」

「あら、ウチを見くびらないでほしいわね、拳ケンちゃん。志願者がいなければ、わたしもそんな作戦は持ち出さないわ」

　…………なんか、不ふ穏おんな展開。

　胸中でそう呟つぶやいたハルユキは、車くるま椅い子すに座すわる楓フウ子コの背中からじりじり距きよ離りを取ろうとした。その向こうでは、パウンドがアメリカンな仕草で両手を上下させる。

「おいおい、まさかもう特とつ攻こう役やくを決めてんのか？　ネガビュで耐たい火か性能っつったらアーダー・メイデンだろうが、あんないい子に決死の突とつ撃げきやらせる気かよ？」

「まさか。インティの炎ほのおは、アバターの耐たい火か性能でどうこうできる次元じゃないわ」

「だったら誰だれを……」

　そこで言葉を切ったパウンドが、顔を上げてハルユキを見た。

　次いで他の会議参加者たちも、いっせいに視線を向けてきた。

　ハルユキは咄とつ嗟さに走って逃げようとしたが、観戦者ギヤラリーの身ではそれすらも不可能なのだった。




「……し、し、師し匠しよう！　なんであんなにあっさり言っちゃうんですか！」

　防ぼう衛えい省しようにほど近いコインパーキングに駐とめた車の助手席で、ハルユキは懸けん命めいに抗こう議ぎした。しかし運転席の楓子は、涼すずしげな微笑ほほえみを返してくる。

「どうせ明日には解わかっちゃうことよ、鴉からすさん。現場に集合した百人以上のバーストリンカーの前で発表されるよりは、事前に伝わってるほうがいいと思わない？」

「…………ま、まあ、それはそうかもですが……僕にも心の準備が……」

　なおもぶちぶち言うハルユキの右みぎ頰ほおを、楓子が軽く摘つまむ。

「それに、リード君のジ・インフィニティじゃなくて、自分のルシード・ブレードを強化すると決めたのは鴉からすさんでしょう？　これでもわたし、ちょっと拗すねてるんですからね」

「……は？　拗すねてるって……師し匠しようがですか？　なんで……？」

「わたし、そろそろ鴉からすさんに《浸しん透とう打だ法ほう》アビリティを修しゆ業ぎようさせようと思ってたのよ。なのにレベルアップ・ボーナスでルシード・ブレードを取ったら、すっかり剣のヒトになっちゃったじゃない」

　摘つまんだほっぺたをうにうに引っ張りながら楓子がそんなことを言うので、ハルユキは一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしてから小刻みにかぶりを振った。

「い……いえいえ、別に剣一本に絞しぼるわけじゃぜんぜんないですよ！　昨日の領土戦だって、ずっと素す手でで戦ってましたし。それに……楓子師し匠しようの《浸しん透とう打だ法ほう》、スゴすぎて習得できる気はまったくしないんですが……」
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　スカイ・レイカーは昨日の戦いで、加速研究会のアルゴン・アレイを護衛していたシャドウ・クローカーを、わずか二に撃げきで仕留めた。胸への掌しよう打だはまだしも、とどめの一いち撃げきはヘルメットを左右から挟はさみ込んだだけとしか見えなかったのに、クローカーの頭部がまるで内部から破は裂れつしたかのように砕くだけたのだ。どういう理り屈くつであんな威い力りよくが生まれるのか見当もつかなければ、自分が同じ技わざを身につけられるとも思えない。

　しかし楓フウ子コは、ようやく頰ほおを解放した左手でハルユキの右みぎ肩かたをぺちっと叩たたくと、にこやかに言った。

「全ては修しゆ業ぎよう次し第だいよ。無制限中立フィールドにしばらく籠こもれば、鴉からすさんならいつかは開眼できるわ。拳げん骨こつでぶん殴なぐるだけが格かく闘とうじゃないのよ？」

「……それはまあ、あの技わざが使えたら、パウンドさんみたいな硬かたいヒトと戦う時も戦術の幅はばが広がるなーとは思いますが……」

　問題は、楓子が口にした「しばらく籠こもれば」が、三日や一週間では済まないだろうということだ。いい機会だからこのまま無制限フィールドに、などと言われないうちに話題を戻もどすべく、ハルユキは必死に口を動かした。

「と、ともかく、僕は剣けん使つかいになる気はぜんぜんないですし、ルシード・ブレードを強化したのも状じよう況きよう的てきにリードを呼んでくる余よ裕ゆうがなかったからで、これからも僕の師し匠しようは楓子さんだと思ってますし……」

　そこで不自然に言葉を途と切ぎれさせてしまう。

　確かに、ハルユキが師し匠しようと呼んできたのはスカイ・レイカーだけだ。しかしいまはもう一人、《師し範はん》と呼ばねばならないバーストリンカーがいる。謎なぞ多き《オメガ流合がつ切さい剣けん》の使い手、セントレア・セントリー。

　──まだ言えないッ……！

　口を閉じたままのハルユキを、楓フウ子コは怪け訝げんそうに見ていたが、すぐに優やさしげな微び笑しようを浮うかべた。

「まあ、いまはロータスの救出が最優先よね。作戦開始は明日の午前五時だから、今日は夜よ更ふかししないで早く寝るのよ」

「は、はい。……でも僕、寝なきゃいけないって思うと寝られなくなっちゃうんですよね……」

「ふふ、鴉からすさんらしいわね。どうしても寝付けなかったら、わたしにダイブコールしなさい。寝落ちするまで子こ守もり歌うたを歌ってあげるから」

　どこまで本気なのかは不明だが、楓子はそう言うとハルユキの頭をわしゃわしゃ撫なでた。何も答えられずにいるうちに手が離はなれ、ステアリングを軽く握にぎる。

「さ、帰りましょう。まっすぐお家うちに戻もどっていいわね？」

「はい……」

　と頷うなずこうとして思い出す。このあとにもう一つだけ、クリアしなければならないミッションがあるのだ。

「いっ、いえ！　えーと、か……甘かん泉せん園えん公こう園えん、ってとこで降ろして貰もらえますか。遠回りになっちゃって申し訳ないんですが……」

「甘泉園公園……？　どこなのそれ？」

　首を傾かしげた楓子が、フロントウインドウに周辺地図を表示させる。音声で目的地を入力すると、都と電でん荒あら川かわ線せんの面おも影かげ橋ばし駅えきと早稲わせ田だ駅えきの中間あたりに赤いマーカーが光る。

「なんだ、三キロもないじゃない。もちろんいいけど……こんなところに何の用事があるの？　加速世界絡がらみ？」

「え……えと、え[image: ～][image: ～]と……」

　言いよどんだ時点で認めているも同然なのだが、楓子はくすっと微笑ほほえんで言った。

「鴉からすさんももうレベル６なんだから、言えないこともあるわよね。サッちゃんだったら強ごう引いんに白状させてるとこでしょうけど、わたしは優やさしいから訊きかないでおいてあげる。でも……危ないことはしないでよ？」

「は、はい！　しません！」

　ハルユキが請うけ合あうと、楓子は「約束よ」と釘くぎを刺してから車を始動させた。




　平日の夕方だが道路は案外空いていて、移動には十分もかからなかった。

　甘かん泉せん園えん公こう園えんの北側、新しん目め白じろ通どおりの歩道で降ろして貰もらったハルユキは、走り去るイタリア車のテールランプを見送ってから軽く息を吐ついた。

　今日は──というか昨日の夜から、本当に色々なことがあった。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの家で目覚め、笹ささ塚づか図と書しよ館かんで越コシ賀カ莟ツボミと会い、世せ田た谷がやの病院に移動して若ワカ宮ミヤ恵メグミを解放し、やっと自宅に戻もどって宿題をしていたら黒雪姫と莟、チユリが来訪し、ハイエスト・レベルでセントレア・セントリーと話し、夕方からは市いちヶが谷やで楓フウ子コとともに五レギオン合同会議に出席。七月に入ってから何かと目まぐるしい日々を送っているハルユキだが、こうも多くのイベントが重なるのはたぶん初めてではないか。

　しかしこれから、最後のミッションを遂すい行こうしなくてはならない。

　時刻は午後五時十五分。ようやく夕焼けの色に染まりつつある空をちらりと見上げてから、ナビゲーションアプリを起動し、自宅で入力してきた住所への経路を表示する。甘泉園公園はただの目印で、真の目的地は北に三百メートルほど歩いた地点だ。

　最も寄よりの信号で新しん目め白じろ通どおりを横断し、神かん田だ川がわにかかる細い橋を渡わたると、風景は急に住宅街へと変わる。戸建てや低層マンションの間を、ナビラインに従って歩き続けると、やがて前方に小さな児童公園が見えてくる。目的地は、その向かい側に建つ七階建てのマンション。

　アプリにはマンションの部屋番号まで入力されているが、いきなりチャイムを鳴らすわけにもいかない。与あたえられた指示は、マンションの外観と周辺の様子をしっかり記き憶おくすることと、郵便受けの名前を確かく認にんすることまでだ。

　白いタイル張りのマンションは、真新しくはないが古びてもいない、築十年ほどの佇たたずまいだった。エントランス手前の植しよく栽さいはよく管理されていて、向かいの公園の緑と相まって涼すずしげな雰ふん囲い気きを演出している。実際、近付いていくと茹うだるような温うん気きがほんの少しだけ和やわらぐ気がする。

　マンションの前で一いつ瞬しゆん立ち止まったハルユキは、エントランスに入るだけなら犯罪じゃないと自分に言い聞かせ、足を進めた。自動ドアをくぐると、事前情報どおり左手にオートロックの操作パネル、右手に郵便受けと宅配ボックスがある。郵便受けの前まで移動し、５０５号室の表札を探す。記されている苗みよう字じは【鈴すず川かわ】。

　──引ひっ越こしてない！

　胸の裡うちでそう叫さけぶと、ハルユキはきびすを返した。幸い住民や管理人と遭そう遇ぐうすることなく敷しき地ちから出られたので、道路を挟はさんだ児童公園に移動し、持参した水すい筒とうの麦茶を飲む。

　夏休みだが午後五時を回っているせいか、公園に子供の姿はなかった。奥おくにある藤ふじ棚だなの下のベンチで老人が二人休んでいるが、咎とがめられることはないだろうと判断し、植え込み越ごしに再び白いマンションを見上げる。

　二十年ほど前までは、ネットの地図サービス上で、ほとんどの道路周辺の風景を確かく認にんできたらしい。しかしハルユキが生まれる少し前に成立した法律で、安全保障や治安維い持じに関連する全ての情報は《ソーシャルＳセキュリティＳ・サーベイランスＳセンターＣ》に集約されることになり、一般市民のアクセスは禁じられた。ゆえに、マンションの外観を記き憶おくするにはこうして直接足を運ぶしかなかったのだが──。

「……建物の見た目を憶おぼえて、何の役に立つんだろ……」

　額に滲にじむ汗あせをハンカチで拭ぬぐいながら、つい小声でぼやいてしまう。

　このミッションの最終目標は、５０５号室に住んでいるはずのとある人物にリアルで接せつ触しよくすることだ。しかし相手の名前しか解わからず、しかも夏休みとくればそう簡単な話ではない。家から出てくる時間も推測できないので、長時間の張はり込みは必ひつ須す。今日はその下準備をしにきただけなのだが、マンションの外観を憶おぼえるよりも、出入り口を監かん視しできる場所を探すべきではないのか。

「……まあ、どう考えてもこの公園しかないよな……」

　再び呟つぶやく。

　マンションの右側は別のマンション、左側は一戸建てになっていて立ち入れないし、道路はかなり狭せまいのでぼーっと立っていたら中学生でも怪あやしまれるだろう。残るはこの公園だけだが、さすがに昼間は子供が遊んでいるはずだ。長時間いても不自然ではない理由を演出しないと、警察を呼ばれてしまう。

「自由研究で鳥や虫を観察してる……なら甘かん泉せん園えん公こう園えんか細ほそ川かわ庭てい園えんに行けって言われるだろうしなあ……人と待ち合わせしてる……ってのじゃ三十分が限界だろうし……」

　あれこれ考えながら、問題のマンションを見上げていると。

　植え込みを挟はさんだ道路の左右から、同時に人の気配がした。右側から近付いてくるのは、車輪つきの買い物バッグをごろごろ転がすお婆ばあさん。左側からは、部活帰りらしきジャージ姿の女子生徒三人。

　もうマンションは充じゆう分ぶんに眺ながめ回したし、目が合って怪あやしまれる前に退散しよう。そう考えてハルユキは反対側の出口に向かおうとした──のだが。

「…………!?」

　振り向きかけた体を硬こう直ちよくさせ、再び戻もどす。植え込みの隙すき間まから、女子三人組を食い入るように見つめる。

　ハルユキから見て左を歩くショートカットの女子と、真ん中のお団子ヘアの女子には、当然ながらまったく見覚えがない。しかし右側を歩いてくる、いちばん背が高く髪かみも長い女子の顔立ちは、ハルユキの記き憶おくをびりびり刺し激げきする。わずか一時間と少し前、ハイエスト・レベルで頭に直接流し込まれたイメージを、そのまま三年半ぶん成長させた姿。

　彼女だ。間ま違ちがいない。

　百パーセント確信できたが、しかしどうするべきなのか。今日は黙だまって見送るだけにして、後日のチャンスを待つ？　いや、次にこんなふうに遭そう遇ぐうできるのがいつになるのか解わからない。だいたい、インティ攻こう略りやくの本番は明日の午前五時──つまりわずか十二時間後なのだ。ならばこの幸運を逃のがすわけにはいかない。

　でも。

　言わなければならない言葉を思おもい浮うかべただけで、掌てのひらに冷ひや汗あせが噴ふき出す。ハードルの高さは、去年の秋、梅うめ郷さと中ちゆうの学食ラウンジで黒クロ雪ユキ姫ヒメに私と直結しろと言われた時と同等、あるいはそれ以上。

　ハルユキが硬こう直ちよくしているあいだに、女子生徒たちはどんどん近付いてくる。夕ゆう陽ひが作り出す三人の影かげは、すでに公園の前にまで伸びてきている。

　まず植え込みの前をキャリーバッグのお婆ばあさんが通り過ぎた。顔見知りなのか、三人は足を止めてお婆ばあさんに挨あい拶さつし、再び歩き始める。マンションのエントランスまで、あと十メートルもない。

　ハルユキの直感が正しければ、髪かみの長い女子はマンションに入り、オートロックを解除してエレベータに乗ってしまうだろう。そうなればもう接せつ触しよくは不可能。他の二人が同じマンションに住んでいるのか、帰る方向が同じだけなのかは解わからないが、標的が一人になるタイミングはない。

　──行くしかないんだ。行けっ！

　強こわ張ばる脚あしを右みぎ拳こぶしで殴なぐりつけ、ハルユキは一歩前に出た。ほとんど転ぶ寸前のような足取りで公園から道路に出ると、三人の前に立つ。

「あ……あの！」

　口から出たのは情けない掠かすれ声ごえだったが、それでも女子生徒たちは立ち止まり、ハルユキを見た。

　髪かみの長い女子がいま高校一年生であることをハルユキは知っている。ならば横の二人もそうだろう。しかし相手が年上だろうが年下だろうが、いまさら大した違ちがいではない。

　三人は、途と惑まどい八割、警けい戒かい二割といった表情を浮うかべて、ハルユキの次の言葉を待っている。ほぼ真っ白な頭から、どうにか必要な情報を引っ張り出し、音に変える。

「あの……鈴スズ川カワ瀬セ利リさん、ですよね」

　ハルユキがその名を口にした途と端たん、女子高生たちの警けい戒かい度どが五割近くまで上じよう昇しようした。ことに名前を呼ばれたロングヘアの女子は、右足を半歩引き、自分を守るように左手を持ち上げたが、それでも言葉を返してくれた。

「……鈴川ですけど……君は？」

　女性にしては低く、わずかに中性的な響ひびきを持つその声は、確かに彼女──ハルユキにこの役目を命じたセントレア・セントリーの声と似ている。切れ長の目やくっきりした眉まゆ、小作りな口くち許もとも、バイザーに隠かくされたセントリーのフェイスマスクはこんな感じだろうと思わせるものがある。少しだけ意を強くしながら、ハルユキは名乗った。

「ぼ……僕の名前は有アリ田タ春ハル雪ユキ、杉すぎ並なみ区くにある梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こうの二年生です」

「有田……君。私とどこかで会った？」

　会いました、と言いたいのはやまやまなれど瀬セ利リにその記き憶おくはない。小刻みにかぶりを振りながら答える。

「いえ……会ったことはありません。でも、僕はあなたのことを知ってます」

　ここで、真ん中の女子が声を発した。

「ちょっとあんた、それってストーカーってこと!?」

　続けて左の女子も、尖とがった声を響ひびかせる。

「あそこにソーシャルカメラあるからね、ヘンなことしたらすぐ警察が来るよ！」

　指さした先の金属柱には、確かに見慣れた黒いボールが載のっている。もしかしたら、映像をリアルタイム分ぶん析せきするＡＩは、すでにこの状じよう況きように異常を検出しているかもしれない。しかしもう後には引けない。

「す、ストーカーじゃないです！　このへんに来るのも初めてだし、鈴スズ川カワさんを見るのも初めてです」

　必死に説明するが、女子たちの警けい戒かい心しんは消えない。もしいま誰だれかが通りかかったら、事態はますますこんがらがってしまう。

「……だったら、何の用なの？」

　瀬利の問いに、ハルユキは数秒かけて用意した答えを返した。

「あ……ある人に頼たのまれたんです。鈴川さんに会ってきてくれって」

「ある人？　って誰だれ？」

　──あなた自身です！

　という言葉が喉のどから飛び出しかけたが、からくも抑え込む。それを言った瞬しゆん間かんに三人の警けい戒かいメーターはマックスまで上じよう昇しようしてしまうだろう。からからに渇かわいた喉のどをわずかな唾つばで湿しめらせ、小さくかぶりを振る。

「すみません、名前は言えません。ただ、会いにきた理由は説明できます」

「……どんな理由？」

「言葉では言えないんです。お願いです、これで僕と……」

　カーゴパンツのサイドポケットから、長さ二メートルのＸＳＢケーブルを取り出し、プラグの片方を差し出す。

「僕と、ちょ、直結して下さい」

　途と端たん、瀬利が両目を丸くし、他の二人もぽかんと口を開けた。

　ハルユキに言わせれば不条理の極きわみだが、公共の場で直結している若者は恋人同士である、と見なす慣習はいまだ世に蔓まん延えんしている。恐おそらく三人は、ある人に頼たのまれたという話は口実で、ハルユキが瀬利に告白するつもりだと思ったのではないか。そう想像しただけで走って逃げたくなるが、ここで逃げたらもう二度と話しかけられないだろう。震ふるえる指先で、プラグを突き出し続けていると──。
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　瀬セ利リがクッと押し殺した笑いを漏もらし、即そく座ざに口くち許もとを左手で覆おおった。その手で水色の髪かみ留どめに触ふれてから、少しだけ柔やわらかくなった声で言う。

「……有アリ田タ君、あなたが危ない人じゃないのはなんとなく解わかったわ。でもごめんね、さすがに初めて会う人と直結はできない」

　──ですよね。

　と内心で同意してしまうが、プラグを引っ込めるわけにはいかない。

「お願いします……僕は、あなたに伝えなきゃならないことがあるんです」

「私に伝えること……？　何なの、それ？」

　もう一度喉のどをぐびりと動かしてから、ハルユキはセントリーからそう言うように指示された言葉を告げた。

「あなたが小学生の頃ころから、ずっと思い出そうとしているのに思い出せないことです」

　途と端たん──。

　瀬利の表情が激変した。

　いっそう大きく両目を見開き、両手を口くち許もとに押し当てる。一歩、二歩と後退し、信じられないとばかりに何度もかぶりを振る。

　友人の変化に気付いた他の二人は、逆に一歩踏ふみ出すと、尖とがった声で叫さけんだ。

「ちょっとあんた、ヘンなこと言わないで！」

「セリの小学生の頃ころなんて、中学生が知ってるわけないでしょ！」

　高校生二人に詰なじられればたじろがずにはいられないが、そこで瀬セ利リが一歩前に出ると、友人二人に向き直った。

「カナ、シマ。私、この子の話を聞かなきゃ」

「え……でも、セリ……」

　心配そうな顔をするお団だん子ご髪がみの友人に、瀬利はしっかりと頷うなずきかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ、事情はちゃんと説明するから、今日はここで帰って」

「……セリがそう言うなら、そうするよ」

　ショートカットの友人が、お団だん子ご髪がみのジャージの袖そでを引っ張る。二人はもう一度ハルユキをじっと見てから、瀬利に「夜にコールしてね！」と言い置いて、道路を東へと歩いていった。二人の背中がカーブの先に消えると、ハルユキは隣となりに立ったままの瀬利に、思ったことをそのまま告げた。

「お友達に信しん頼らいされてるんですね」

「友達ってそういうものでしょ」

　迷わずそう言い切ると、瀬利は周囲を見回し、数分前までハルユキが身を潜ひそめていた公園を指さした。

「あそこでいい？」

「は……はい、僕はどこでも……」

　その答えに頷うなずいた瀬利は、肩かたに掛かけていたエナメルバッグを右手に提さげ、公園の入り口へと歩いていく。ほっそりした背中で揺ゆれる黒くろ髪かみを追いかけて、ハルユキも再び公園に入る。

　いつの間にか、藤ふじ棚だなの下にいた老人二人は姿を消していた。瀬利はそこまで歩くと、ベンチにバッグを置き、振り向いた。

「それで、私が思い出せないことって、何？」

　じっとハルユキを見つめる瀬利の顔からは、まだ警けい戒かいの色は消えていないが、いまはそこに隠かくせない渇かつ望ぼうが滲にじんでいる……ように思える。あるいはそれは、ハルユキが自身の望みを投とう影えいしているだけなのか。答えは、もうすぐ解わかる。

　右手に持ったままだったプラグを、ハルユキは再び差し出した。

　瀬利はしばらく躊躇ためらってから、プラグを受け取った。首に装着されたニューロリンカーは、額の両側に光る細長い髪かみ留どめと同じ色合いのブルー。意を決したように、非接点式のプラグをニューロリンカーのコネクタにカチッと接続させる。

　ハルユキが反対側のプラグを繫つなぐと、視界中央にワイヤード・コネクション警告が浮うかんだ。それが消えた瞬しゆん間かん、小声で唱える。

「バースト・リンク」

　バシイィィッ！　という冷たく乾かわいた雷らい鳴めいが、世界を静止させた。

　頭上の藤ふじ棚だなも、その向こうの夕焼け空も、目の前の鈴スズ川カワ瀬セ利リも、透すき通とおった青一色に染まる。初期加速空間──またの名をブルー・ワールド。現実世界と通常対戦ステージを繫つなぐ、静せい寂じやくの世界。

　凍こおり付ついた自分の体から、桃もも色いろのブタアバターとなって飛び出したハルユキは、地面で一回バウンドしてから直立し、瀬利を見上げた。

　もしも瀬利がバーストリンカーなら、ハルユキと同じく汎はん用ようアバターの姿で出現するはずだ。しかし数秒待っても、怪け訝げんそうな顔で静止する瀬利からアバターが分ぶん離りする様子はない。

　ここまでは予想通り。あとは、ハルユキが指示を遂すい行こうできるかどうかに懸かかっている。

　──完全にシフトする必要はない。ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ハイエスト・レベルに接続するだけでよい。

　一時間と少し前、セントレア・セントリーはハルユキにそう言った。しかし、そんなことが可能なのか。無制限中立フィールドミーン・レベルからハイエスト・レベルにシフトするのにさえ、極限まで集中した素す振ぶりを十時間以上も続ける必要があったのだ。なのにここは通常対戦ステージロウ・レベルより更さらに下位の初期加速空間。感覚的には、ほとんど現実世界のようなものだ。

「どうすればいいんですか……」

　遥はるか上位世界にいる自じ称しよう師し範はんに向けて思わず愚ぐ痴ちってしまうが、やる前から諦あきらめるわけにはいかない。

　理り屈くつとしては、無制限フィールドでやった鋼こう球きゆうイメージ斬ぎりと同じことができれば、ここからでもハイエスト・レベルに接続できる……かもしれない。だが、初期加速空間にダイブしていられるのはわずか三十分。何時間も素す振ぶりをする余よ裕ゆうはないし、そもそもいまのハルユキはシルバー・クロウではなくちんまりしたブタアバターだ。

　それでも、やるしかない。セントレア・セントリーと、鈴川瀬利のために。

　青く凍こおった世界で、ハルユキは黒いひづめのついた右手を腰こし撓だめに構えた。

　自力でハイエスト・レベルに接続するための鍵かぎは、恐おそらく《極度の集中》。グレイシャー・ビヒモスやエインヘリヤルとの戦せん闘とう中ちゆうにセントレア・セントリーの声が聞こえた時、ハルユキはコンマ一秒にも満たない時間の中で、超高密度に圧縮した思考を巡めぐらせていた。イメージの鋼こう球きゆう相手に素す振ぶりを繰くり返かえした時は、時間感覚が消きえ失うせるほど深く剣と融ゆう合ごうしていた。集中の方向性に違ちがいはあるが、ハルユキの専用量子回路に過大な負ふ荷かがかかったのは間ま違ちがいない。その負ふ荷かが何らかの例外的事象を引き起こし、意識をハイエスト・レベルに接続させた……という推測が当たっているのなら。

　この初期加速空間でも、同じことができるはず。なぜならここでも時間は一千倍に加速しているのであり、つまりハルユキは背後で凍こおっている生身の自分の脳ではなく、ＢＢサーバーの中にある量子回路で思考しているのだから。

　極度の集中。

　生死を分けるギリギリの極限状況か、十数時間を費ついやして研とぎ上げたイメージ、そのどちらかなしには辿たどり着つけない境地。しかしいまは、それを三十分以内に成なし遂とげなくてはならない。その三十分のあいだに現実世界で経過する一・八秒は、瀬セ利リが訝いぶかしく思うのに充じゆう分ぶんな時間だ。二度目の加速は不可能と思っておいたほうがいい。

　集中。

　ハルユキは右手を構えたまま、すぐ近くにある藤ふじ棚だなの柱へと歩み寄った。

　現実では日に焼けた木製の柱だが、初期加速空間ではガラスのように青く透すき通とおっている。当たり判定はあるが、破は壊かいは不可能。その柱の一点を見み据すえ、一いち撃げきで叩たたき割わるというイメージを練り上げる。一撃、一撃……一撃。

「────ハアァッ！」

　誰だれも聞いていないので、遠えん慮りよのない雄お叫たけびとともにハルユキは右ストレートパンチを繰くり出した。握にぎったひづめが柱に当たり、ぽこんと情けない音を響ひびかせた。当然、柱も折れなかった。しかし、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、ハルユキは拳こぶしのスピードが限界を超こえたように感じた。まるで、世界そのものを撃うち抜いたような──。

　ビシッ！

　と何かが裂さける音が聞こえた。直後、その裂さけ目めから膨ぼう大だいな量の情報がハルユキの中に溢あふれ、直結ケーブルを通って鈴スズ川カワ瀬利のニューロリンカーに流れ込んでいった。錯さつ覚かくではない。その情報伝達は、空中で純白に輝かがやくストリームとして実際に視し認にんできたからだ。

　光が途と切ぎれてからもたっぷり十秒以上待ち、ハルユキは恐おそる恐おそる唱えた。

「バースト・アウト」

　青く凍こおった世界が、徐じよ々じよに本来の色合いを取とり戻もどしていく。ブタアバターが末まつ端たん部ぶから消しよう滅めつし、意識が生身の肉体に帰き還かんする。

　公園に満ちる蟬せみ時雨しぐれ、新しん目め白じろ通どおりから届く自動車の走行音、隣りん接せつする小道を駆かけていく子供たちの足音──それらの環かん境きよう音おんがワッと押し寄せてくるのを感じながら、ハルユキは鈴川瀬利の顔を食い入るように凝ぎよう視しした。

　瀬利はいつの間にか瞼まぶたを閉じていた。短めに調ととのえた前まえ髪がみの下で、長い睫まつ毛げが細かく震ふるえる。直立する体が小刻みに痙けい攣れんし、少しずつ仰のけ反ぞっていく。

　危険なほど傾かたむいたら背中を支えないと、とハルユキは考えた。しかしその必要はなかった。最後にひときわ大きく体を震ふるわせると、瀬利はぱちっと音が聞こえそうなほど勢いよく両目を見開いた。

　夕空に向けられていた視線が、ゆっくり下がってハルユキを捉とらえる。左手を顔の前でさっと動かし、何度か瞬まばたきを繰くり返かえしてから、直結する前よりいくらか迫はく力りよくを増したように聞こえる声で──。

「……記き憶おくは、ほぼ完全に同期された」

「…………は？　え……？　それって、どういう……？」

「思い出したということよ。私が、バーストリンカー……セントレア・セントリーだったことを」

「…………！」

　息を吞のんで立たち尽つくすハルユキを、瀬セ利リはしばらく真顔で見つめていたが──。

　やがて小作りな唇くちびるに、かすかな、しかし温かな微び笑しようが浮うかんだ。

「よくやってくれたわ、有アリ田タ君……いえ、シルバー・クロウ。正直、成功率は十パーセントもないと……私に怪あやしまれて警察に通報される可能性のほうが高いとさえ思ってた」

「そ、それはひどいですよ！」

　思わずそう叫さけんでしまってから、まだ直結したままの瀬利の顔をまじまじと見上げる。

「……で、でも、本当にセントリーさんなんですか……？」

「信じられない？」

「だって、喋しやべり方とかぜんぜん違ちがいますし……」

「これじゃったら信じるのか？」

　いきなり《のじゃ口調》に切きり替かえた瀬利は、微び笑しようを苦く笑しように変えて続けた。

「こっちで喋しやべることもできるが、さすがに女子高生の一いち人にん称しようが《儂わし》ではアレすぎるじゃろ。リアルではおとなしく、普ふ通つうに喋しやべっておくわ」

　途と中ちゆうで口調がすぱっと元に戻もどったので、ハルユキは思わず頭を抱かかえてしまう。

「し、信じます……けど……そもそも、どうして向こうではあんな口調に……」

「初期の加速世界じゃ、Ｆ型っていうだけでナメられる場面も多かったのよ」

「そ、そうですか。……ううう、もう、何がなんだか……。──記き憶おくを同期した、って言ってましたけど、それだと、さっきまでの鈴スズ川カワさんの人格はどうなっちゃったんです……？」

「消えたわけじゃないわよ」

　そう答えると、瀬利はニューロリンカーからプラグを外し、ハルユキに返した。藤ふじ棚だなの下のベンチに近付き、置いてあったエナメルバッグを脇わきにどけると、手振りで座すわるよう促うながす。

　ＸＳＢケーブルをまとめてポケットに戻もどしてから、ハルユキはベンチに腰こしを下ろした。瀬利も隣となりに座すわり、自分の両手をしばらく眺ながめてから言った。

「……小六の三学期にポイント全損して、加速世界のことを忘れたまま中学時代を過ごして、高一の今日まで生きてきた三年半の記き憶おくは私の中にそのまま残ってる。でも同時に、メイン・ビジュアライザーの中で微睡まどろみながら、たまに覚かく醒せいしてはとりとめもない思し索さくを巡めぐらせてきたセントレア・セントリーの記き憶おくもある。人格が変わっちゃったわけじゃない……夢から覚めた、っていうのが実感かな。平和で幸福だけど、どこか物足りない夢から……」

「…………」

　瀬セ利リの独白を聞いても、ハルユキはすぐに言葉を返せなかった。

　反応できなくても仕方ない。いますぐ隣となりに座すわっている鈴スズ川カワ瀬利／セントレア・セントリーは、ブレイン・バーストの最重要ルールである《全損＝強制アンインストール＝永久追放》を打ち破った存在なのだ。若ワカ宮ミヤ恵メグミ／オーキッド・オラクルに続く、二人目の蘇そ生せい者しや。しかも瀬利は、白の王ホワイト・コスモスの力を借りずに、ほぼ独力で記き憶おくを取とり戻もどした。

　どんな方法を使ったのかはまったく解わからないが、もしそれが他の全損者にも適用できるなら、加速世界はひっくり返る。そう……黒クロ雪ユキ姫ヒメが不意打ちで全損させ、いまも自分を責める原因となっている赤の王レッド・ライダーさえも、本当に生き返らせられるかもしれないのだ。

　だがハルユキは、その話題を自ら持ち出すことができず、代わりにまったく無関係なことを訊たずねてしまった。

「……瀬利さんは、何部に入ってるんですか？」

「師し範はん」

「へ？」

「向こうで言ったでしょう、私のことは《師し範はん》と呼んで。それが嫌いやなら、百歩譲ゆずって《先生》でもいいわ」

「……じゃ、じゃあ師し範はんは、何の部活を……」

　改めて訊きくと、瀬利は右足をぴんと持ち上げ、答えた。

「サッカー」

「さ……サッカー!?」

「なんでそんなに驚おどろくの？」

「い、いえ……てっきり剣けん道どう部ぶかなーと……」

「始めたのは中学からだから」

　呟つぶやくようにそう言うと、瀬利は足を下ろし、屋根代わりの藤ふじ棚だなを見上げた。もう七月も下げ旬じゆんなので花はとっくに散っているが、勢いよく茂しげる葉の隙すき間まで、夕空が燃えるようなオレンジ色に輝かがやいている。

「……バーストリンカーでなくなってから、私はずっと空くう疎そなものを抱かかえながら生きてきた。《思い出そうとしているのに思い出せない》……どうしても埋うめられない空白が、いつも私の中にあった。中学生になった時、カナとシマ……さっき一いつ緒しよにいた子たちが女子サッカー部に入ろうって誘さそってくれて、一いつ生しよう懸けん命めい打ち込んできたつもりだけど、それでも空白は決して消えなかった」

　瀬利の言葉に、ハルユキは改めてブレイン・バーストの残ざん酷こくさを意識した。記き憶おくを奪うばうことはできても、それがあった場所に空いた穴は埋うめられないのだ。いままで全損してきた全てのバーストリンカーが同じような空くう疎そさを感じているのなら、それはもう解けない呪のろいのようなものだ。

「……身近に、全損したバーストリンカーがいるの？」

　不意にそう問われ、ハルユキは瀬セ利リの顔を見上げてから、項うな垂だれるように頷うなずいた。

「はい。全損……させたんです、僕が。お互たがいのバーストポイントを全部賭かけた、サドンデス・デュエルで」

《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーこと能ノウ美ミ征セイ二ジ。彼との決けつ闘とうはどうあれ避さけられないものだった。体力ゲージが残り数ドットというところまで追い込まれ、必死に命いのち乞ごいをする能ノウ美ミにとどめを刺したことを、後こう悔かいはしていない。──それでも。

「あいつは全損してから、人が変わったみたいに真面目になって、勉強も部活も頑がん張ばってます。それでも、同じように感じてるんでしょうか？　あいつも、埋うめられない穴をずっと抱かかえたままなんでしょうか……？」

「解わからないわ」

　長い髪かみを横に揺ゆらすと、瀬利は囁ささやくように言った。

「私は、全損したバーストリンカーをリアルで見たことはないから。全損させたことは何度もあるけどね……」

「な、何度も……ですか？」

「これでも昔は《剣鬼ルースレス》だの《阿ア修ス羅ラ》だのと呼ばれたものよ。衛兵セントリーというアバターネームを与あたえられたのに、ついに誰だれかを守ることはしなかった」

「…………でも」

　再び瀬利の顔を見て、ハルユキは懸けん命めいに口を動かした。

「でも、僕を何度も守ってくれたじゃないですか。瀬利さんの助言がなかったら、僕はグレイシャー・ビヒモスにもエインヘリヤルにも勝てませんでした」

「あんなの、気まぐれで茶々を入れただけよ。そもそも、声が届くとも思ってなかったし」

「え……」

「だから、その件を恩に着せるつもりはないわ。これからは別だけどね」

「こ、これから？」

　ハルユキがぽかんと口を開けると、瀬利はおもむろに右手を持ち上げ、ハルユキのおでこをずびしと突いた。

「いでっ」

「クロウ、あなた、何のために私を生き返らせたのかをもう忘れたの？」

「えーと……」

　記き憶おくをひっくり返し、やっと思い出す。ハルユキはセントレア・セントリーに、オメガ流の技わざを教えてくれと頼たのみ、結果この任務を与あたえられたのだ。そしてオメガ流を習得したいと思った理由は、わずか十一時間後に迫せまった太陽神インティ攻こう略りやく戦せんに役立てるためだ。

「そ、そうでした！　オメガ流、教えてくれるんですか？」

「その気がなかったら師し範はんなんて名乗らないわ」

　幸い瀬セ利リはそう応じたが、すぐにくっきりした眉まゆを寄せた。

「ただ……最後にもう一つ、越こえなきゃならないハードルがある」

「は、ハードル……って、どんな……？」

「私は、自分がセントレア・セントリーだという記き憶おくを取とり戻もどした。でもバーストリンカーとして復活するためにはもう一つ、どうしても必要なものがあるのよ」

　いったいなんぞや、と考えてやっと気付く。

「あっ……ＢＢプログラム……」

「そう。全損した時に、ニューロリンカーから強制アンインストールされちゃったからね」

「仮想デスクトップに、アイコンは復活してないんですか？」

「まだ見てない」

　その答えが、数分前の情景を呼び覚ます。ハルユキに『記き憶おくは、ほぼ完全に同期された』と告げる直前、瀬利は左手を横にスワイプした。あれは、仮想デスクトップを最小化シユリンクさせる動作だったのだ。

　記き憶おくを取とり戻もどし、しかしＢＢプログラムは戻もどってこなかったら、その時味わわされる失望はいかほどのものか。答えを知りたくないという瀬利の気持ちは痛いほど解わかる。

　そう考えた途と端たん、ハルユキは夢中で瀬利の右みぎ腕うでに両手を掛かけていた。

「あ……あの！　もし復活してなかったら、僕があなたのニューロリンカーにＢＢプログラムを転送します！」

「……クロウ、それがどういうことか解わかってるの？」

「もちろんです」

　深く頷うなずく。

　ブレイン・バースト・プログラムをコピーインストールする、それはつまり《親子》になるということだ。許された試行回数はたった一回、瀬利がバーストリンカーの条件を満たしていることは明らかだが、たとえ成功してもハルユキは二度と《子》を作ることはできない。

　レベル５に上がった頃ころから、自分もいつか《親》になるのだろうかと考えてはきた。しかしそれは遥はるか遠とおい未来のことだと思っていたし、本当になりたいのかもよく解わからない。けれど、たった一度の試行回数を、恩人であるセントレア・セントリーのために使えるなら悔くいはない。

　そんな思念を込めた視線で、一心に瀬利の瞳ひとみを見つめていると。

　ふっと表情を和やわらげた瀬利は、ハルユキの手をぽんぽんと軽く叩たたき、言った。

「師し範はんが弟で子しの《子》だなんぞ、格好がつかんじゃろ。案ずるな、おぬしに頼たよらんでも、どうにかしてみせる」

　……なんで口調を変えたの？

　と訊たずねる隙すきも与あたえず、瀬セ利リは左手をかざし、さっと右に振って仮想デスクトップを戻もどした。漆しつ黒こくの瞳ひとみが虚こ空くうを凝ぎよう視しし、やがて。

「……ある」

「あ……あるんですか!?　ＢＢのアイコンが!?」

「これを見み間ま違ちがえるわけないわ。昔あったその場所に、しれっと復活してる」

「やっ……」

　やったあああ！　と叫さけびつつ瀬利に抱だきつこうとしてしまったが、危あやういところで自制する。中ちゆう途と半はん端ぱに広げた両手を素す早ばやく膝ひざの上に戻もどし、ぎこちない笑えみを浮うかべる。

「よ、良かったです……でも、どこからコピーされたんでしょう？　さっき、僕のニューロリンカーが勝手に転送したんでしょうか？」

「うーん……」

　瀬利は左手の指を素す早ばやく閃ひらめかせ、かぶりを振った。

「いえ、違ちがうみたいね。ログにある送信元はマスクされてる。たぶん、中央サーバーから直接送られてきたんだわ。まるで……」

「まるで……？」

「……いいえ、何でもない。ともかく、これで最後のハードルもクリアしたわ。いまこの瞬しゆん間かんから、クロウ、いえ有アリ田タ君、あなたは正式に私の弟で子しよ」

　そう宣言すると、瀬利は上体ごとハルユキに向き直り、右手を差し出した。

　今度は躊躇ためらう理由はなかった。ハルユキはしっかりその手を握にぎり返し、深々と頭を下げた。

「よ、よろしくお願いします！」

　ここに至ってようやく、二人目……いや三人目の指導者に付いてしまったことを、黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コにどう説明したものかという思考が浮うかんだが、悩なやむのは黒雪姫を救出してからでいい。いまは謎なぞ多き《オメガ流合がつ切さい剣けん》を習得し、インティ戦のアタッカーという大役を果たすことが最優先だ。

　顔を上げ、運動部らしく握あく力りよくの強い瀬利の手を離はなす。二人同時に腰こしを上げ、藤ふじ棚だなから出ると、同時に空を見上げる。

　いつの間にか、夕焼けはかなり色を濃こくしていた。藍あい色いろに変わる寸前の朱しゆ色いろを吸い込もうとするかのように、瀬利は深々と呼吸してから、ハルユキに視線を戻もどした。

「ミーン・レベルで十何時間も素す振ぶりしたんだから、今日はゆっくり休みなさい。私は明日も部活があるから、修しゆ業ぎようは……そうね、夜八時くらいから……」

「あ……すみません、それだと間に合わなくて」

「間に合わない？　何に？」

　と訊きかれてようやく、ハルユキは自分が明朝の一大決戦についてまったく話していないのだと気付く。

「えっと、その……明日の午前五時に、神獣レジエンド級きゆうエネミーの、太陽神インティってやつを倒たおさなきゃいけないんです……」

　すると瀬セ利リは、両目と口をぽかんと開け、そのまま五秒以上もフリーズした。やがて眉み間けんに深々と谷が刻まれ、唇くちびるが二、三度小さく震ふるえ──。

「なんじゃとおおおお!?」

　という叫さけび声ごえに、藤ふじ棚だなに止まっていた雀すずめがぱっと飛び立った。
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　ハルユキの口から加速研究会にまつわる諸もろ々もろの出来事を説明された鈴スズ川カワ瀬利は、いちどマンション五階の自宅に戻もどると、ほんの十五分で再び外に出てきた。

　ジャージを生き成なりのリネンシャツと濃こいグレーのクロップドパンツに着き替がえ、飾かざり気けのないキャンバス地のリュックを背負っている。公園の入り口で待っていたハルユキに「行くわよ」とだけ声を掛かけ、そのまま大通りのほうへ歩き始める。慌あわてて追いかけ、隣となりに並ぶ。

　すたすた大おお股またに進む瀬利に歩調を合わせながら、ハルユキは小声で問いかけた。

「あ……あの、本当にいいんですか？　僕はありがたいですけど……けっこう遠いし、さっきの公園でも……」

　途と端たん、さすがベテランリンカーと思わせる視線がじろりと飛んでくる。

「有アリ田タ君、まさか一ヶ月や二ヶ月の修しゆ業ぎようでオメガ流の真しん訣けつを極きわめられると思ってるの？」

「ひえ!?　い……いえ、そういうわけじゃないですが、その、極きわめるとこまで行かなくても、インティに通用しそうな技わざをいっこ教えて頂ければ……」

「甘あまい、グラブジャムンより甘あまいわ。あの玉っころは、炎ほのおの内側にくっそ硬かたいコアがあって、付つけ焼やき刃ばの斬ざん撃げきじゃ一ミリも切り込めないのよ」

「…………グラブジャムンって何ですか？」

　とりあえず気になったことを訊たずねると、瀬セ利リはフンと鼻息を鳴らした。

「そのうち奢おごってあげるわ。それより、東とう西ざい線せんでいいのよね？」

「あっ、はい。終点の中なか野のでＪＲに乗のり換かえて、高こう円えん寺じで下りれば……まあ、一駅なんで歩いちゃうのもアリですけど……」

「ならそうしましょう」

　平然と答えた瀬利は、部活の疲つかれなどまったく感じさせない足取りで歩き続ける。神かん田だ川がわにぶつかると、川沿いの遊歩道を東へ。このまま進めば、そのうち高たか田だの馬ば場ばに出るはずだ。

　確かに瀬利の言うとおり、無制限中立フィールドに月単位でダイブするなら公園のベンチでというわけにはいかない。向こうで三十日過ごせば、現実世界では約四十三分が経過するのだ。しかし、だからと言って──。

「……あの、瀬利さん……じゃなくて師し範はんは、平気なんですか？」

「何が？」

「そ、そのですね……僕と師し範はんはいちおうリアルでは初対面なわけで、さっきの話しかけかたも我ながら怪あやしすぎましたし、そんなやつの家にいきなり行くの、不安じゃないのかなーって……」

　また[image: 叱]しかられることを覚かく悟ごの問いだったのだが、瀬利は一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、「ああ……」と呟つぶやいた。

「……まあ、普ふ通つうはそうかもね。言っておくけど、私も男の子の家に行くのなんか初めてだからね？」

「そ、そですか」

「ただ、有アリ田タ君は初対面って感じ、ぜんぜんしないのよね。ＢＢで実際にコンタクトしたのは、あなたがグレイシャー・ビヒモスと戦ってた時だから、現実時間ではほんの……ええと、二日前よね？」

「そ、そうです」

「……だけど、あなたの存在を初めて感知したのは、あなたが五代目と戦った時よ。現実時間でも、もう半年前になるかしら」

「五代目……？」

　今度はハルユキがきょとんとする番だった。なんの代だろうと首を傾かしげてからやっと気付く。決まっている──五代目クロム・ディザスター、チェリー・ルーク。彼の知覚を通して、瀬利は初めてシルバー・クロウを感知した。

　そう。鈴スズ川カワ瀬利は、セントレア・セントリーであると同時に、三代目クロム・ディザスターでもあるのだ。つまり瀬利は、チェリー・ルークや四代目ディザスターともリンクしていたのだろうか？

　涼すずやかな横顔をまじまじと眺ながめてしまってから、ハルユキは口を開こうとした。

　しかし何を言われるのか察したかのように、瀬セ利リは小さく右手を持ち上げ、囁ささやいた。

「その話はあとにしましょう。道みち端ばたで歩きながらするには重すぎるわ」

「……はい」

　頷うなずき、しばし無言で歩き続ける。

　気付けば西の空にわずかな夕紅が残るだけとなり、遊歩道沿いの街灯に白い明かりが灯ともる。ようやく気温が下がり始め、川かわ面もを吹ふき抜ける風が火ほ照てった肌はだを心ここ地ち良よく冷やす。チャイルドシートに幼い子供を乗せた自転車が、ハブ内蔵のモーター音を響ひびかせながら二人を追おい越こしていく。

「師し範はんは……セントリーさんは、メイン・ビジュアライザーの中で、ずっと一人でいたんですか？」

　ハルユキが別の質問を投なげ掛かけると、瀬利は少し考える素そ振ぶりを見せてから、なぜか右手を伸ばしてハルユキの頭をぽんと一度叩たたいた。

「それは一人という言葉の定義によるわね。孤こ独どくではあったけど、何千年も暗くら闇やみの中にひとりぼっちでいたわけじゃないわよ。さすがにそんな状じよう況きようだったら、十年も経たたずに光量子回路の中の魂たましいが崩ほう壊かいしてたと思うわ。基本的にはずっと寝てるような感じで、ごくたまに短時間覚かく醒せいしては、あれこれ考えてたの」

「あれこれ……？」

「ブレイン・バーストのこと、自分のこと、あとは……このひよっこは一から鍛きたえ直なおしてやらにゃならんな、とかね」

　ひよっこというのがハルユキを指していることは明らかなので、反射的に首を縮めてしまう。

「そ、そですか……」

「だから、こうして望みが叶かなって、私は嬉うれしいのよ。一晩外がい泊はくするくらい、どうってことないわ」

　嚙かみ締しめるようにそう言うと、瀬利は一いつ瞬しゆんだけ悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて続けた。

「親にはシマの家に泊とまるって言ってきたけど、もし偽ぎ装そうがバレたらあなたも一いつ緒しよに謝あやまってね」

「は、はい……いや、いやいやいや！　それは無理ですよ！」

　ハルユキが両手をわたわた振り動かすと、瀬利は声を上げて笑い、前方に見えてきた東とう西ざい線せん高たか田だの馬ば場ば駅えきの入り口に歩み寄っていった。




　中なか野の駅えきで地上に出てハルユキの自宅マンションまで歩くと、時刻は夜七時を回ってしまった。

　空はもう真っ暗だが、母親は明日の朝まで帰ってこないので、瀬利と違ちがって言い訳をでっち上げる必要はない。いいことなのか悪いことなのか……などと考えながらエレベータに乗り、二十三階で下りる。

　共用廊ろう下かを歩き、自宅の電子ロックを解かい錠じようしようとして──。

「え……!?」

　ハルユキは、ホロパネルから反射的に手を引っ込めてしまった。

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうな瀬セ利リに、小声で説明する。

「あの……セキュリティが在宅モードになってて……」

「え？　お母さん、朝まで帰ってこないんじゃなかった？」

「そのはずなんですが……」

　慌あわててメーラーを開いても、予定が変わったという連れん絡らくは届いていない。朝帰りばかりだがそういうところは几き帳ちよう面めんな人なので、何も言わずに帰宅してきたとは考えにくい──のだが、それ以外の説明も思いつかない。

「……ど、どうしましょう」

「私に訊きかれても困るわよ。学校の友達で、一いつ緒しよに宿題するとでも言うしかないんじゃない？」

「で、でも……師し範はん、どう見ても中二には……」

「老ふけ顔がおで悪かったわね」

　口をへの字にした瀬利が、大げさな仕草で肩かたをすくめる。

「だったら、彼女でも何でも好きに言いなさいよ」

「い、いや、それもちょっと……」

　小刻みにかぶりを振りつつ、必死に弥び縫ほう策さくを検討する。母親がすでに帰宅しているのなら、瀬利を泊とめるのはどう考えても不可能だ。滞たい在ざいは夜十時あたりで限界だろうから、あと三時間。その間ずっとダイブし続ければ無制限フィールドにいられる時間は百二十五日……約四ヶ月。それだけあれば修しゆ業ぎようを終えられる、と思いたい。

「……学校の先せん輩ぱいというセンで行ってみます」

　ハルユキが宣言すると、瀬利はどこか面おも白しろがるような顔で頷うなずいた。

「了りよう解かい。梅うめ郷さと中ちゆう……だっけ？」

「そうです。説明は僕がするんで、瀬利さんは極力喋しやべらない方向で……」

「はいはい」

「じゃ、行きます！」

　ぐずぐずしていても修しゆ業ぎよう時間が減るだけだ。意を決してホロパネルに触ふれ、解かい錠じよう。ロックががちっと鳴るや、プッシュプル式のハンドルを引っ張る。

　玄げん関かんは暗いが、廊ろう下かの突き当たりにあるリビングドアのチェッカーガラスからは明るい光が漏もれている。やはり母親が半日早く帰ってきたのだろうが、事ここに至ればもはや是ぜ非ひもなし。瀬利を先導しつつ廊ろう下かを歩き、ドアの手前で耳を澄すませる。物音は聞こえない……ソファーでワインでも飲んでいるのだろうか。

　──ままよ！

　ハルユキはハンドルを回し、一思いにドアを開けた。

　途と端たん。

「おかえりなさい！」

「「「「おかえりなさーい！」」」」

　という大人数の唱和が響ひびき渡わたり、ハルユキは啞あ然ぜんと立たち尽つくした。

　いっぱいいる。

　ダイニングテーブルにも、ソファーの周りにもぎっしりと人が立ち並び、温かな笑え顔がおをハルユキに向けている。無論、見知らぬ顔はひとつもない。黒クロ雪ユキ姫ヒメ、チユリ、タクム、楓フウ子コ、謡ウタイ、あきら、ニコ、パドさん、綸リン、志シ帆ホ子コ、聖サト実ミ、結ユ芽メ、そして累ルイ。ネガ・ネビュラス黒サイドの、ほとんど全員だ。

　呆ぼう然ぜんとしていると、ポポポポン！　という賑にぎやかな音とともに天てん井じようからカラフルな紙かみ吹雪ふぶきが舞まい散ちり、南側の窓の上に横長の垂れ幕が現れた。そこには手書きの文字で、【祝シルバー・クロウ特とつ攻こう隊たい長ちよう就任！　大・大・大壮そう行こう会かい!!】と記されている。もちろん全てＡＲオブジェクトだが、テーブルの上に所ところ狭せましと並んでいるご馳ち走そうは本物らしい。

　……相変わらず、女子率高いな──。

　と逃とう避ひ的てき思考を巡めぐらせてから、ハルユキはどうにか口を開いた。

「あ、あの、これ、いったい……」

　しかし、

「おっそーい!!」

　というチユリの叫さけび声ごえに遮さえぎられてしまう。笑え顔がおをふくれっ面つらにチェンジした幼おさな馴な染じみは、両りよう腰こしに手を当てて問とい詰つめてくる。

「ハル、会議は五時過ぎに終わったんでしょ？　早稲わせ田だあたりで車を降りたってフーコ姉さんが言ってたけど、いったいどこ行ってたのよ！　こっちは靴まで隠して待ってたってのに！」

「それは、その……いやそれより、これが何なのか説明しろよ！」

「あの垂れ幕見れば解わかるでしょ！　昼に黒雪先輩と偶ぐう然ぜん会ったとき思いついたのよ、インティ攻こう略りやく作さく戦せんのアタッカーを務めるハルを励はげましてやろーってんだからありがたく思いなさい！　ちなみに、ちゃんとおばさまの許可も取ってるからね！」

「い、いつの間に……。──師し匠しようはコレ知ってたんですか？」

　二時間前に甘かん泉せん園えん公こう園えんで別れたばかりの楓子に視線を向けると、淡あわい苦く笑しようが返ってくる。

「それが、わたしも蚊か屋やの外だったのよねー。もし知ってたら、鴉からすさんに寄り道なんかさせなかったんだけどね」

「済まんなフーコ、情報漏もれを防ぐためだ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの言葉に、楓フウ子コは唇くちびるを尖とがらせる。

「わたし、そこまで顔に出るほうじゃないわよ」

　そんな二人のやり取りを、ニコの大声が中断させる。

「んなことより、とっとと始めよーぜ！　もうハラがペコペコのペコリネスだよ！」

「さんせー！」

　と志シ帆ホ子コが応じ、ハルユキに駆かけ寄よってくる。

「ほらカラス君、こっち来なよ！　ご馳ち走そう冷めちゃうよ！」

　リビングの入り口に立つハルユキの右手を引っ張ろうとして、ぱちくりを目を瞬しばたたかせる。

「あれ……カラス君、その人どなた？」

　そう訊きかれ、ようやく背後に鈴スズ川カワ瀬セ利リを待たせたままであることを思い出したハルユキは、慌あわてて一歩横にずれると室内に入るよう促うながした。まったく臆おくする様子もなく前に出た瀬利に、全員の視線が集中する。

　怪け訝げんな顔になる仲間たちに、ハルユキは半ば自動操縦状態で紹しよう介かいした。

「えと、こちら、鈴川瀬利さん……アバター名はセントレア・セントリーです」

　それを聞いても、プチ・パケ組や綸リン、累ルイ、チユタクといった比ひ較かく的てき若手のメンバーは「誰だれ？」という顔のままだったが、ハイランカーたちの反応は違ちがった。

　真っ先に身構えた黒雪姫が、

「────《剣鬼ルースレス》!!」

　と叫さけび、その隣となりに飛び出した楓子が、

「────《阿ア修ス羅ラ》!!」

　と叫さけび、更さらにその隣となりに立ったあきらが、

「────《オメガウェポン》!!」

　と叫さけんだ。謡ウタイまで、いつになく厳しい顔をしている。

　ハルユキは、最後の二つ名は初耳だなあ、でもどっかで聞いたことがある気もするなあ……などと考えてから、ようやく黒雪姫たちの反応の理由を悟さとった。

　セントレア・セントリーは、加速世界の黎れい明めい期きからその名を轟とどろかせた剣けん豪ごうだ。当然、黒雪姫や楓子と戦ったこともあるだろう。しかもセントリーは三代目のクロム・ディザスターとなり、青の王ブルー・ナイトに討うたれて加速世界を去った。そんな相手がいきなり生身で現れれば、警けい戒かいしないほうがおかしい。

「いえっ、あのっ、そのっ！」

　いまさらのように慌あわてていると、瀬セ利リがハルユキの右みぎ肩かたに手を置き、もう一歩前に出た。

「おかしなものじゃな、リアルでは初対面でもなんとなく解わかるぞ」

　なぜかセントリーの口調でそう言うと、薄うすい笑えみを浮うかべ、右手で楓子を指さす。

「おぬしが《超空の流星ストラト・シユーター》じゃな。隣となりが《純水無色アクアマテイツク》、《緋色弾頭テスタロツサ》……」

　あきら、謡ウタイと動かした指を、黒クロ雪ユキ姫ヒメに向けて──。

「そしておぬしが《絶対切断ワールド・エンド》か。かつての好敵手連中とこんなふうに顔を合わせる時が来るとは思ってもいなかったぞ。《矛盾存在アノマリー》は……そこの坊ぼう主ず、ではなさそうだな」

　指さされたタクムが無言のまま大きくかぶりを振ると、瀬セ利リはひょいと肩かたをすくめた。

「それは残念じゃな。四年越しの決着をつけられるかと思ったが」

　という不敵な台詞せりふを聞いても、黒雪姫たちは言い返そうとしない。まるで幽ゆう霊れいでも見たような……いや、実際そんな心境なのだろう。

　代わりに声を上げたのは、セントリーとは活動時期がほぼ被かぶっていないであろうニコだった。

「おい、おい、オイオイオイ！」

　両手をカットジーンズのポケットに突っ込み、肩かたを怒いからせるという正統派ヤンキーポーズで歩み寄ってくる。

「セントリーだかカントリーだか知んねーけど、集会にピンで乗り込んできて上等ジヨートーくれてんじゃねーぞ！」

「おぬしは誰だれじゃ？」

　長身の瀬利に上から誰すい何かされても、ニコは前ぜん傾けい姿勢を保持したまま名乗った。

「あたしゃ二代目赤の王、スカーレット・レインっつーモンだ！　対戦してーんならあたしが相手してやっから、いますぐ乱入してきな！」

「ちょ、ちょちょちょ、ニコ……」

　セントリーの性格からして本当に対戦を吹ふっかけかねない、とハルユキは焦あせったが、瀬利はにやりと笑うと余よ裕ゆうたっぷりに応じた。

「なるほど、おぬしがライダーの後あと釜がまか。腕うでを見てやるのはやぶさかでないが、せっかくの宴うたげを盛り下げるのも気が進まんな」

「ンだと!?　そりゃあたしが負けるって意味か!?」

「ま、まあまあまあ」

　ハルユキはどうにか二人の間に割り込むと、ニコの体を両りよう腕うでで抱かかえて瀬利から引ひき離はなした。

「あっ、コラ、何しやがる！」

　じたばたするニコを、パドさんのところまで運ぼうとしていると──。

「……にわかに信じがたいが、お前がセントリーだというのは間ま違ちがいないようだ」

　掠かすれ声ごえでそう言った黒雪姫が、指を揃そろえた右手をびしっと瀬利に向ける。

「訊ききたいことは山ほどあるが、そもそもなぜお前がハルユキ君と……シルバー・クロウと一いつ緒しよにいるんだ!?」

「決まっとるじゃろ」

　まるで黒雪姫の斬ざん撃げきを受け止めるかのように左手を払はらい、瀬利は答えた。

「儂わしはクロウの師し範はんで、クロウは儂の弟で子しだからじゃ」




　五分後。

　ハルユキがダイニングテーブルのお誕生日席はじつこでケイジャンチキンをまぐまぐ食べていると、右みぎ斜ななめ前に座すわるタクムがしみじみとした口調で言った。

「ハル……、きみはどうしてあの手の人と縁えんがあるんだろうなあ」

「お、オレからコンタクトしたわけじゃないし……」

　もごもご言い返してから、口調を変えて続ける。

「そういやタク、関東大会出場おめでとう。ほんとはオレの壮そう行こう会かいより、お前の祝勝会をやらなきゃなのに……」

「いやあ、準決勝で負けちゃったからね。関東で優勝して、堂々と祝ってもらうよ」

「おっ、期待してるからな。今度こそみんなで応おう援えんにいくよ」

「ありがとう、その頃ころには何もかも解決してるといいね……」

　そう呟つぶやいたタクムがソファーのほうを見るので、ハルユキも顔を動かす。

　三人掛がけのソファーには、楓フウ子コ、黒クロ雪ユキ姫ヒメ、そして瀬セ利リが並んで座すわり、なぜか全員太巻き寿ず司しを食べている。同じタイミングで食べ終わると、揃そろって冷茶を一口飲み、同時にほうっと息を吐はく。

「美味おいしい太巻きね、あなたが作ったの？」

　のじゃ口調をやめた瀬利が、カーペットの上に正座している謡ウタイに話しかけると、ハルユキの視界にもテキストによる返答が表示された。

【ＵＩ[image: ∨]　はい、ばあやに手伝ってもらいましたが】

「なるほど。加速世界むこうでもしっかりした子だと思ってたけど、リアルはなおさらね。弟で子し入いりしたければいつでも歓かん迎げいよ」

　啞あ然ぜんとした様子の謡が指を動かすより早く、楓子が笑え顔がおで言った。

「ぶっとばされたいの？」

「あら、通算スコアは私が勝かち越こしてたと思うけど」

　──えっ、マジで!?　セントリー師し範はん、あのレイカー師し匠しように勝かち越こしてるの!?

　と仰ぎよう天てんしたのはハルユキだけではなかったらしく、広いリビングダイニングに「ざわ……」という空気が満ちる。楓子が真しん空くう破はレイカースマイルを保持したまま、そこはかとなくドスの利きいた声で応じる。

「それはあなたが勝ち逃げしたからでしょ？　何ならいまからスコアを逆転してあげてもいいのよ？」

「差が開くだけだと思うけど」

　ソファーの右と左に座すわる二人が、極低温の闘とう気きを迸ほとばしらせた。しかし渦うず巻まくオーラが衝しよう突とつする寸前、真ん中に座すわる黒雪姫が両手を持ち上げて、楓子と瀬利の肩かたをぐいっと押しやる。

「はい、そこまで！　二人とも、せめて壮そう行こう会かいが終わるまでおとなしくしていられないなら、デザート抜きの刑けいにするぞ！」

　途と端たん、楓フウ子コたちが噓うそのように闘とう気きを収める。加速世界では伝説級の強きよう豪ごうでも、現実世界では甘あまいもの好きな女の子だということなのだろうか……などと考えてしまってから、絶対そんな解わかりやすい人たちじゃないと思い直す。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが言うように、せめてこのパーティーが終わるまではもう何ごともありませんように、とこっそり祈いのっていると。

「クロウ……有アリ田タ君」

　タクムの隣となりに座すわる小オ田ダ切ギリ累ルイに名前を呼ばれ、ハルユキはそちらを見た。Ｔシャツにジーンズという飾かざり気けのない格好の累は、少し身を乗り出すと小声で訊きいてくる。

「《剣鬼ルースレス》なんてあだ名の人に弟で子し入いりしたってコトは、本格的に剣けん使つかいを目指すワケ？」

「い……いえいえ、そういうわけじゃないです」

　反射的にそう囁ささやき返してから、いまのは剣を軽く見てるっぽく聞こえたかもしれないと思い、ちらりとタクムの顔を見る。すると幼おさな馴な染じみは、きみの考えてることはお見通しだよと言わんがばかりの微び苦く笑しようを返してくる。

　再び累に視線を戻もどし、ハルユキは説明を続けた。

「えと、レベルアップボーナスで剣を取ったのは、できることを増やしたいって思ったからで……その、いままではずっと自分がどうやって強くなるかってことだけ考えてきましたけど、いろんな人とタッグを組んだり、集団で戦ったりしてるうちに、戦い方の幅はばを広げたいなって思うようになって……」

[image: ]

　それは偽いつわりのない本心──のはずだ。

　しかし昨夜、ハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメにもう一つの理由を説明した。《二人ともレベル７になったら、もう一度本気の対戦をする》という約束を交かわしているタクムと、剣で戦いたいのだと。すると黒雪姫は、思いもよらない言葉を返してきた。

　──キミがタクム君との勝負を剣と剣の戦いに限定しようとしているのは、何でもありの戦いなら自分が勝ってしまうと心の奥おく底そこで感じているからではないのか？

　そんなはずはない。タクム──シアン・パイルのバリエーション豊かな必ひつ殺さつ技わざはどれも脅きよう威いだし、心しん意い技わざ《蒼刃剣シアン・ブレード》を発動させたタクムは、剣けん使つかいとしては最強クラスだとハルユキは信じている。だからこそ、こちらも剣で挑いどみたいのだ。タクムの斬ざん撃げきを回かい避ひするのではなく、正面から堂々と斬きり結ぶ……そんな戦いをしたい。

　ハルユキはまだ、自分の気持ちをタクムに告げていない。その前に、タクムに認めて貰もらえるレベルの剣けん使つかいにならなくてはならない。

　瞬しゆん時じにそんな想念を巡めぐらせたハルユキの耳に、累ルイの声が届いた。

「なるホドね……確かに、タッグ戦やチーム戦では能力の相乗効果シナジーが重要だからね。戦い方の幅はばが広がれば、より多くのシナジーを構築できる。でも……大だい丈じよう夫ぶ？　器き用よう貧びん乏ぼうになっちゃわナイかしら？」

　揶や揄ゆではなく本心から案じていることが解わかるその言葉を、ハルユキはしっかり咀そ嚼しやくしてから答えた。

「……はい、正直、自分でもその懸け念ねんは感じてます。実際、このところ格かく闘とうの修しゆ業ぎようはあんまりできてませんし……。──けど、ボーナスの取り直しができるわけじゃないですし、いまは腹を括くくって頑がん張ばるしかないっていうか……」

　前向きなのか後ろ向きなのか解わからない返事に、累とタクムが揃そろって苦く笑しようする。すると、累の隣となりでおにぎりと唐から揚あげを交こう互ごに食べていたあきらが、呟つぶやくような、それでいでよく通る声を響ひびかせた。

「ブレイン・バーストでは、欲張るのは悪いことじゃないの」

「え……そ、そうですか？」

「現実世界で器き用よう貧びん乏ぼうになってしまう理由は、色々な道を究きわめるには時間が足らなすぎるから。でも、加速世界には事実上、無限の時間がある」

「……ま、まあ、それはそうかもですが……」

　ハルユキが目を白黒させていると、おにぎりを食べ終えたあきらが、赤いフレームのメガネをソファーのほうへ向けた。

「その意味では、ハル君があの人に弟で子し入いりしたのも悪いことじゃない、と思うの。ただ……《オメガウェポン》は危険な存在よ。引きずられすぎないよう、くれぐれも注意して」

　あきらの囁ささやき声ごえに、最初に反応したのはテーブルの反対側に座すわっていたプチ・パケ組の三ミ登ト聖サト実ミだった。

「あきらさん、そのオメガウェポンってどういう意味の二つ名なの？」

「エンカウントしたら終わりだから」

「…………？」

　聖実の両側に座すわる志シ帆ホ子コと結ユ芽メも、意味が解わからなかったのか同時に首を傾かしげる。ハルユキもピンとこないが、乱入されたら終わりというのは、昔のバーストリンカーたちの実感だったのだろう。鋼はがねをも切きり裂さく防ぼう御ぎよ不能の《オメガ流》にどう対処すればいいのか、いちおう門人のハルユキにもすぐには思いつけない。ひたすら距きよ離りを取りつつ遠えん隔かく攻こう撃げき……というような安易な策が通用するセントリーではあるまい。

　いや、防ぼう御ぎよ不能なのは黒の王の《ターミネート・ソード》も同じだ。ならば同じ方法で対処できるのだろうか。相手の攻こう撃げきを円運動に巻まき込みコントロールする《柔じゆう法ほう》と、その円運動にも《極きよく微び》を見み出いださんとするオメガ流、どちらの理り屈くつが優先されるのか。

　右手にチキンの骨を持ったまま考え込むハルユキの耳に、あきらのいっそうかすかな囁ささやき声ごえが届いた。

「……それにしても、まさか全損してなかったとは驚おどろきなの。いままでどこでどうしていたのかしら」

「え？　誰だれがですか？」

　ハルユキが問い返すと、あきらも怪け訝げんそうな顔になる。

「決まっているの。セントリーの話」

「…………」

　ぽかんとしてしまってから、やっと気付く。いまこの部屋にいる古参バーストリンカーたちは皆みな、三年半前の青の王ブルー・ナイトとの戦いで、セントリーが実は全損せずに生き残っていたと考えているのだ。それも当然、全損したけど生き返ったなどという話は、目の前で見ていなければハルユキだって信じない。

　いったい瀬セ利リはそのあたりをどう説明するつもりなのか、と再びリビングに視線を向けるが、当人は澄すまし顔がおでスモークサーモンのカナッペを齧かじっている。完全に予定外のリアル割れだろうに、恐おそるべき胆たん力りよくだ。

　ソファーの反対側に並べられたクッションには、ニコとパドさん、綸リン、チユリが座すわり、ローテーブルに所ところ狭せましと置かれた料理についてあれこれ談義している。僕もカナッペ食べたいな……と思っても、あのエリアに割り込む度胸はない。

　とりあえず、瀬利が事情を伏ふせている以上は、あきらの疑問にハルユキが答えてしまうわけにはいかないのでそれとなく話題を切きり替かえる。

「あの……、今日の料理、みなさんが持ち寄ってくれたんですか？」

　すると、あきらではなく志シ帆ホ子コが答えた。

「そーだよ！　ベルちゃん……チユリちゃんから四時くらいに連れん絡らく来て、壮そう行こう会かいやるから六時に高こう円えん寺じ駅えき集合、料理持ち込み歓かん迎げいなんて書いてあるから、急いでそれ作ったんだよ」

「あ、このケイジャンチキン、ショコが作ったの？」

「うん。お味どうだった？」

「お、美味おいしいよ、すごく。お菓か子し以外も上手なんだね」

「えへへ、ちょっとママに手伝ってもらっちゃったけどね」

　照れたように笑う志帆子の口に、結ユ芽メがいきなりトルティーヤロールを突っ込む。

「もが、もががが！」

「はいはーい、二人の世界作るの禁止でーす」

　そんなの作ってないよ！　とハルユキは叫さけぼうとしたが、それより早く聖サト実ミがにやにや笑いながら言った。

「ベルからメール来た直後に、シホからもメール来てさー。絶対行きたいからあたしもユメも絶対来ること！　とか書いてあってさー」

「もががー！」

　トルティーヤロールを咥くわえたままの志帆子が、顔を真っ赤にしながら聖実の口を塞ふさぐ。その様子を見た累ルイが、呆あきれ半分、和なごみ半分といった表情で口を開く。

「ワタシが言えたことじゃないケド、たった二時間前の連れん絡らくで、よくこんなに集まったわね。パイルは部活だったんじゃナイの？」

　視線を向けられたタクムが、さっとかぶりを振る。

「いえ、昨日が大会だったんで、今日は休養日なんです。明日からはまた練習の日々ですけどね」

「アラ、じゃあ今夜はしっかり寝なきゃでしょ？　五時のインティ攻こう略りやく、参加できるの？」

「もちろんです、ぼくにもできることはあるはずですから」

　タクムのその答えを聞いた瞬しゆん間かん、ハルユキは思わず会話に割り込んでしまった。

「ごめんなタク、ほんとはルシード・ブレードを一時譲じよう渡として、お前にアタッカーを任せるべきだと思うんだけど……」

「おいおい、何を言ってるんだい」

　メガネの奥おくで目を丸くしたタクムが、左手を伸ばしてハルユキの右みぎ肩かたを叩たたく。

「借り物の強化外装は一いつ朝ちよう一いつ夕せきに使いこなせないことくらいハルだって知ってるだろ。それに、今回は五レギオン合同の作戦なんだから、ぼくよりずっと強い剣けん使つかいがたくさんいるよ。コバマガさんとかデクリオンさんを差し置いてぼくがしゃしゃり出るわけにはいかないさ」

「いや、純じゆん粋すいな剣の技わざじゃ……」

　タクのほうが上だ、という言葉をハルユキは吞のみ込んだ。シアン・パイルの蒼刃剣シアン・ブレードは心しん意い技わざなので、通常対戦で使うことはできない。パイルが新たに剣けん型がた強化外装を手に入れない限り、コバマガやその他の剣けん使つかいたちと剣の技わざを比べることはできないのだ。

　そんなハルユキの内心を見み透すかしたかのように、タクムが穏おだやかな声で言った。

「ぼくのデュエルアバターは剣けん使つかいじゃない……それをもどかしく思ったこともあったけど、最近はそれにも大事な意味があるような気がしてるんだ。自分のアバターを愛するところから全てが始まる……そうだろ？」

「そうなの」

　と簡潔に答えたのはあきらだ。恐おそらくこの部屋にいる全バーストリンカーの中で最も特異なデュエルアバターを持つ彼女は、氷水のグラスをからんと傾かたむけてから続けた。

「《同レベル同ポテンシャルの原則》はあくまでデュエルアバターの数値的スペックの話で、バーストリンカー本人の能力や性格や趣しゆ味み嗜し好こうとどれだけマッチしているかとか、アビリティや必ひつ殺さつ技わざの使い勝手とか、単純な見た目の格好良さとかにはやっぱり差があるの。でもそれを不満に思ってばかりじゃ、アバターも自分自身も濁にごってしまう。人を羨うらやんだり、憎にくんだりしてるうちに、いつしか心しん意いの暗黒面に囚とらわれてしまうの」

「耳が痛いわね」

　累ルイが、実際に痛みを堪こらえているかのような顔で呟つぶやく。

「ワタシはその差こそ、ブレイン・バーストというゲームの致ち命めい的てき欠けつ陥かんだと思ってた。ＩＳＳキットはその差を埋うめて、ゲームを……世界をより正しいモノにしてくれると……。──でも、完全に均質な世界なんてイビツなだけよね。ヒトとの違ちがいを個性として認めるコトができれば、アバターはいつか必ず応えてくれる。もっと早くソレに気付ければ、あんなにたくさんのバーストリンカーを苦しめずに済んだんだけど……」

　ふと気付くと、リビングに陣じん取どる八人も口を閉じ、視線をダイニングのハルユキたちに向けていた。珍めずらしく膝ひざ上うえ丈たけのスカートを穿はいた綸リンがクッションから立ち上がり、両の拳こぶしを体の前できゅっと握にぎり締しめて言った。

「兄は……アッシュ・ローラーは、あなたを恨うらんでなんか、いま……せん！」

　似たようなことを綸は、二日前の土曜日にも言った。ネガ・ネビュラスに加入するために有アリ田タ家けを訪おとずれ、多くのバーストリンカーにＩＳＳキットを寄生させたことを詫わびた累に対して、「終わったことにフォーエバーとらわれてんじゃナッシング！」とアッシュ語で叫さけんだのだ。しかし今度は自分の言葉で、綸は累に語りかける。

「マゼンタさんは、自分のためじゃなくて、アボカドさんや、他のバーストリンカーのために頑がん張ばったんだって、ここにいる全員がよく……解わかってます。責めを負うべきなのは、キットを作った、加速研究会です。私も兄も、普ふ通つうの対戦がいちばん、好き……早く、マゼンタさんと普ふ通つうに対戦して、勝って喜んだり、負けて悔くやしがったりしたい……です。だから……だから…………」

　言葉に詰つまってしまった綸リンの肩かたに、《親》の楓フウ子コが優やさしく手を重ねた。

「そうね。とっとと加速研究会とブラック・バイス、ついでに白の王もぶっ飛ばして、みんなが普ふ通つうに対戦を楽しめるようにしましょう。──剣鬼ルースレス、あなたもそのために来た、と思っていいのよね？」

　楓子に二つ名を呼ばれた瀬セ利リは、あくまでも冷静に答えた。

「ま、私もコスモスには借りがあるからね」

　え……そうなんですか？

　とは訊きけず、ハルユキは瀬利の顔をまじまじと見つめた。一いつ瞬しゆんだけ視線が合ったが、言葉の真意は読み取れない。楓子と同じように対戦の勝ち負けという話なのか、それとももっと深刻な因いん縁ねんがあるのか。

　疑念に満ちた静せい寂じやくを破ったのは、あっけらかんとしたニコの声だった。

「料理、だいたいなくなったな！　そろそろデザートタイムにしよーぜ！」

「待ってました！」

　と応じたチユリが、ぽんぽんと大きく手を叩たたく。

「そんじゃ、空になったお皿、どんどんだいどこに持ってきちゃって！」

　エプロンを装備しつつキッチンに向かう幼おさな馴な染じみを、ハルユキは追いかけた。

「お、オレも洗い物手伝うよ」

「今日はハルの壮そう行こう会かいなんだから、おとなしく座すわってなさい！」

　チユリがそう言うのと同時に、後ろからタクムがハルユキの両りよう肩かたを摑つかむ。

「そうだよ、主しゆ賓ひんはどーんと構えてなきゃ」

　がっしりした手に誘ゆう導どうされれば従うしかない。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちが座すわっていたソファーに移動し、ちょこんと腰こし掛かける。

　さすがに女子率が八割を超こえているだけあって、後片付けはスムーズに進行した。残り物を容器に詰つめる役、食器を運ぶ役、洗う役に拭ふく役を効率よく分担し、てきぱきと片付けていく。キッチンにはビルトイン式の食器洗せん浄じよう機きもあるのだが、百モモ恵エさんに鍛きたえられているチユリには手洗いのほうがしっくりくるらしい。

　最後にあきらがダイニングテーブルを、志シ帆ホ子コがローテーブルを綺き麗れいに拭ふき上げると、饗きよう宴えんの名残なごりは跡あと形かたもなく消しよう滅めつした。だが、女子たちにはこれからが本番らしい。

　冷蔵庫から出現したのは、大型のケーキ箱だった。パドさんがそっとダイニングテーブルに置いたそれに、熱い視線が集まる。隣となりでニコが、自じ慢まんげに胸を反らす。

「あたしとパドからの差し入れは、パティスリー・ラ・プラージュのケーキ詰つめ合あわせだ！」

　おー！　と一同が拍はく手しゆ。

「つっても、売れ残りの見切り品だけどな！」

　がくっ、と一同ずっこける。しかしそれはニコの諧かい謔ぎやくに乗っただけで、名店ラ・プラージュに売れ残りなどほとんど出ないことは、ほとんどのメンバーが知っている。

　テーブルを囲んで立つ十五人の前に新しい皿とフォークが並べられ、いよいよ箱の封ふう印いんが解かれる。中にぎっしり詰つまっている色とりどりのケーキを見た途と端たん、多くのメンバーが歓かん声せいを上げる。ショートケーキ、チーズケーキ、モンブラン、ミルフィーユ、エトセトラエトセトラ……しかしチョコレートケーキが一つも入っていないのは、アレルギーがある志シ帆ホ子コへの配はい慮りよだろう。

　どれも実に美味おいしそうだが、最大の輝かがやきを放っているのはやはり、大おお粒つぶの苺いちごが三つも載のったラ・プラージュの看板メニュー、《苺いちごのラビリンス》だ。毎日三時前には売り切れてしまうというだけあって、入っているのはたった一個だけ。そこに集中した無数の視線が、ぱりぱりと火花を散らすさまをハルユキは見た──気がした。

「ン……それでは、主しゆ賓ひんのハルユキ君から選ぶということでいいな？」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの言葉に、一同こくりと頷うなずく。

「そ、そうですか……それじゃ、お言葉に甘あまえて……」

　そう呟つぶやきながら、ハルユキは右手を動かした。あとレベルをいくつ上げればここで躊ちゆう躇ちよなく《ラビリンス》をかっ攫さらえるようになるのかな……などと考えながら、ブルーベリーソースがかかったレアチーズタルトを指さす。

「ぼ、僕はこれで……」

「Ｋ」

　パドさんが、手慣れたトング捌さばきでタルトを摑つかみ、ハルユキの前の皿に移す。

「では、ここからはコレで決めるということでいいな？」

　いきなり黒雪姫が右みぎ拳こぶしを掲かかげたので、ハルユキはタルトを皿ごと落っことしそうになった。まさか対戦で!?　と泡あわを食ったが、黒雪姫は指を二本立てて拳げん骨こつをチョキに変える。

「異論ないわ」

　楓フウ子コが応じ、

「右に同じく」

　あきらも頷うなずく。

　皆みながテンションを高める中、コホンと咳せき払ばらいをしたのは瀬セ利リだった。

「私はレギメンじゃないし、料理も持ってきてないけど、参加していいのかしら？」

「そんな理由でのけ者にするほど、ネガ・ネビュラスはケチ臭くさいレギオンではないぞ」

　黒雪姫がにやりと笑いかけると、瀬利も右手を構えた。

「それじゃ、遠えん慮りよなく」

　再び、静せい寂じやくが訪おとずれる。十四人ぶんの闘とう気きが渦うず巻まき、火花を散らす。

「最初はグー！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが拳こぶしを突き出し、高々と振り上げた。

「「「じゃんけんぽん！」」」








６






　突とつ発ぱつ的てき壮そう行こう会かいは、午後八時にお開きとなった。

　家が遠いプチ・パケ組三人と、小学生の謡ウタイは楓フウ子コが車で送っていき、同じく小学生のニコはパドさんの大型バイクで北へと去った。累ルイとあきらが電車で帰宅し、チユリとタクムも下の階の自宅に戻もどると、有アリ田タ家けには黒雪姫、綸リン、そして瀬セ利リの三人が残るだけとなった。

「なんだか済まなかったな、ハルユキ君」

　荷物をまとめながら黒雪姫がそんなことを言うので、ハルユキは瞬まばたきを繰くり返かえした。

「え、何がです？」

「壮そう行こう会かいと言いつつ、結局いつものように騒さわぐだけ騒さわいで終わってしまったからさ。キミが少しでも英気を養えたならいいんだが」

「や……養いましたよ、英気満タンです！」

　ハルユキが右みぎ腕うでで力こぶを作って見せると、剣の主はくすっと笑う。

「なら、あとは作戦時刻までしっかり寝てくれ」

「はい！　先せん輩ぱい……必ずインティから助け出しますから！」

「信じているとも。だが、決して無理はするなよ。危ないと思ったらすぐに離はなれるんだ。何度だって仕切り直せるんだからな」

　嚙かんで含ふくめるようにそう言った黒クロ雪ユキ姫ヒメは、ハルユキの両りよう肩かたに手を置き、ぐっと力を込めた。深々と頷うなずいてから一歩下がり、瀬セ利リと綸リンを見る。

「お前たちも電車だろう？　駅まで一いつ緒しよに行こう」

　だが、瀬利は肩かたをすくめて否定した。

「私は帰らないわよ、クロウに修しゆ業ぎようをつけるために来たんだから」

「…………は？」

　続いて綸が、はにかむように笑う。

「あの……私も、今日は皆みなさん朝まで一いつ緒しよなんだと思って、そのつもりで……」

「………………は？」

　啞あ然ぜんとする黒雪姫の顔が、徐じよ々じよに怒いかりモードへと変化していくのを、ハルユキは縮み上がりながら見守った。

　やがて、黒雪姫の手からトートバッグがどすんと落ちる。ソファーに歩み寄り、勢いよく腰こし掛かけると、黒ワンピースの裾すそを翻ひるがえして脚あしを組む。

「だったら私も帰らん」

「か、帰らんって、先せん輩ぱい……」

「なんだ？　剣鬼ルースレスと日クサ下カ部ベ君は泊とめるのに、私は追い出すのか？」
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「い、いえいえ！　そういうわけじゃ……僕はぜんぜんＯＫです、ただ、泊とまりの用意があるのかなって……」

「そんなもの、どうとでもなる」

　再びすくっと立つと、黒クロ雪ユキ姫ヒメはバッグを置いたまま玄げん関かんに向かった。

「下で買い物してくるから、おとなしくしているように！」

　がちゃばたん、という開閉音が聞こえてからしばらくして、瀬セ利リが首を振りながら言った。

「ネガ・ネビュラスもなかなか面おも白しろそうなレギオンね」

「……は、ハイ」

　ハルユキは頷うなずくことしかできなかった。




　女子三人が順番に入浴し、最後にハルユキが烏からすの行水を済ませてリビングに戻もどった時には、時刻は夜九時を回っていた。太陽神インティ攻こう略りやく作さく戦せんが早朝五時開始予定なので、まだ八時間も──いや、あと八時間しかない。

　膝ひざ近くまであるロングＴシャツに着き替がえた黒雪姫と、タンクトップにショートパンツというスポーティな格好の瀬利がソファーに陣じん取どり、正調のパジャマを身につけた綸リンはクッションにぺたんと座すわっている。三人から何やら甘あまい香かおりが漂ただよってきて、気き後おくれしつつ近付いていくと、綸がローテーブルの保冷ピッチャーから麦茶を注いで差し出してくれる。

「どうぞ、有アリ田タさん」

「あ、ありがとう」

　礼を言って受け取り、綸の隣となりのクッションに正座してから一口飲む。冷えた麦茶が火ほ照てった体に染しみ込み、ほっと息を吐ついてしまうが、心からくつろげる状じよう況きようではまったくない。楓フウ子コがいた時は緩かん衝しよう材ざい役やくを買って出ていたが、黒雪姫とてセントレア・セントリーとは文字通り鎬しのぎを削けずった間あいだ柄がららしいので、そう簡単には打ち解けられないだろう。実際、ソファーに並んで座すわる二人は、会話するどころか目を合わせようともしない。

　この調子じゃ、セントリーさんが全損状態から復活したことを説明できるのはいったいいつになるのか……とハルユキが気を揉もんでいると。

「リアルネームの苗みよう字じと名前、どっちで呼べばいいんだ？」

　いままで瀬利のことを一いつ貫かんして《剣鬼ルースレス》と呼んでいた黒雪姫が、突とつ然ぜんそう訊たずねた。黒雪姫ほどではないが長い髪かみをポニーテールにまとめた瀬利が、面おも白しろがるような顔で答える。

「瀬利でいいわよ。あなたは黒雪姫って呼べばいいの？」

「姫ひめは取ってもいい」

「じゃあ、黒クロ雪ユキって呼ぶわ。それでも私の名前の二倍長いし」

「好きにしてくれ」

　同意に達した二人が、同時に麦茶を飲む。このまま緊張緩和デタントが進行してくれることをハルユキは祈いのったが、黒クロ雪ユキ姫ヒメが次に発した質問は、いきなり核かく心しんに触ふれるものだった。

「それで瀬セ利リ……ハルユキ君の修しゆ業ぎようとやらは、どれくらい時間がかかるんだ？」

　瀬利は一いつ瞬しゆん考えてから答えた。

「クロウ次し第だいだけど、三時間てとこかしらね」

「内部時間で……ではないよな？」

「あったり前でしょ、向こうなら四ヶ月。それだけあれば、《オメガ流》の真しん訣けつとまでは行かずとも、初歩的なコツをほんのちょびっと摑つかめる……かもしれないわ」

　瀬利の言葉にハルユキはがっくり肩かたを落としたが、黒雪姫はなぜか表情を和やわらげた。

「《オメガ流合がつ切さい剣けん》か……懐なつかしいな。多くのバーストリンカーからは邪じや道どう扱あつかいされていたが、私は嫌きらいではなかったよ」

「そりゃ、黒雪の四し肢し剣けんも似たような……いえ、輪をかけて凶きよう悪あくだものね」

「おい、私の《ターミネート・ソード》は真っ当なアビリティだぞ。だがオメガ流はギリギリを攻せめまくった、きわっきわの技わざだろうが」

「あ……あの！」

　自分がいったい何を学ぼうとしているのか不安になったハルユキは、思わず会話に割り込んでしまった。

「ギリギリって、どういう意味ですか……？」

　すると瀬利は、引ひき締しまった長い脚あしをひらりと組み、爪つま先さきに引っかけたスリッパをゆらゆらさせながら言った。

「クロウにはもうほんのり理解できてるでしょうけど、私のオメガ流は、究極的には剣で斬きるんじゃないのよ」

「……じゃ、じゃあ何で？」

「理論。極きよく微びに極大を重ねれば攻こう撃げき力りよくは瞬しゆん間かん的てきに無限大になるという理論を具象化することで、岩だろうが鉄だろうが切きり裂さく……。でもそこに難なん癖くせをつけられてね」

「難なん癖くせ……？　どんなですか？」

「心シン意イ臭くさい、って」

　ふんと鼻を鳴らすと、瀬利は早口でまくし立てた。

「失礼しちゃうわ。心意インカーネイトシステムは、本来起こり得ない事象を強きよう烈れつにイメージすることで結果をごり押すっていう、《無理が通れば道理が引っ込む》を地で行くテクでしょ？　理論、つまり道理で斬きるオメガ流はその対極なのよ。証しよう拠こに、斬きる時も剣がビカビカ下品に光ったりしないからね」

　確かに以前、赤の王ニコは、心しん意いの指導を求めたハルユキとタクムの前で言った。必ひつ殺さつ技わざと心しん意い技わざの違ちがいは、ゲージが減らないことと光ることだ、と。もちろん光るのにも理由があって、《過剰光オーバーレイ》と呼ばれるそれは、使用者の強きよう烈れつなイマジネーションがデュエルアバターの制せい御ぎよ系けいを通過する際、溢あふれた過か剰じような信号をシステムがエフェクト光として処理することで生まれると言われている。

　しかしハルユキは少し前、ほとんど光らない心しん意い技わざを見た。あれは、そう、やはり剣の達人であるグラファイト・エッジの──。

「で、でも瀬セ利リさん、その《理論で斬きる》っていう話、心しん意い技わざの第三段階と似てませんか？　あれも確か、大して光らないんですよね？」

「……痛いところを突くわね」

　渋じゆう面めんを作った瀬利が、ひらりと右手を振る。

「確かに、第三段階心しん意い技わざのキモである《絶対理論》は、無理に道理が重なれば最強っていう理り屈くつだから、オメガ流の骨子と共通点がなくもないわ。でも根本のところはやっぱり違ちがう……どう違ちがうかは、修しゆ業ぎようがある程度進んだら説明してあげる」

　ハルユキにお預けを食らわせてから、瀬利は隣となりを見た。

「それにしても黒クロ雪ユキ、あなた、まだレベル６のクロウにもう第三段階の指導をしてるの？」

「私じゃない。見せたのは《矛盾存在アノマリー》のヤツだ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメもしかめっ面つらになると、瀬利と同じように脚あしを組んだ。ロングＴシャツの裾すそから真っ白い太ふと腿ももがちらりと見えて、ハルユキは反射的に目を逸そらしてしまう。昨夜、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った時に太ふと腿ももどころか何もかも見てしまったわけだが、だからといって耐たい性せいができたわけではまったくない。

　幸い黒雪姫たちはハルユキの仕草に気付かなかったようで、瀬利の苦く笑しよう交じりの声が聞こえた。

「なるほどね。今日は来てなかったみたいだけど、元気そうで嬉うれしいわ」

「いまはグレウォの《六層装甲シツクス・アーマー》でアタマを張ってるからな」

「あらら……私がいないあいだに色々あったみたいね」

　瀬利のその言葉に黒雪姫がなかなか応じようとしないので、ハルユキは上うわ目め遣づかいにローテーブルの向こうを見た。

　すると黒雪姫は、しばらく麦茶のグラスの氷をからから回していたが、やがて体ごと瀬利に向き直り、言った。

「セントリー……お前、三年以上もどこでどうしていたんだ？　私はてっきり、ナイトに討うたれて全損したものと……そもそも、どうしてお前ほどの使い手が、災さい禍かの鎧よろいに手を出したんだ……？」

　今度は、瀬利が沈ちん黙もくした。

　組んでいた脚あしを解き、体を前ぜん傾けいさせる。少し口を開いてから再び閉じ、もういちど開く。

「……最初の質問に答えるのは、コスモス絡がらみの問題が解決してからにするわ。私も色々考えたいことがあるから……。でも次の質問には、全部じゃないけど答えられる」

　少し間を置いてから──。

「災さい禍かの鎧よろいは、自分を倒たおした者の心に暗い闇やみがあればアイテム欄ストレージに直接ドロップし、闇やみがない場合は欠片かけらを寄生させて融ゆう合ごうの時を待つ。二代目……《マグネシウム・ドレイク》を討うった時、確かに私は、私に寄生しようとした欠片かけらを斬きることも可能だった。でも、斬きれなかったのよ。なぜなら《鎧よろい》は、ある意味では、私が生みだしたものだから」

「何……!?　それは、どういう……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが喘あえぐと同時に、ハルユキも叫さけんでいた。

「えっ……瀬セ利リさんが!?　でも、あの時、あの場所に、あなたはいなかったはずです。白の王とブラック・バイスがサフラン・ブロッサムさんを罠わなに掛かけて、無限ＥＫで全損させた、あの場所には……」

「そう、私はいなかった。それが私の罪……」

　囁ささやき声ごえで言うと、瀬利は膝ひざの上に顔を伏ふせてしまった。

　言葉の意味をハルユキは理解できなかった。サフラン・ブロッサム、クロム・ファルコンの二人と瀬利は何らかの関係があったのだろうか？　だとしても、サフランが白の王に殺されたのは加速世界のごく初期の話なのだ。いかにセントリーが古参と言ってもまだいまのようには強くなかったはずで、あの場に乗り込んでいっても犠ぎ牲せい者しやが増えただけではないのか。

　黒雪姫も途と惑まどい顔がおだったが、何度か躊躇ためらってから左手を伸ばし、瀬利の背中にそっと置いた。

「……済まない瀬利、無神経な質問をしてしまったようだ。お前が鎧よろいを受け入れた理由はもう訊きかん。だが、あと一つだけ教えてくれ。ナイトに討うたれたお前から、四代目……《貪食者デバウアー》に鎧よろいが移動したのはなぜなんだ？」

　デバウアーなる呼こ称しようは初めて聞くものだったが、恐おそらく四代目クロム・ディザスターの寄主に与あたえられた二つ名なのだろう。瀬利はゆっくり顔を上げると、視線を宙に彷徨さまよわせてから、小さくかぶりを振った。

「ごめんなさい、それも解わからないわ。ナイトの心に闇やみがあったとは思えないから、鎧よろいは彼に寄生しようとしたはず。でもナイトはそれを防ぎ、欠片かけらは何らかの手段でデバウアーに接せつ触しよくした……ということかしらね……」

「ふむ。そしてデバウアーは私を含ふくむ討とう伐ばつ部隊に討うたれ、鎧よろいは黄の王レデイオのストレージにドロップした。レディオの心の闇やみがどんな代しろ物ものなのかなど知りたくもないが、ヤツは鎧よろいを自分では装備せず、長い間秘ひ匿とくし続けた挙げ句にプロミネンスのチェリー・ルークに与あたえ、五代目となったルークをハルユキ君が討うち、今度はハルユキ君が寄生され……そこでようやく、六代も続いた悲劇の連れん鎖さが断たたれた、というわけか……」

　黒雪姫が口を閉じると同時に、ハルユキはぶるっと全身を震ふるわせた。いまさらながら、鎧よろいの支配から脱だつ出しゆつできたのは、本当に紙かみ一ひと重えの奇き跡せきだったのだと自覚する。身を挺ていしてハルユキを止めてくれた黒雪姫と、鎧よろいの中でハルユキを導いてくれたサフランとファルコンがいなければ、あの闇やみから這はい出ることは不可能だった。

　もう二度と経験したくないが、しかし災さい禍かの鎧よろいがハルユキと瀬セ利リの間に高次のリンクを築き、全損からの復活という奇き跡せきを起こした……のだろう。やはり、ハルユキは災さい禍かの鎧よろいとその中にいた《獣けもの》を真に憎にくむことはできない。加速研究会の陰いん謀ぼうによって生まれた、本来存在すべきではなかった強化外装ではあるが、アーダー・メイデンに浄じよう化かされても完全に消しよう滅めつしなかったことを良かったと思ってしまうのだ……どうしても。

「ねえ、鎧よろいは……《ザ・ディザスター》は最終的にどうなったの？」

　そんな声が聞こえ、いつしか俯うつむけていた顔を上げると、瀬利がまっすぐハルユキを見ていた。一いつ瞬しゆん慌あわてるが、内ない緒しよにする必要はないのだと気付き、答える。

「えっと……ディザスターは浄じよう化かされて本来の姿である《ザ・ディスティニー》に戻もどったので、長ちよう剣けん《スターキャスター》と一いつ緒しよに、とあるプレイヤーホームに封ふう印いんしました。家の鍵かぎも一いつ緒しよに封ふう印いんしちゃったから、もう誰だれも手を出せません」

「…………そう」

　頷うなずいた瀬利は、記き憶おくが戻もどって以来いちばん温かな笑えみを浮うかべ、頷うなずいた。

「良かった。これで心置きなく、クロウを鍛きたえられるわね」

「ひえっ……!?」

　ハルユキが首を縮めると、黒クロ雪ユキ姫ヒメまでもが澄すまし顔がおで言う。

「ハルユキ君、オメガ流を習得するというキミの決断にはもうとやかく言わん。しかし、やるなら中ちゆう途と半はん端ぱは許されないぞ」

「は、ハイィ……」

「瀬利、私の《子》を宜よろしく頼たのむ。すぐに始めるのか？」

「そうね……」

　黒雪姫に問われた瀬利は、しばらくハルユキを眺ながめてから首を横に振った。

「いえ、少し寝てからにしましょう。クロウも今日は色々あって疲つかれただろうし」

「ふむ、それもそうだな」

　頷うなずいた黒雪姫が、ちらりと時刻を確かく認にんする。

「では、午前一時半まで寝て、修しゆ業ぎようはそれからにするか。ハルユキ君、済まないが……」

「はっ、ハイ！」

　弾はじかれたように立ち上がると、ハルユキは三人に向けて言った。

「えーっと、どなたか二人が母のベッドを使って、もうお一人はすみませんがそのソファーで……」

　恐おそらく綸リンと黒雪姫がベッドを使うことになるのではと予想したうえでの提案だったのだが、途と中ちゆうで遮さえぎられてしまう。

「いや、いつぞやのようにここに雑魚ざこ寝ねで構わんよ。上に掛かけるものだけ貸して貰もらえるとありがたいが」

「え……そ、そうですか。じゃあ……ちょっと待ってて下さい」

　リビングから出て、廊ろう下かの反対側にある母の部屋へ。巨きよ大だいなクローゼットから使っていないタオルケットを念のために四枚引っ張り出し、とって返す。

「これ、どうぞ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメたちに一枚ずつ渡わたし、予備の一枚をローテーブルに置くと、ハルユキは再び後退した。

「それじゃ、僕は自分の部屋で寝ますんで……もし何かあったら、メールなりコールなりして下さい」

　最後にお休みなさいを言おうとしたのだが、またしても黒雪姫に割り込まれる。

「いや、キミもここで寝たまえ」

「はあ……って、え、ええええ!?　なんで!?」

「セキュリティ上の理由だ」

「で、でも、それは、さすがに」

　救いを求めるように瀬セ利リと綸リンを見るが、二人とも平然としている。

「まあ、そのほうがダイブするとき手っ取り早いわね」

　と瀬利が言い、

「一いつ緒しよが、楽しいです」

　と綸にも言われてしまえば、もはや退路はない。タオルケット四枚持ってきて正解だったな……などと考えてしまうハルユキだった。




　せめて誰だれか一人はソファーで寝ればいいのに、と思ったのだが、黒雪姫たちは四角いラグの角付近に枕まくら代わりのクッションを配置すると、ローテーブルを囲むようにコの字を作って横になった。ならばハルユキは空いている場所に陣じん取どって、コの字をロの字にするしかない。幸いラグが大型なので最低限の距きよ離りは取れるし、厚めの芯しん材ざいがふかふかして背中が痛くなることもなさそうだ。

　全員がそれぞれのポジションに落ち着いたのを確かく認にんして、ホームサーバーの管理ウインドウを開いて部屋の明かりを消す。カーテンは全て閉めたが、まだ九時半なのでわずかな隙すき間まから高こう円えん寺じ駅えき方面の街明かりが差し込んできて、真っ暗闇にはならない。

　それでも、頭をクッションに預けて全身の力を抜くと、すぐに思考がふわりと拡散し始める。ニューロリンカーを着けたままであることに気付くが、もう外してローテーブルに置きにいくのも面めん倒どうくさい。どうせ一時半まで四時間しか寝られないのだから、このままでいいと諦あきらめてタオルケットを首元まで引き上げ、瞼まぶたを閉じる。

　瀬利も言っていたが、本当に今日は色々あった。ローズ・ミレディーと一いつ緒しよにオーキッド・オラクルを助けにいったのが、もう遠い昔のことのようだ。

　でも一連の騒そう動どうも、もうすぐ終わる。

　午前五時から開始される作戦でインティを倒たおすか、少なくとも現在位置から移動させることができれば、黒クロ雪ユキ姫ヒメを含ふくむ五人の王は無限ＥＫから解き放たれる。その後、白のレギオンへの総そう攻こう撃げきが開始され、数多あまたの悪事を企たくらんできた加速研究会はようやくその策動を止める。

　──そう言えば、グラブジャムンって何だったのかな……。

　そんなとりとめもない思考が泡あわのように弾はじけたのを最後に、ハルユキの意識は温かな暗くら闇やみへと沈しずんでいった。

　しかし、わずか十分後。

　ハルユキは、何やらもぞもぞする感かん触しよくで目を覚ました。

「…………？」

　タオルケットの中で、何かが動いている。寝ぼけた頭で、猫ねこが入ってきたのかな……などと考えてから、有アリ田タ家けでは猫ねこなど飼っていないことを思い出す。

　ならばなんぞや、とハルユキはタオルケットを持ち上げ、体の右側を見た。

　するとそこにいたのは猫ねこでも犬でもトカゲでもなく、ふわふわしたショートヘアの女の子──日クサ下カ部ベ綸リンだった。

「り……」

　瞬しゆん時じに意識が完全覚かく醒せいし、綸さん何やってるんですか！　と叫さけぼうとしたハルユキの口を、ほっそりした人差し指が塞ふさいだ。恥はずかしそうな、それでいて悪戯いたずらっぽい微び笑しようを浮うかべた綸が、反対側のハルユキの首に近づけてくる。握にぎられているのは、ＸＳＢケーブルのプラグ。

　かちっというかすかな感かん触しよくとともに、視界に有線接続警告が表示された。同時に、頭の中に声が響ひびいた。

『起こしちゃって、ごめんなさい』

　ハルユキもすかさず思考音声を送り返す。

『そ……それはいいけど、綸さん、いったい何を……』

『だって、今日、有アリ田タさんとぜんぜんお喋しやべりできなかった……から』

　それは確かにその通りだ。壮そう行こう会かいのあいだは席が離はなれていたし、三人が残ったあとも実務的な話題が続き、綸が発言する隙すきはまったくなかった。しかしだからといって、布ふ団とんの中に潜もぐり込んでくるのは中学二年生女子として如何いかがなものか──。

　という思考を音声にするよりも早く、綸がハルユキにぴたりと体を密着させ、右手を肩かたに回してきた。

『私……今日は絶対、二人きりでお話ししようと決めてきたんです』

『は、話って、何の？』

　思考音声なのにつっかえながら訊たずねたが、綸は全身を押しつけてくるばかりで、すぐには答えようとしない。ハルユキはＴシャツ一枚しか着ていないし、綸のパジャマも薄うす手でなので、接せつ触しよく部分の感覚はほとんど阻そ害がいされず、何にも喩たとえようのない柔やわらかさがハルユキの神経系を直ちよく撃げきする。

　女性バーストリンカーは生身のオトコが苦手なんじゃなかったの!?　とハルユキは思考音声にならない声で叫さけんだが、綸リンはいっそう強くすがりついてくる。しばらくハルユキの胸に額を押し当ててから、上うわ目め遣づかいになって囁ささやく。

『……私、有アリ田タさんのことが好きだって、言いました……よね』

『………………』

　今度こそ何も答えられず、ハルユキは硬こう直ちよくした。

　確かに、ハルユキは綸にそう言われた。

　一ヶ月と少し前、ＩＳＳキット装着者に襲おそわれたアッシュ・ローラーとブッシュ・ウータンを助けるために、ハルユキは自分の意思で災さい禍かの鎧よろいを装着し、六代目のクロム・ディザスターとなった。現実世界に戻もどってから黒クロ雪ユキ姫ヒメたちにそれを打ち明けたハルユキは、この自宅に仲間を閉じ込め、走って逃げた。一階のショッピングモールから外に出ようとしたハルユキの前に現れたのが、日クサ下カ部ベ綸だったのだ。

　自分がアッシュ・ローラーだと明かした綸は、マンション地下二階の駐ちゆう車しや場じようにあった楓フウ子コの車まで移動し、その中でハルユキに告げた。好きです、と。

　あれから一ヶ月も経たつのに、ハルユキはまだ綸の告白にちゃんと答えていない。色々な事件が立て続けに襲おそってきたにせよ、それは男子として許されざる行いだろう。

『綸さん……』

　呟つぶやいたハルユキの唇くちびるに──。

　再び、綸の指が当てられた。

『いいんです……答えを急せかすつもりは、ありません』

『でも……僕……』

『有田さんには、とっても大切な役目があります。それを邪じや魔ましちゃ……悪いですから。ただ……』

　少し間を置くと、綸はくしゃっと顔全体を綻ほころばせた。

『ただ、私が好きだって言ったこと、忘れて欲ほしくないな……って。今日はそれだけ、伝えたくて』

『忘れないよ！』

　危あやうく声に出して叫さけびそうになったものの、なんとか思念だけでそう答えてから、ハルユキはおずおずと綸の右みぎ肩かたに自分の手を載のせた。

『僕……綸さんに好きって言って貰もらえて、嬉うれしかった。それだけは本当なんだ。いまはまだ、自分で自分のことが好きになれないけど……でも、いつか、それを乗のり越こえられたら……』

　そこでハルユキの言語化能力は尽つきてしまったが、綸はいっぱいに見開いた両目に少しだけ涙なみだを滲にじませ、こくりと頷うなずいた。

　華きや奢しやな手がハルユキの背中にまわる。十センチほど体をずらし、顔をハルユキの目の前に持ってくる。肉声で何かを言おうとするかのように唇くちびるが震ふるえるが、言葉は発せられない。代わりにゆっくり、ゆっくりと顔を近づける。甘あまく、熱い吐と息いきがハルユキの頰ほおをくすぐる──。

　その時。

　リビングルームの天てん井じように埋うめ込まれたダウンライト全てが、煌こう々こうと輝かがやいた。

　二人を覆おおっていたタオルケットが強ごう引いんに引ひき剝はがされる。ひえっ、と上体を浮うかせかけたハルユキめがけて、雷かみなりのような[image: 叱]しつ声せいが降ってくる。

「──何をやってるんだ！」

　と叫さけんだのは、ハルユキの頭上で仁に王おう立だちになった黒クロ雪ユキ姫ヒメだった。腰こしを折り曲げ、二人の顔を覗のぞき込みながら第だい二に撃げき。

「セキュリティを担保するために同じ部屋に寝かせたというのに、油断も隙すきもないな！　中学生がそんな真似まねをしていいと思っているのか!?」

　──いや、先せん輩ぱい、あなた昨日お風ふ呂ろに突とつ撃げきしてきたのでは。

　とは言えずにハルユキが硬こう直ちよくしていると、綸リンが横になったまま「えへへ」と笑った。ここでようやく、ローテーブルの反対側でむっくり起き上がった瀬セ利リが、眠ねむそうな声を出した。

「うーん、なんじゃ？　夜よ討うちか？」




　黒雪姫の指示によって、更さらなるセキュリティを獲かく得とくするためにローテーブルが片付けられ、四人はラグの中央で川の字プラスワンの形に並び直した。順番は綸、黒雪姫、ハルユキ、瀬利。しかも左右の距きよ離りが近く、こんなフォーメーションで寝られるわけないですよ！　とハルユキは思ったのだが。

　さすがに脳が活動限界だったのか、瞼まぶたを閉じると、すとんと意識が消失した。ハルユキは午前一時半まで、夢も見ずに眠ねむった。
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「起きて、時間よ」

　という囁ささやき声ごえとともに体を揺ゆさぶられ、ハルユキはぱちっと瞼まぶたを開けた。

　日ひ頃ごろは平均七時間は寝ているのだから、その半分の睡すい眠みん時間では足りるまいと思っていたのだが、頭は妙みようにすっきりしている。青い闇やみの中で上体を起こすと、すぐ左に瀬セ利リの顔がある。

「おはようございます……」

　囁ささやき返してから右側を見ると、黒クロ雪ユキ姫ヒメと綸リンが安らかな寝ね息いきを立てている。時刻は一時半を三秒ほど回っているのに、二人とも起きる様子はない。

「あれ……アラーム、鳴らないのかな……」

　ハルユキが呟つぶやくと、瀬利が思いもよらぬことを言った。

「私が五分前に起きて、二人のニューロリンカーを引っこ抜いたの」

「え……どうして……？」

「黒クロ雪ユキは無制限フィールドに入れないし、綸ちゃんも修しゆ業ぎようするわけじゃないんだから、朝まで寝かせておいてあげましょう」

「そう……ですね。起きた時にまた怒おこりそうですけど……」

「あなたがきっちり修しゆ業ぎようを終えれば喜んでくれるでしょ」

「…………ハイ」

　頷うなずいたハルユキに、瀬利はいつの間に用意したのか、冷たい水のグラスを差し出してきた。小声で礼を言って受け取り、半分ほど飲む。グラスを返すと、瀬利は残った水を躊ちゆう躇ちよなく飲み干し、音を立てずにローテーブルに置いた。

「トイレは大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、寝る前に行きましたから」

「じゃあ、始めるわよ」

　そう告げると、瀬利は再び横になった。ハルユキもクッションに頭を戻もどし、二人が三時間後に自動切断するよう設定してから左を見る。瀬利が右手でパーを作り、指を一本ずつ折おり畳たたんでいく。タイミングを合わせ、最小限のボリュームで──。

「「アンリミテッド・バースト」」




　七月二十三日、午前一時三十分。

　ハルユキは、恐おそらく過去最長となるであろう連続ダイブを目的に、無制限中立フィールドを訪おとずれた。

　デュエルアバター、シルバー・クロウの銀面に隠かくされたアイレンズを開けると、眩まぶしい陽光が仮想の網もう膜まくを灼やいた。

　頭上に広がる空は深みのあるブルーに染まり、中天では太陽がぎらぎらと輝かがやいている。自宅マンションは白っぽい岩山に姿を変え、ハルユキはその天てつ辺ぺんに立っているようだ。屋内から移動させられたということは、岩山に内部構造はないので《砂さ塵じん》ステージではない。さりとて《荒こう野や》でも《砂さ漠ばく》でもなさそうだ。

「何ステージだろ……」

　呟つぶやくと、背後から声が聞こえた。

「レアなのを引いたな。これは《塩えん湖こ》ステージじゃ」

　急いで振り向いたハルユキは、しばし言葉を失った。

　フェイスマスクを覆おおうひし形のバイザーと、アバター素体に貼はり付つくような薄うす手での装そう甲こう、そして背中に垂れる長い髪かみ。それらのフォルムは、ハイエスト・レベルで見た姿そのままだ。

　しかし、装そう甲こうを彩いろどる澄すんだサファイアブルーと、陽光を跳はね返かえす白銀の髪かみのコントラストは、ハルユキが想像していたよりも遥はるかに美しい。青系アバターは数え切れないほど見てきたが、ここまでクリアな色合いは初めて見る気がする。

「……青の王より青いですね……」

　ハルユキが囁ささやくと、《剣鬼ルースレス》《阿ア修ス羅ラ》《オメガウェポン》ことセントレア・セントリーは、苦く笑しようの交じる声で答えた。

「じゃが、ブルーの名はヤツが先に取ってしまったからな。欲ほしいとも思わんが……。儂わしは、花の名を戴いただいて生まれたことを誇ほこりに思っておるゆえ」

「なら、ローズ・ミレディーさんやオーキッド・オラクルさんと気が合いそうですね」

　何気なく返した言葉だったが、セントリーは否定も肯こう定ていもしなかった。しばし続いた沈ちん黙もくを、かつっという足音で破る。

　パープル・ソーンほどではないが高いヒールのある足で歩き始めたセントリーを、ハルユキは追いかけた。平らになっている岩山の頂上を横切り、南の端はしへ。

　ステージを見下ろした途と端たん、ハルユキは再び息を吞のんでしまった。

　他の建物も全て白い岩山に変化していて、それは珍めずらしい眺ながめではないが、広い環かん状じよう七なな号ごう線せんが鏡のように青空を映している。よく見ると浅い水に覆おおわれているようなのだが、反射率が尋じん常じようではない。マンションの前の環かん七ななは本来、緩ゆるやかな坂になっているはずだが、このステージでは地形の勾こう配ばいが平均化されているようだ。

「うわあ……《水域》ステージに似てるけど、青さがぜんぜん違ちがいますね。塩湖ってことは、あれ全部塩水なんですか？」

「水だけではないぞ」

　そう言うと、セントリーは右足のヒールで岩山の表面を強く蹴けった。ひび割れたところから小さな欠片かけらを拾い上げ、ハルユキの口くち許もとに突き出してくる。反射的に口を開けると、鏡面ゴーグルの下部がしゅっとスライドし、そこに欠片かけらが放ほうり込まれてくる。

「モグ……うえっ、しょっぱ!!」

　強きよう烈れつな塩しお辛からさに目を白黒させると、セントリーが愉ゆ快かいそうに笑った。

「ははは……解わかったじゃろう、ステージに生えとる岩山も岩塩じゃ。おぬし、銀で良かったな。鉄系のメタルカラーは、凄すごい勢いで錆さびてしまうんじゃぞ」

「げえ、銀だって錆さびますよ！」

　ぺっぺっと岩塩を吐はき出そうとするが、すでに吞のみ込んでしまったようだ。アバター素体は共通なんだから、体の中から錆さびることはないはず……と自分に言い聞かせ、再びステージを見み渡わたす。

　地上全体が塩水に覆おおわれているなら、ちょっと修しゆ業ぎようがやりにくそうだな、などと考えていると──。

「………この空気……風が装そう甲こうに当たる、この感じ……」

　隣となりのセントリーがそう呟つぶやき、深呼吸するように大きく両りよう腕うでを広げた。

「帰ってきたんじゃな……」

　セントレア・セントリーにとっては、三年半ぶりの無制限中立フィールドミーン・レベルなのだということをようやく思い出したハルユキは、体ごと向き直ると改めて言った。

「えと……その、お帰りなさい、瀬セ利リさん」

「こっちでリアルネームを呼ぶヤツがあるか」

　そう小言をくれてから、セントリーは両りよう腕うでを広げたままハルユキに一歩近付き。

　いきなり、がしっと力強く抱ほう擁ようした。

　二人とも硬こう質しつの装そう甲こうをまとっているのに、なぜかしなやかな弾だん力りよくを感じて、ハルユキは息を詰つめた。おずおずと両手を持ち上げ、セントリーの背中に回す。少ししてから、耳みみ許もとで囁ささやき声ごえが響ひびく。

「ありがとう、シルバー・クロウ。長い時間を掛かけて準備はしていたが、もう一度この光景を見られる日が来るとは、本心では信じておらなんだ。おぬしのおかげじゃ……」

　体力ゲージが減りかねないほどの力でハルユキを抱だき締しめると、セントリーはやっと両りよう腕うでを開いた。二歩下がり、首を捻ひねる。

「何を硬こう直ちよくしておるんじゃ」

「い……いえ、その、ちょっと意外なアクションだったもので……」

「儂わしは案外激情家じゃと、よく《親》にも言われたもんじゃ」

「親……」

　って誰だれなんですか？　とハルユキに訊きく隙すきを与あたえず、セントリーは両手をぽんと叩たたいた。

「さて、時間はたっぷりあるとは言え、あり過ぎるというわけでもない。そろそろ本題に入るとするか」

「は……はい！」

　いよいよオメガ流の修しゆ業ぎよう開始だ、と思いきや──。

「まずは、ちょいと見ておこう」

　セントリーの言葉に、今度はハルユキが首を傾かしげる。

「見るって……何をです？」

「決まっておろう。玉っころ……インティじゃよ」

　そう言うや、セントリーが岩山の端はしからひらりと身を躍おどらせたので、ハルユキは泡あわを食って叫さけんだ。

「わ、わあ！　ここ最上階ですよ！」

　急いで下を覗のぞき込むと──。

　セントリーは、白銀の長ちよう髪はつを半円形に広げ、有り得ないほど緩ゆるやかな速度で下降していく。ハルユキも翼つばさを広げてジャンプし、滑かつ空くうで追いつくと訊たずねる。

「ど……どうしてぎゅーんって落っこちないんですか？」

「《フェザー・フォール》アビリティじゃ」

　恬てん然ぜんとしたその答えに、しばし絶句。字じ面づらからして自由に飛べるわけではないのだろうが、常時発動型アビリティなのだとすれば、たとえ旧東とう京きようタワーの天てつ辺ぺんから飛び降りても高所落下ダメージを受けないということになる。

「す、凄すごい力ですね……」

「おぬしに言われとうないわ」

　そんな会話をするうちにも、青い水面が徐じよ々じよに近付いてくる。道路のみならずマンションの敷しき地ち内ないも全て水に覆おおわれていて、着地できそうな足場はない。あんまり深くないといいな！　と祈いのりつつ、鏡のような水面に降りる。どぽん、と重い音を立てて、ハルユキの両足が逆さまの空を割る。

　幸い、塩水の深さは十センチほどで、装そう甲こうがすぐに錆さびることもなかった。ほっとしながら顔を上げると、さっきまでは五センチだけ高いところにあったセントリーの顔が、いまは十五センチ上にある。

　反射的に下を見ると、セントリーの両足は塩水に沈しずんでいない。ヒールから小さな波は紋もんを発生させつつ水面を踏ふみ締しめている。

「ど……どうして沈しずまないんですか？」

「《サーフェス・ウォーク》アビリティじゃ」

「………………」

　もはや何も言い返せないハルユキだった。




　杉すぎ並なみエリアの高こう円えん寺じから、太陽神インティが固定されている千ち代よ田だエリア北きたの丸まる公こう園えんまでは、地上を行くと十キロ以上の距きよ離りがある。しかもあらゆる道路は飽ほう和わ濃のう度どの塩水に浸ひたされていて、歩きにくいことこの上ない。水面に浮うけるセントリーも、乾かわいた地面と同じスピードは出せないだろう。

　ゆえにハルユキは、自分がセントリーを抱かかえて北きたの丸まる公こう園えんまで飛んでいくと申し出たのだが。

「いや、やめておいたほうがいいじゃろうな」

　提案を却きやつ下かされ、ゴーグルの下で瞬まばたきを繰くり返かえす。

「え……ど、どうしてです？」

「オシラトリは、何らかの手段でインティの周囲を監かん視ししておるじゃろう。空から近付けば、一発で見つかってしまうぞ」

「あ……た、確かに……」

「まあ、見つかっても即そく座ざに攻こう撃げきはされないじゃろうが、大事な作戦の前じゃからな。警けい戒かいを招いてもつまらん」

「……了りよう解かいです」

　遊びに来たのではないのだ、と自分に言い聞かせながらハルユキは頷うなずいた。全ては黒クロ雪ユキ姫ヒメを救出するため……塩水の中を十キロや二十キロ歩くくらいなんでもない。

「じゃあ、行きましょう！」

　決然と顔を上げ、環かん七ななの歩道をざぶざぶ歩き始めたハルユキだったが。

「おい、誰だれが歩いていいと言った」

「……へ？」

　振り向くと、水面に立つセントリーが、爪つま先さきで塩水をぴしゃっと蹴けり上げてきた。

「走れ走れ！　しかもただ走るのではないぞ。右足が沈しずむ前に左足を出し、なるべく長く水面を走るよう努力するのじゃ」

「……それ、バシリスクトカゲしかできないやつじゃないですか……」

「じゃったらトカゲの気持ちになれ！　水面を十歩連続で走れれば、《サーフェス・ウォーク》を閃ひらめけるかもしれんぞ」

「えっ、ほんとですか」

　俄が然ぜんやる気になったハルユキは、前を向くと鏡のような水面に意識を集中した。右足を塩水から引き抜き、足裏をそっと水に載のせる。不規則な波は紋もんが広がり、かすかな接せつ触しよく感かんが伝わってくる。

　シルバー・クロウはメタルカラーながら軽量なので、右足に全体重を乗せても、底に着くまでにはいくらかの時間がかかるはずだ。そのあいだに左足を前に出し、同じように水を踏ふむ。いきなり十歩は無理だろうが、せめて三歩……いや四歩は。

「……うりゃっ！」

　気合いを入れながら、ハルユキは右足を踏ふみ込み、同時に左足を前に出そうとした。

　しかし思った以上に塩水の抵てい抗こうが強く、バランスを崩くずしたハルユキは、顔から塩水に突っ込んだ。どばっしゃーんと派手な水しぶきが上がり、セントリーの笑い声がそれに重なった。




　中なか野の駅えき前まえ経由で大おお久く保ぼ通どおりに入り、千ち代よ田だエリアを目指す道中、ハルユキは水走りの練習をひたすら続けた。何度もすっ転んでいるうちに、水面を強く踏ふみ込むのではなく、いかに自分の重さを殺すかがコツなのではないかと思い至ったが、神楽かぐら坂ざかで早稲わせ田だ通どおりに合流するまでにまがりなりにも水面を走れるようになった歩数はわずか二歩だった。

　残る距きよ離りは一キロ、目的地到とう着ちやくまでにせめてもう一歩増やさんと、ハルユキは練習を続けようとしたのだが。

「水走りの修しゆ業ぎようはひとまず終わりじゃ。ここからは普ふ通つうに歩け」

　セントリーにそう言われてしまい、「えーっ」と不満の声を上げる。

「あと一キロありますよ、瀬セ利リさ……じゃなくて師し範はん！　もうちょっとで何か摑つかめそうなんです！」

「その意気や良しだが、半径一キロ圏けん内ないはオシラトリの警けい戒かい範はん囲いだと考えねばならん。極力、気配を殺して進んだほうがよかろう」

「あ……そっか、確かに……」

「しかしクロウ、おぬしやはりどうかしとるな」

「へ？」

　きょとんとするハルユキの背中を、セントリーがぽんと叩たたく。

「気にするな。行くぞ」

　そう言うと、セントリーは水面を滑すべるように歩き始めた。波は紋もんすらほとんど作らない身のこなしは、剣士というより仙せん人にんか何かのようだ。その境地に至るまで、いったいどれくらい修しゆ業ぎようしたのか……と考えながら、なるべく水音を立てないように追いかける。

　南に向かう早稲田通りの突き当たりが目的地の北きたの丸まる公こう園えんだが、無数に林立する岩塩の巨きよ塔とうに遮さえぎられて目視はできない。それでも、心なしか行く手の空がひときわ明るく光っているような気もする。

　現実世界の急きゆう勾こう配ばいが噓うそのように平らになってしまった神楽坂を南下し、飯いい田だ橋ばし駅えきの西側を抜けると、前方右側にひときわ高い岩山が見えてきた。確か、飯田橋グラン・ブルームという名前の複合商業施し設せつだ。

「よし、あれに登るぞ」

　そう言ったセントリーが両手を広げたので、ハルユキは何が起きるのかと待った。てっきり、パドさんが持っているような壁かべ登のぼりスキルが発揮されるのだろうと思ったのだが──。

「何をしている、早く儂わしを抱かかえて天てつ辺ぺんまで飛べ」

「あ……は、ハイ……」

　──うーん、この理り不ふ尽じん感かん、なんかしっくりくるなあ。

　などと考えながら、ハルユキはセントリーの体にそっと両りよう腕うでを回した。水走りの修しゆ業ぎよう中ちゆうに、頭から岩塩の柱に突っ込んで何本も割ってきたので、必ひつ殺さつ技わざゲージは八割以上も溜たまっている。背中の銀ぎん翼よくを展開し、極力目立たないよう岩山の壁へき面めんに貼はり付つくようなコースで、ゆっくりと上じよう昇しようする。

「ほう……これがおぬしの飛行アビエーシヨンアビリティか。剣なぞ取らずに、こっちをひたすら磨みがいたほうが良かったのではないか？」

「そ、そんな、いまさら……」

「ふふ、冗じよう談だんじゃ」

　などと囁ささやき交かわすあいだにも、高度は着実に上じよう昇しようし、やがて岩山の頂上が見えた。いったんホバリングして、上に何もいないことを確かめてから、平らな頂上に降り立つ。

　セントリーの体を離はなし、横に進み出た、その途と端たん。

「…………ああ……」

　自分の口からひび割れた声が漏もれるのを、ハルユキは聞いた。

　わずか八百メートル先、帝てい城じようの北側に広がる塩えん湖この中央で、巨きよ大だいな火球が赤々と輝かがやいている。神獣レジエンド級きゆうエネミー、太陽神インティ。

　本当は、少しだけ期待していたのだ。インティは、暴風雨ステージや大海ステージでは出現しない。その理由が、大量の水が苦手だからなのだとすれば、浅くとも水に覆おおわれている塩湖ステージならいくらか炎ほのおの勢いが弱まっているのではないかと。

　しかし、燃えさかる核かく融ゆう合ごうの炎ほのおは、現実世界の三十六時間前──加速世界では千五百日前に見た時からまるで変化していない。水蒸気の煙けむりすら上がっていないのはどういうことかと目を凝こらすと、インティを取り囲むように高さ数十センチの白い壁かべが築かれ、塩水を遮しや断だんしているようだ。

「……あの壁かべは……？」

　呟つぶやいたハルユキに、セントリーが答えた。

「インティの熱で大量の塩水が蒸発し、塩だけが円く残ったんじゃな。やはりあの玉っころの火は、水では消せんということじゃ」

「大海ステージでも……でしょうか？」

「…………解わからん。大海ステージの水深なら、あれを完全に吞のみ込めるからな……そこで何が起きるのかは、見てみないと何とも言えん」

「そう……ですね」

　頷うなずくと、ハルユキは再びインティ本体を見つめた。

　直径二十メートルにも達する大火球は、七つの死亡マーカーを吞のみ込んでいる。ブラック・ロータス、グリーン・グランデ、ブルー・ナイト、パープル・ソーン、イエロー・レディオ、ブラック・バイス、そして──ウルフラム・サーベラス。

　災さい禍かの鎧よろいマークⅡと完全に融ゆう合ごうし、恐おそるべき狂きよう戦せん士し《ウルフラム・ディザスター》となってしまったサーベラスは、インティが降ってくる直前に緑の王と相あい討うちになって果てた。もう、ハルユキと通常対戦で鎬しのぎを削けずった若き天才はどこにもいない。仮にインティが消えても、蘇そ生せいするのはサーベラスではなくディザスターなのだ。

　ならばいっそ、彼はこのまま、炎ほのおの中で眠ねむっていたほうがいいのでは……。

　そんな思考を、ハルユキは振り払った。インティは破は壊かいしなくてはならない。たとえそれでブラック・バイスとウルフラム・ディザスターまでもが甦よみがえってしまうのだとしても、黒クロ雪ユキ姫ヒメを無限ＥＫから救い出すことが何よりも優先される。通常対戦や領土戦には参加できるとはいえ、やはりこの無制限中立フィールドこそが、加速世界の本質なのだから。

「クロウ」

　不意に名前を呼ばれ、ハルユキはセントリーを見た。

「は……はい」

「解わかってはおろうが、あれを斬きるのは容易なことではないぞ。クソでかいといっても球体なのじゃから、エインヘリヤルの鎧よろいと同様に極きよく微びを見み出いだすことはできるが、眩まばゆい炎ほのおに覆おおわれて本体がしかとは見えん。つまりおぬしは、視覚に頼たよらずにオメガ流の極ごく意いを発揮しなくてはならんのじゃ」

「あ…………」

　それは確かにそのとおりだ。

　しかしハルユキはいままで、グレイシャー・ビヒモスの角を斬きった時も、エインヘリヤルの鎧よろいを斬きった時も、視覚に全精神力を集中させて斬きるべき一点を見み出いだしてきた。両目をつぶって同じことができるかと言われれば、絶対に無理と答えるしかない。

「……師し範はんなら、できますか？」

　思わずそう訊たずねてしまったハルユキを、セントリーはバイザー越ごしにじろりと睨にらんだ。

「もしできると言ったら、どうするつもりじゃ？」

「…………」

　ルシード・ブレードを預けて、アタッカーを代わって貰もらう。

　許されるはずがない、そんなこと。ネガ・ネビュラスの仲間たちは、ハルユキを信じ、希望を託たくし、壮そう行こう会かいまで開いてくれたのだ。

「すみません、聞かなかったことにして下さい」

「ふん」

　鼻を鳴らすと、セントリーは視線を再び彼方かなたの大火球に向けた。

「儂わしも詮せん無ないことを言った。どうあれやるしかないのじゃからな……案じるな、あれが斬きれるレベルまで儂が鍛きたえてやる」

「──よろしくお願いします」

　頭を下げたハルユキの肩かたを、ぽんと軽く叩たたく。

「うむ。さて、見るべきものは見たな。引き上げるとするか」

「はい……杉すぎ並なみに戻もどるんですか？」

「必ずしもその必要はない。長時間、邪じや魔まが入らずに修しゆ業ぎようできる場所ならどこでもいいが……あまり東とう京きようから離はなれてしまっても、不測の事態が起きた時に困るしな」

「そうですね……」

　と答えたものの、咄とつ嗟さに条件を満たす場所は思おもい浮うかばない。無制限中立フィールドでは、どこでもエネミーが湧わく可能性があるし、ハルユキたちが行ける所には他のバーストリンカーも行けるのだ。例外は帝てい城じようの中くらいだが、四方門を突とつ破ぱしようとして死んだら目も当てられない。

「やむを得ん、あそこに行くか」

　セントリーがそう呟つぶやいたので、ハルユキは鋭えい利りなバイザーをまじまじと見上げた。

「あそこってどこですか？」

「付いてこい」

　そう言うや、またしても屋上からジャンプ。アビリティの効果でふわふわ舞まい降おりていく影かげを、ハルユキも追いかける。

　地上に降りたセントリーは、早稲わせ田だ通どおりを北に戻もどり始めた。飯いい田だ橋ばし駅えきを通り過ぎ、外そと堀ぼり通どおりを渡わたって神楽かぐら坂ざかに入る。しかし今度は大おお久く保ぼ通どおりを左折せず、そのまま北西に歩き続ける。

　外がい苑えん東ひがし通どおりにぶつかると、右折して更さらに北へ。懲こりずに水歩きの練習をしていたハルユキは、新しん目め白じろ通どおりが近付いてきたあたりで、おやと思った。確か、楓フウ子コに甘かん泉せん園えん公こう園えんまで送って貰もらった時も、この道を通ったはずだ。ということは──。

「……もしかして、瀬セ利リさんの家に向かってるんですか？」

　先を行くセントリーの背中にそう問いかけると、「半分当たりじゃ」という謎なぞめいた答えが返る。真意を摑つかめないまま、揺ゆれる銀ぎん髪ぱつを追いかける。

　現実世界の瀬利の自宅に行くなら、新目白通りを左折するはずなのだが、セントリーは通りを渡わたってそのまま直進した。すぐに、行く手に飯田橋グラン・ブルームよりも大きい岩山が見えてくる。高いだけでなく壁かべのように南北に連なる山は、確か現実世界では有名な老舗しにせホテルだったはずだ。

　瀬利は迷わず岩山に向かうと、中央部に口を開ける細い峡きよう谷こくを通り抜けた。すると眼前に、差さし渡わたし二百メートルほどの水面が現れる。現実では無数の木々が生おい茂しげるホテル付属の庭園なのだろうが、このステージでは鏡のような塩えん湖こが青空を映すばかり。

　──いや。水面の真ん中あたりに、白いもやのようなものがたなびいている。セントリーはそこを目指してまっすぐ歩いていく。なぜか厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを感じて、ハルユキは水走りを中断した。水音を立てながら前進すると、もやは急速に濃こくなり、視界を覆おおい尽つくす。

　ちりん……とかすかな鈴音が響ひびいた。

　いや、鈴ではない。音の源は、いつの間にかセントリーの右手にぶら下がっていた大型の鍵かぎ。ちりん、ともう一度鍵かぎが鳴ると、白いもやが左右に分かれていく。

「あっ……」

　それを見た瞬しゆん間かん、ハルユキは小さく声を漏もらしてしまった。

　塩湖を外周部から見た時は何もなかったはずの場所に、高い板いた塀べいに囲まれた平屋の家が出現している。堂々とした門には瓦かわら葺ぶきの屋根までついていて、まるで和風のお屋や敷しきだ。

　セントリーは固く閉じられた門もん扉ぴに近付くと、鋼鉄の錠じよう前まえに右手の鍵かぎを差し込んだ。ガチンという解かい錠じよう音おんを聞いて、ハルユキはようやく悟さとった。

「ここ、師し範はんのお家うち……!?　プレイヤーホームなんですか!?」

「いかにも」

　頷うなずくと、セントリーは門を押し開けた。
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　ハルユキはいままで、無制限中立フィールドにあるプレイヤーホームというものを二例しか見たことがない。一いつ軒けんは、旧東とう京きようタワーの天てつ辺ぺんに建つ楓フウ子コの家、楓ふう風ふう庵あん。そしてもう一いつ軒けんは、お台だい場ばの暁あかつきふ頭とう公こう園えんにある、サフラン・ブロッサムとクロム・ファルコンの家。どちらも素す敵てきなデザインだったが、広さではセントレア・セントリーの家が群を抜いている。

　塩湖ステージゆえに塀へいの中の庭も水みず浸びたしだが、そこに映る和風の屋や敷しきは左右が二十メートルほどもあるだろう。間取りで言えば３……いや４ＬＤＫほどか。黒々とした瓦かわら屋や根ねの威い容ようは、武ぶ家け屋や敷しきと呼びたくなる。

「……このお家うち、買うのに何ポイントくらい必要だったんです……？」

　庭の中央に立たち尽つくしながらハルユキが訊たずねると、セントリーは肩かたをすくめて言った。

「おぬしがどん引きしそうじゃから言わん」

「ひ、引きませんよう」

「ええい、そんなことはどうでもよかろうが」

「じゃ、じゃあせめてこれだけ……このお家うちにも名前があるんですか？」

　するとセントリーは、しばらくそっぽを向いたり髪かみをいじったりしてから答えた。

「《桜おう夢む亭てい》じゃ」

「お、オウム亭てい……？　中でオウムを飼ってるんですか？」

「オウムもインコもおらんわ。桜の夢と書く」

「へえ、すてきな名前ですね。桜の木、一本もないですけど」

「そりゃ塩えん湖こステージだからじゃ。大たい抵ていのステージでは、あのへんに大きな桜が生えておる。《変へん遷せん》が来れば現れるじゃろ」

　セントリーが指さした、敷しき地ちの南東の角を眺ながめながら、ハルユキは「変へん遷せんなんていつ来るか……」と言いかけて途と中ちゆうでやめた。一週間に一度ペースの変へん遷せんがいつ来るかは解わからないが、間ま違ちがいなく遭そう遇ぐうする。なぜならハルユキはこれから、ここで四ヶ月ものあいだオメガ流の修しゆ業ぎようをするのだから。

　いままで、そんなに長く無制限中立フィールドに留まったことは一度もない。四ヶ月と言えば、あんなに長かった一学期より長いのだ。そう考えると気が遠くなるが、怯ひるんでいる場合ではない。

「……師し範はん、よろしくお願いします！」

　セントリーに向き直り、そう告げると、剣士は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「うむ、手加減はせんぞ」

「望むところです！」

「では、早さつ速そく始めるか」

「えっ」

「えって何じゃ」

「いや、その……いっぱい歩いたし、まずはお茶でも飲むのかなーって……あとお茶ちや菓が子しとか……」

「カアァァァッ！」

　いきなり大だい喝かつされ、ハルユキは首を縮めた。

「ひえっ！」

「何をのんきなことを言っておる！　おぬし、四ヶ月ってくっそ長いなーなどと思っておるのじゃろうが、四ヶ月しかないのじゃぞ！　ほれ、とっとと剣を装備せんか！」

「はっ、ハイィ！」

　背筋をぴんと伸ばすと、ハルユキはつっかえながらボイスコマンドを唱えた。

「ちゃちゃちゃ着装、《ルシード・ブレード》！」

　幸いコマンドは認にん識しきされ、空から白い光が降り注いでハルユキの左ひだり腰こしに細身の長ちよう剣けんを実体化させる。

　それを見届けてから、セントリーも気負いのない声を発した。

「来い、《クラウ・ソラス》」

　今度は青い光条が降り、セントリーの左ひだり腰こしに溜たまる。ひときわ眩まぶしく閃ひらめいた光が消えると、そこには流りゆう麗れい極きわまるデザインの剣が出現している。ハルユキの剣より一回り大きい、西洋風の長ちよう剣けん。まじまじと眺ながめていると、怪け訝げんそうな声が飛んでくる。

「……何をぽかんとしておる」

「あっ、いえ……てっきり、師し範はんの剣は日本刀みたいなやつだと……」

「そっちで相手をしてもいいぞ？」

「え……日本刀も持ってるんですか？」

「メインで使っとる剣は和洋大小合わせて十二本ほどあるでな」

「…………十二本……」

　──この屋や敷しきといい、これが古参パワーというやつか！

　と思うだけにしておいて、ハルユキは小刻みにかぶりを振った。

「い、いえ、変えるには及およびません」

　正直、クラウ・ソラスなる名めい称しようにはスーパーレアっぽさを感じずにいられないが、自分より遥はるかに強い相手が持っている剣のスペックなど気にしても無む駄だだ。愛あい剣けんの柄つかを握にぎり、ひと息に抜き放つ。続いてセントリーも長ちよう剣けんを抜く。

　ハルユキのルシード・ブレードが、炎えん熱ねつダメージ無効の強化によって薄うす赤あかく輝かがやいているのに対して、クラウ・ソラスの刀身は仄ほのかな金色を帯びている。何らかの強化によるものなのか、本来の色合いなのかは不明。

　双そう方ほうとも、武器をオーソドックスな中段に構える。塩湖ステージの強きよう烈れつな陽光が二ふた振ふりの剣に反射し、純白の光こう芒ぼうを放つ。

　ここでようやく、ハルユキは自分が何も指示されないうちから剣を抜いてしまったことに気付いた。

「え……えっと、これから何を……？」

「アホウ、剣の見せっこをしてどうなる。まずは一戦してみないことには何も始まらんわ」

「い、いや、でもっ」

　──どう考えても僕が即そく死しして終わりですし！

　とは言えず、圧縮思考で他の逃げ道を探しまくり、ふと気付く。これは言いい逃のがれではなく、対戦する前にしっかり確かく認にんしておくべきことだ。

「……師し範はん、バーストポイントは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　するとセントリーは、バイザーの奥おくでかすかな笑えみを滲にじませた。

「ほう、やっとそれを訊きいたか」

「す、すみません、いままで気付かなくて……。師し範はんは、全損した時にポイントがゼロになったはずですよね。いまは何ポイントあるんですか……？」

「どうやら、ＢＢプログラムが再送されてきた時に、初期値……１００ポイントに戻もどったらしい。そこからダイブの時に10ポイント使って、いまは90ポイントじゃな」

「きゅ……」

　思わず喘あえぐ。通常対戦で１ポイントをやり取りするだけの新米ニユービーならまだしも、無制限中立フィールドで行動するには甚はなはだ心こころ許もとない数値だ。何かあれば、再び全損してしまうことも有り得る。

「す、すぐにポイントを譲じよう渡としますから！　チャージカードを僕に……」

「要いらん」

　剣を構えたまま、セントリーはきっぱり言い切った。

「おぬしはこれからインティと……そしてオシラトリ・ユニヴァースと戦うのじゃぞ、１ポイントたりとも無む駄だ遣づかいしてはならん」

「無む駄だ遣づかいなんかじゃないです！　もし瀬セ利リさんがまた全損しちゃったら、もう一度蘇そ生せいできるって保証はないでしょう!?」

「保証というか、まあ無理じゃな。蘇そ生せいに不可欠なものを使い果たしてしまったからな」

「不可欠なもの……？」

「その話はいずれ、な。──ともかく、おぬしが儂わしのポイント残量を案ずるには及およばぬ。この《桜おう夢む亭てい》には何者も入れないし、おぬしに負けてやる気もないからな。そのうちエネミーを狩かって補ほ充じゆうするさ」

「…………解わかりました」

　やむなくハルユキは頷うなずいたが、これだけは譲ゆずれないと思いながら付け加える。

「でも、その時は僕もお供しますから」

「解わかった解わかった。さて……疑問が解消したところで、一本行くぞ」

「はい」

　セントリーのポイント残量を知ったことで、不思議に腹が据すわったハルユキは、気付かないうちに下がっていた剣を構え直した。いっぽうセントリーは最初に構えた時からまったく姿勢が揺ゆらいでいない。いままで対たい峙じしてきたどんな強つわ者ものたちとも違ちがう、不思議な存在感。すぐ目の前に立っているのに、少しずつ風景に溶け込んでいってしまうかのような……。

　すん。

　と冷たい風が吹ふき抜けた気がした。続いて、足あし許もとでばしゃっと水音が鳴る。魚でも跳はねたのかと思って一いつ瞬しゆんだけ視線を下げると、透とう明めいな塩水の中で銀色の金きん属ぞく塊かいが光っている。さっきまではこんなもの落ちていなかったはず……と怪け訝げんに思ってから気付く。

　これはシルバー・クロウの、左の肩かたアーマーだ。

「……!?」

　仰ぎよう天てんしつつ飛とび退しさり、肩かたを見る。外に張り出したデザインのアーマーの先せん端たんが、有り得ないほどの滑なめらかさで切断されている。切り口のエッジは刃は物もののように鋭するどく輝かがやき、触ふれただけで指が傷ついてしまいそうだ。

「い……いつ……!?」

　驚きよう愕がくしつつ正面を見る。セントリーは相変わらず自然体で立ったままだ。マゼンタ・シザーの《リモート・カット》のような遠えん隔かく切断能力？　それともまさか心しん意い技わざ……？

「鳩はと、ではなく鴉からすが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔をしておるな」

　笑いを含ふくんだ声で問われ、ハルユキはどうにか言葉を返した。

「だ……だって、いつ斬きられたのか、ぜんぜん……」

「言っておくが、必ひつ殺さつ技わざでもアビリティでも、もちろん心しん意い技わざでもないぞ。儂わしは普ふ通つうに間合いを詰つめ、剣を振り、おぬしの装そう甲こうを斬きったけじゃ」

「ええ!?　僕、師し範はんから目を逸そらしたりしませんでしたよ!?」

「確かに目は逸そらさなかった。しかしそれでもなお、儂が見えておらんかったのじゃ」

「……それ、どういう……？」

「いまのがオメガ流合がつ切さい剣けんの奥おう義ぎの一、《合ごう》じゃ。エネミーにも有効な技わざゆえ、身につけて損はないぞ」

「合ごう……？」

　──そりゃ身につけたいですけど、何が起きたのかもさっぱり……。

　というハルユキの途と惑まどいをも断たち切きるかのように、セントリーがクラウ・ソラスの切っ先を軽く動かした。

「ほれ、もう一度構えよ」

「……はい」

　今度こそ何も見み逃のがさないぞ、と決意しつつ剣を持ち上げる。

　双そう方ほうの剣けん尖せんは一メートル離はなれている。近いが、間合いを詰つめずに斬きれる距きよ離りではない。

　水面に立つセントリーは動かない。足あし許もとまである銀ぎん髪ぱつが微そよ風かぜに揺ゆれ、陽光を受けて煌きらめく。塩えん湖こにさざ波が立ち、逆さ映しになった武ぶ家け屋や敷しきが無数の欠片かけらに分ぶん離りする。

　すん。

　今度は、右の肩かたアーマーが切断され、どぽんと塩水に沈しずんだ。

「………………」

　もう口を開くこともできず、ハルユキは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくした。

　斬きられた。それは解わかった。だがいつセントリーが前に出て、剣を振り、元の位置に戻もどったのかが解わからない。動く時だけ透とう明めいになったかのような……いや、それも違ちがう。攻こう撃げきの瞬しゆん間かん、ハルユキの意識から消えたのだ。だから、セントリーだけを見ていたはずなのに、水面のさざ波やそこに映る屋や敷しきの鏡像を認にん識しきしてしまった。

「……いまのにも、《極きよく微びに極大を重ねる》みたいな理り屈くつがあるんですか」

　目の前に立つセントリーに掠かすれ声ごえで問いかけると、バイザーの下に覗のぞく口くち許もとがにやりと笑えみを刻んだ。

「無論、ある」

「どんな……？」

「いきなり言っても伝わらん。次はおぬしから斬きり掛かかってこい」

　剣を握にぎる右手の人差し指を、くいっと動かす。本能は攻こう撃げきしたくないと言っているが、ここで怖おじ気けづいたら修しゆ業ぎようにならない。

「……はい」

　頷うなずき、ハルユキはゆっくり息を吐はいた。

　空っぽになった仮想の肺に、深く空気を入れ、止める。右足を塩水から抜き出し、水面に置く。

「…………ハッ！」

　気合いとともに前へ出る。修しゆ業ぎようの成果を発揮して、ぱぱっと二歩だけ水面を走り、間合いを詰つめる。振りかぶった剣を、セントリーの左ひだり肩かたへ。狙ねらうは装そう甲こうがわずかに尖とがった、その一点。極きよく微びを、極大で斬きる──！

　しかし、刹せつ那な。

　じわり、とセントリーの姿が滲にじんだ。

　消えたのではない。まるで背景に埋まい没ぼつしていくかのような──。水が青くて、セントリーの装そう甲こうも青いからとかそんな次元の話ではない。デュエルアバターの存在感そのものが希き薄はく化かし、世界の一部になっていく。

　渾こん身しんのスピードで振り下ろした白はく刃じんは、空むなしく虚こ空くうを切きり裂さいた。

　直後、無造作に軸じく足あしを払はらわれ、ハルユキは塩水に顔から突っ込んで盛せい大だいな水柱を上げた。




　その後、十回連続で打ち込んだが、結局セントリーの装そう甲こうを斬きるどころか、傷一つつけることすらできなかった。

　それでもハルユキは剣を構え、十一回目を敢かん行こうしようとした。だが。

「一休みしよう」

　そう言いながらセントリーが剣を下ろしたので、やむなく従う。途と端たん、全身の力が抜けて、ばしゃんと座すわり込んでしまう。

「──何で届かないんですか！」

　癇かん癪しやくを起こした子供のように叫さけぶと、セントリーが親指で屋や敷しきを指した。

「説明してやるから、ちょっとお茶にしよう。茶ちや菓が子しもあるぞ」

「はい」

　一いつ瞬しゆんで癇かん癪しやくを収めると、ハルユキは素す早ばやく立ち上がった。

　桜おう夢む亭ていは、内部も純然たる和風の造りだった。縁えん側がわつきの広間と、その隣となりに台所、廊ろう下かを挟はさんで寝しん室しつが三部屋と茶室まである。全ての部屋が畳たたみ敷じきだが、間取りで言えば最初の予想どおり４ＬＤＫということになるだろう。

　ハルユキを茶室に案内したセントリーは、ホームストレージからお茶セットを取り出すと、慣れた手つきで抹まつ茶ちやを点たててくれた。甘あまくない抹まつ茶ちやは現実世界でも加速世界でも初めてだが、疲つかれ切きった頭に爽さわやかな苦みが心ここ地ち良よい。

　続けて出てきた羊よう羹かんを半分食べ、ほうっと息を吐はいてから、訊ききたくてたまらなかったことを訊たずねる。

「師し範はん……僕はどうして師し範はんが見えなくなっちゃったんですか？　オメガ流の奥おう義ぎ……《合ごう》っていったい何なんですか？」

「では逆に問おう。クロウ、おぬしはこの世界で、どうやってものを見ておる？」

「へ？　そりゃもちろん、目で……」

　鏡面ゴーグルの下のアイレンズを指さすと、セントリーは正座したまま軽く首を傾かたむけた。

「ふむ。じゃが、いまのおぬしの目玉は、生身の目と同じ仕組み、同じ理り屈くつで儂わしを見ておるのかな？」

「え…………」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってしまう。

　生身の人間、いやほぼ全ての動物は、瞳どう孔こうから入った光を網もう膜まくで信号に変へん換かんし、それを脳が映像に再さい変へん換かんすることでものを見ている。だが加速世界は中央サーバーメイン・ビジユアライザーによって生成された仮想世界、ＶＲワールドだ。凄すさまじくリアルではあるが、あらゆる物理現象がそのまま再現されているとは思えない。

「……いえ……さすがに光子ひと粒つぶひと粒つぶの挙動までシミュレートしてるわけじゃないと思います。僕の目に見えるであろう光景を、脳……じゃなくて量子回路に直接流し込んでるんじゃないかと……」

「ま、そんなところじゃろうな。つまり、極論すれば、デュエルアバターの目は単なる飾かざりということになる」

「えっ……と……」

　確かにそういうことなのかもしれないが、飾かざりとまで言われては素す直なおに頷うなずきがたい。ハルユキがぱちぱち瞬まばたきを繰くり返かえしていると──。

「ふふ、納なつ得とくいかんか」

「いや、その、まあ……」

「じゃが、儂らが見ている光景をシステムが作っているのだとすれば、そこに介かい入にゆうの余地が生まれる」

「どういう……ことです？」

「よいか。儂らの知覚、思考はいま一千倍に加速しておる。その環かん境きよう下かで高速戦せん闘とうを行う際、儂わしらのアイレンズの動きに合わせて映像を作っていては、メイン・ビジュアライザーの能力をもってしてもごくわずかだがラグが生じてしまうのじゃ。ゆえにシステムは戦せん闘とう時じ、一瞬先の未来を予測し、その映像を儂らに見せている」

「えっ……」

　驚おどろくハルユキの眼前で、セントリーは滑なめらかな動作で茶ちや碗わんを持ち上げ、バイザーの下の口に当てた。残っていた抹まつ茶ちやをぐっと飲み干し、厚切りの羊よう羹かんも一口で消し去る。

　正座を崩くずしてあぐらに移行すると、セントリーは説明を再開した。

「その未来予測は恐おそるべき精度で、間ま違ちがうことは基本的にない。なぜならシステムは、儂らの意思……イメージ制せい御ぎよ系けいに伝わる信号をもとに予測を行っておるからな。大昔のＶＲゲームで用いられた《ディティール・フォーカシング・システム》の発展形と言えば解わかるか？」

「いえ、あんまり」

「……まあよい。ともかく……この話のキモは、未来予測のからくりを理解すれば、それを意図的に外れさせることも可能ということなのじゃ」

「未来予測を……外れさせる？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから、ハルユキは正座のままわずかに上体を引いた。

「それ、もしかして、イメージ制せい御ぎよ系けいを使ってどうこうするって話ですか？」

「ようやくカンのいいところを見せたな」

「…………なんかまた、心しん意いくさい話になってきた気がするんですが……」

　ぼそりと言った途と端たん、セントリーの雷かみなりが落ちる。

「バッカモン、何度言えば解わかるんじゃ！　オメガ流は一から十まで理ことわりの剣よ、それは奥おう義ぎとて例外ではない。イメージ制せい御ぎよ系けいを使うのは確かじゃが、使い方は心しん意い技わざの真逆。量子回路から出力されるイメージを完全に消し去る……するとどうなるか」

「……システムが、未来予測できなくなる……？」

「然しかり」

　あぐらをかいた膝ひざを勢いよく叩たたき、セントリーはずいっと身を乗り出した。

「実際には、未来予測システムがほんの一いつ瞬しゆん誤作動する程度のことじゃが、先の先を取るにはそれで充じゆう分ぶん。クロウ、おぬしが儂の斬ざん撃げきの起こりを見み逃のがしたのは、システムが描えがき出すおぬしの視界の中で、儂の姿だけが薄うすくなったからなのじゃ」

「薄うすく…………」

　確かに、アーマーの先せん端たんを斬きられた時の現象を説明するには、その言葉が最もしっくり来る。しかしいっぽうで、セントリーが説明してくれた理り屈くつはまったくもって腑ふに落ちない。

「……いや、でもですね、イメージを消し去るなんてことできるんですか？　仮にできたとしても、そしたらアバターも動かせなくなるんじゃ？」

「確かにそうじゃな。しかし思い出してみい、おぬしが儂を見失ったのは、儂が一歩も動かずに構えておった時じゃろう？」

「ああ……。──つまり、アバターを完全に静止させれば、未来予測システムをバグらせられる……？」

「ちょっと違ちがう。静止しようとしている時点で、《動かない》というイメージが生まれておるわけじゃからな。動かないとすら思わず、心を完全な無にする。己おのれを消し去り、世界と合一する……それこそが、オメガ流奥おう義ぎ《合ごう》の真しん訣けつじゃ」

「……無に……」

　ぼーっとするのは得意です、と言おうとしたが、そんなに単純な話ではないと気付く。誰だれもいない場所で棒立ちになるのとはわけが違ちがう。目の前には、自分を倒たおそうとしている敵がいるのだ。

「えと……それは、無心で戦うってのとは違ちがうやつですよね……？」

「違ちがうな。無心で戦っておる時は、確かにああしようこうしようとは考えておらんじゃろうが、それは運動命令系をイメージ制せい御ぎよ系けいが上回っておる状態のことじゃ。つまり、言語化されないイメージはバリバリに出力されておる。儂わしの言う《完全な無》に至るには、無意識さえ消し去らねばならんのじゃ」

「無意識すら消す……？　しかも、敵の目の前で……？」

　呟つぶやいたハルユキは、背筋を伸ばすとぶんぶん首を横に振った。

「無理、無理ですよ、どう考えても。友達との遊びの対戦だって心臓ばくばくのアドレナリンどばどばなのに、本物の敵との本気の戦いで、そんな……」

「奥おう義ぎと言うたじゃろう？」

　柔やわらかい口調でそう言うと、セントリーは右手を伸ばし、正座するハルユキのゴーグルを軽く弾はじいた。

「簡単に会え得とくされたら儂の立場がないわ。すぐに使えるようにならんでもいい……しかし、いつかは《合ごう》の境地に辿たどり着つかねばならん。オメガ流合がつ切さい剣けんの奥おう義ぎその二、《切せつ》に開眼するためにな」

　──いったいいくつ奥おう義ぎがあるんですか。

　とは怖こわくて訊きけないので、ハルユキは別の質問を口にした。

「あの……加速世界に、剣の流派って師し範はんのオメガ流以外にもあるんですか？」

「そりゃあるじゃろ」

　当然とばかりに頷うなずくと、セントリーは指を折りながら列挙した。

「有名どころだけでも、まずブルー・ナイトめの《無ム限ゲン流りゆう》、これはコバマガにも伝えられておるはずじゃぞ。それにグラファイト・エッジの《明ア陰イン流りゆう》、ロータスはここの門下じゃな。あとはオシラトリのプラチナム・キャバリアーが《フェムト流》を名乗っておったはずじゃが……」

　流派の名は三つ挙げられたが、ハルユキの記き憶おくに焼き付いたのは一つだけだった。グラファイト・エッジの流派だという《明ア陰イン流りゆう》……意味は恐おそらく、彼が持つ一いつ対ついの長ちよう剣けん《ルークス光》と《アンブラ闇》を指しているのだろうが、黒クロ雪ユキ姫ヒメがその流派を受うけ継ついでいるということは、いずれ彼女の指導を受ける予定のハルユキもまた明ア陰イン流りゆうの門下となるわけで──。

「セントリーさん……」

　──オメガ流って流派の掛かけ持もちＯＫですか？　とハルユキは訊きこうとしたが、ダメと言われてもどうしようもないので再び質問をすり替かえる。

「……羊よう羹かん、お代わり貰もらっていいですか？」

「好きなだけ食え」

　セントリーがストレージを操作すると、目の前の皿に二切れめの羊よう羹かんが現れた。手づかみでもぐもぐしながら、未来のことは未来に考えよう、とハルユキは考えた。




　休きゆう憩けいの後はひたすら素す振ぶりをするよう命じられ、夜は与あたえられた六畳じようの和室で眠ねむった。

　翌日から始まった修しゆ業ぎようの本番は、ハルユキの想像を遥はるかに上回るハードな内容だった。

　午前中は桜おう夢む亭ていの庭で素す振ぶりや打ち込み稽げい古こ、掛かかり稽げい古こを行い、午後は外に出て、頑がん丈じようなオブジェクト相手にひたすら剣を振ったり、小獣レツサー級きゆうエネミー相手にポイント補ほ充じゆうを兼かねて実戦を挑いどんだりする。ここまででもうくたくたになってしまうのに、桜おう夢む亭ていに帰ってから必ずセントリーと立ち合わなくてはならず、これが体力ゲージ全損までやるので、ハルユキは必ず死ぬ。一時間後に蘇そ生せいするとようやく晩ご飯で、そのあとは朝まで泥どろのように眠ねむる。

　そんな日々が一週間、二週間と過ぎても、ハルユキはまったくセントリーに勝てなかった。初日に披ひ露ろうした奥おう義ぎ《合ごう》は封ふうじ手てにしてくれたのに、体力ゲージを減らすどころか剣を当てることさえままならない。

　セントレア・セントリーの戦い方は、いままでハルユキが対戦してきたいかなる相手とも違ちがっていた。

　どんなバーストリンカーでも、普ふ通つうは戦いに《動と静》があるものだ。攻こう撃げきしている時と、していない時。前世紀の２Ｄ対戦格かく闘とうゲームの時代からずっと当たり前の話であるはずなのに、セントリーはその二つが妙みように曖あい昧まいなのだ。攻せめてきている時もまるで隙すきがないし、守っていると思いきや予想外の角度から斬ざん撃げきが飛んでくる。ハルユキが何を仕し掛かけようと、吸い込まれるようにあっさり対処されてしまう。感覚的な表現だが、あらゆる動作が途と轍てつもなくぬるっとしている──。

　三週間、四週間。

　ハルユキは相変わらず毎日死に続けた。何度も変へん遷せんが訪おとずれ、ステージは塩えん湖こから《原始林》、《疫えき病びよう》、《工場》へと切きり替かわったが、セントリーはあらゆるステージの特とく徴ちようを熟知していて、ギミックを利用して不意を突くこともできなかった。

　あっという間に二ヶ月が過ぎ、三ヶ月が過ぎた。

　いままでこんなに長く連続ダイブしたことはない。もちろん、こんなに長く修しゆ業ぎようしたことも。それなのに、自分が進歩しているとはまるで思えず、ハルユキは徐じよ々じよに焦あせりを感じ始めた。

　タイムリミットは四ヶ月。正確には百二十五日なので、あと三十五日が経過したら有アリ田タ家けのホームサーバーが二人を自動的にバーストアウトさせてしまう。それまでに、奥おう義ぎとは言わずとも何かを摑つかまなくてはならないのに、ステージを上がる糸口すら見えない。

　九十日目の夜。

　ハルユキは、初めて真夜中に目を覚ました。

　和室に敷しいた布ふ団とんの上で、しばし虫の声に耳を澄すませる。ステージは三日前から《平安》に変へん遷せんしている。武ぶ家け屋や敷しきふうの桜おう夢む亭ていにはこの上なくマッチするステージだが、風景を楽しむ余よ裕ゆうなどなかった。

　青みがかった暗くら闇やみの中で、天てん井じよう板いたを見上げながら考える。

　焦あせっているのは、もしかしたら修しゆ業ぎようの成果が見えないからではないのかもしれない。師し範はんを買って出てくれたセントレア・セントリーを失望させているのでは、という恐きよう怖ふがしばらく前からハルユキの腹の底に居い座すわっている。

　思えばハルユキはずっと、誰だれかに失望されることを恐おそれながら生きてきた。

　父親と母親。チユリとタクム。ネガ・ネビュラスの仲間たち。黒クロ雪ユキ姫ヒメ。出で遭あう人たちみんなをがっかりさせまいと、懸けん命めいに足あ搔がいてきた。いままでの試練はどうにか切り抜けられたが、今度こそ駄だ目めなのかもしれない。オメガ流を習得できず、アタッカーの大任も果たせず、たくさんの人の期待を裏切ってしまうのかもしれない。

　ぎゅっと両目をつぶり、思考を遮しや断だんしようとするが、眠ねむ気けは戻もどってこない。諦あきらめて布ふ団とんから出ると、隣となりの部屋で寝ているセントリーの気配を探さぐってから、忍しのび足あしで廊ろう下かに出る。

　広間を横切り、庭に面した縁えん側がわへ。障子を開けると、青白い月光が降り注ぐ。

　夜風に乗って真っ赤な紅葉もみじが舞まい散ちっているのに、庭の隅すみでは桜の古木が満開の花を咲さかせていた。縁えん側がわに腰こし掛かけ、月と桜、紅葉もみじの饗きよう宴えんを眺ながめる。

　ふと、メタトロンと話したいと思う。

　ハルユキをしもべ扱あつかいする大天使に不安を打ち明けたら、容よう赦しやなく[image: 叱]しかり飛とばしてから、最後に少しだけ励はげましてくれるだろう。だが彼女はいま、遠く離はなれた楓ふう風ふう庵あんで完全自閉モードになり、傷ついた体を癒いやしている。それが完かん了りようするまで呼びかけるわけにはいかない。

　いっそ、セントリーが[image: 叱]しかってくれたら。

　毎日親身に教えているのになんで何も摑つかめないんだと罵ば倒とうしてくれたら、少しは楽になるのだろうか。

　情けないにも程ほどがある思考に自じ嘲ちようの笑えみを零こぼし、縁えん側がわの上で膝ひざを抱かかえた、その時だった。

「──吞のむか」

　背後からそんな声が聞こえ、びくっと振り向くと、寝ていたはずのセントリーが白い徳とつく利りを掲かかげて立っていた。

「あっ、いえ……僕、もう寝ますから……」

「まあ、そう言うな」

　腰こしを浮うかせかけたハルユキの肩かたを押し戻すと、セントリーは隣となりに座すわった。朱しゆ塗ぬりの盃さかずきを差し出してくるので、反射的に受け取ると、そこに徳とつく利りから透とう明めいな液体をとくとくと音を立てて注ぐ。

「……これ、何ですか？」

「満月と夜桜と紅葉もみじが肴さかなじゃぞ。水のわけがなかろう」

「で、でも僕、未成年ですし……」

「アホウ、儂わしもじゃ。いいからぐっと行け」

　そう命じられてしまえば拒きよ否ひもできない。盃さかずきを口に当て、ひと息に呷あおる。甘あまいような辛からいような苦いような酸すっぱいような液体が喉のどを滑すべり落おち、胃が熱くなる。日本酒──なのだろうが、現実世界でも加速世界でも飲んだことがないので断言はできない。

　セントリーも自分の盃さかずきを干すと、満足そうに息をついた。

「本当は最後の夜まで取っておこうと思っていたが、平安ステージが来てしまってはな……」

「お酒ってこっちだと高いんですか？」

「ん？　まあ、質にもよるが安くはないな。だがこれはショップで買ったのではなくて、富ふ士じの中腹にある酒が湧わく泉で汲くんできたものじゃ」

「え……じゃあ、しこたま汲くんできて東京で売ったら大おお儲もうけじゃないですか」

　ハルユキの欲深い台詞せりふに、セントリーはにやっと笑った。

「そういうことを考えたヤツが、軒のき並なみ全損しかけた泉じゃ」

「……そ、そうですか」

　首を縮めると、空にした盃さかずきが再び酒で満たされる。えいやっと飲み干せば、不思議なことにさっきより旨うまいと感じる。

　体の底に心地ここちよい熱を感じながら、夜空を見上げる。

　紅葉もみじと桜の花びらが入り混じって流れるさまは、確かに風ふう雅がのひと言だ。この屋や敷しきに桜の夢と名付けた理由がよく解わかる。あるいはハルユキがこうしてセントリーと酒を酌くみ交かわしていること自体が、桜の古木が見ている夢なのかもしれない。

　そんな気分にとらわれたからか、ハルユキは訊きくつもりではなかった問いを口にしてしまった。

「瀬セ利リさんは、なんでそんなに優やさしくしてくれるんですか」

　おまけにアバター名ではなくリアルネームで呼びかけてしまったが、もう取り消すことはできない。

[image: ]

　セントリーは、盃さかずきに映る満月をしばし眺ながめてからくいっと飲み干し、口調を変えて答えた。

「優やさしい？　毎日あなたを斬きり殺ころしているのに？」

「……優やさしいですよ。三ヶ月も修しゆ業ぎようしてるのに、毎日何の進歩もなく斬きり殺ころされてる僕にまだ付き合ってくれてるんですから……」

　そう答えた途と端たん、アイレンズに涙なみだが滲にじみそうになり、ハルユキは深く俯うつむいた。だが、言葉は止まらない。

「もう少し……もうちょっとは何かを摑つかめるって思ってたんです。修しゆ業ぎようしたら、しただけ強くなれるはずだって……。でも、僕の剣は、初日から何も変わってません。極きよく微びを捉とらえるどころか、瀬セ利リさんにかすりもしない……。きっと、最初から才能がなかったんです。レベルアップボーナスで剣を取ったのが間ま違ちがいだったんです……」

　ゴーグルの内側に、ぽた、ぽたと涙なみだを滴したたらせながら、ハルユキは掠かすれ声ごえを絞しぼり出した。自分の言葉なのに、鋭するどい棘とげが喉のどを引ひっ搔かき、舌を傷つけた。

　数秒後、セントリーの声が聞こえた。

「うーん、そっか……」

　だったらここで終わりにしよう、と言われるのだとハルユキは予想した。しかし、そうではなかった。

「ここんとこしばらく元気がなかったのは、そんなこと考えてたからなのね。進歩してないと感じさせちゃったなら悪かったわ。誰だれかにものを教えるのは初めてだから、そのへんの加減が解わからなかったのよ」

「…………？」

　言葉の意味が理解できず、ハルユキは少しだけ顔を上げた。途と端たん、セントリーの左手がぽんと背中に触ふれる。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたはちゃんと進歩してるよ」

「……気休めならやめて下さい」

　ハルユキは背中の手から逃のがれるように体をよじりながら言った。

「進歩してるかどうかは自分がいちばんよく解わかってます。心しん意いの修しゆ業ぎようをした時だって、もう少し手応えがありました。でも剣は……修しゆ業ぎようすればするほど、瀬セ利リさんが遠くなるみたいで……」

「じゃあ、訊きくけど」

　セントリーはハルユキの顔を覗のぞき込むと、囁ささやき声ごえで問いかけてきた。

「有アリ田タ君、あなた、たった三ヶ月の修しゆ業ぎようで私に追いつけると、そう思ってたの？」

「え…………」

　何度か瞬まばたきしてから、大きくかぶりを振る。

「いえ、そんなこと思ってません。追いつくっていうのは、対戦で勝てるってことでしょう？　そんなレベルまで行けないことは解わかってます。でも……ほんの一センチ、いえ一ミリの傷さえつけられないんですよ。あまりにも……あまりにも遠すぎます……」

「同じことよ」

　そう答えたセントリーは、今度は右手でハルユキの胸の中央をとんと突いた。

「オメガ流は必殺の剣。一センチ斬きり込めば手足を飛ばし、心臓を断たち割わる。あなたの剣が私に届けば、その時は勝ったと思っていい」

「…………」

　何も答えられずにいると、セントリーはふわりと体を離はなし、ハルユキが左手に持ったままの盃さかずきに酒を注いだ。続いて自分の盃さかずきも満たすと、それで徳とつく利りは空になった。

　最後の一いつ杯ぱいはひと息に飲み干さず、ちびりと口を付けてから、セントリーは元の口調に戻もどして言った。

「おぬしが修しゆ業ぎようを終わりにしたいと思うならそれでもよい。ポータルは少し西に行ったところ……都電の早稲わせ田だ駅えきにある」

「…………」

　口をつぐんだまま、ハルユキは盃さかずきの中の月を見つめた。

　揺ゆらさないよう、そっと持ち上げる。口に近づけ、月を丸まる吞のみするつもりで、一気に傾かたむける。

「……続けます」

　そう告げた途と端たん、急激に眠ねむ気けが襲おそってきた。体がぐらりと前に傾かたむき、引ひき戻もどすと今度は後ろに倒たおれてしまう。畳たたみに体を預け、セントリーの顔を見上げる。

「そうか」

　それだけ答え、セントリーは再びちびりと酒を啜すすった。眠ねむ気けに抗あらがえず、目をつぶっても、しばらくは瞼まぶたの裏に師の横顔が残り続けた。








９






　七月二十三日、午前四時五十五分。

　高タカ野ノ内ウチ琴コト／コバルト・ブレードは、自宅一階の台所から持ってきたばかりの炭酸水のボトルを、ベッドに腰こし掛かけて頭をふらふらさせている双ふた子ごの妹の細い首筋にぴとっと触ふれさせた。

「ぴあっ！」

　びくっと顔を上げた高野内雪ユキ／マンガン・ブレードが、恨うらめしそうに琴を見る。

「も～、何するの琴ちゃん～」

「雪がうとうとしてるからです。これ飲んで目を覚ましなさい」

「う[image: ～][image: ～]」

　唸うなりながらも、雪はボトルを受け取った。隣となりに座すわると琴も自分のボトルを開け、ごくごくと喉のどに流し込む。焼けるような炭酸の刺し激げきが、少しだけ残っていた眠ねむ気けを追おい払はらう。

　雪もようやく完全覚かく醒せいしたのか、少し真しん剣けんさの増した声を出した。

「実際のとこ、琴ちゃんはどう思う？」

「何がです？」

「オシラトリがもいっこ罠わなを用意してるかどうか」

「うーん……」

　昨日の夕方に行われた五レギオン合同会議で、琴コトと雪ユキは、太陽神インティ攻こう略りやくよりもオシラトリ・ユニヴァースへの直接攻こう撃げきを優先すべしと唱えた。白の王の周しゆう到とうさを警けい戒かいしたがゆえの主張だったのだが、実際のところ、罠わなだという確証があるわけではない。単に、《嫌いやな感じ》がするというだけの話だ。

　その悪お寒かんに襲おそわれたのは、会議の数時間前、雪と二人で港みなと区く第三エリアに赴おもむいてマッチングリストを確かく認にんした時だった。リストに登録されていたのは、白の王ホワイト・コスモスの名前だけ。それを見た時、琴はコスモスの冷たい手で首筋を撫なでられたように感じた。

　挑ちよう発はつしている──逃げも隠かくれもしないからいつでも乱入してこいと言っている、そう思った。もちろん独断で戦いを挑いどめるはずもなく、琴と雪は押おし黙だまったまま新しん宿じゆくエリアに戻もどった。正確には、尻尾しつぽを巻いて逃げ帰ったのだ。

　最初は二人とも、コスモスの挑ちよう発はつは罠わなだと考えた。しかしすぐに、それは違ちがうと思い直した。通常対戦ステージにはエネミーも伏ふく兵へいも持ち込めない。白の王はそのプライドゆえにリストから名前を消さなかっただけなのだとすれば、罠わなが仕し掛かけてあるのはインティのほうに違ちがいない。琴も雪も、会議に参加した時はその結論に達していたのだが──。

「……正直、解わかりません」

　そう呟つぶやくと、琴はちらりと妹を見た。二人とも似たようなデザインのパジャマを着て、髪かみを解いているので外見上の差はないに等しい。

「どっちも罠わななのかもしれないし、どっちにも罠わななんかないのかもしれない。ただ、ＣＣＣのレモン・ピエレットに言われたとおり、両方ともやらなきゃいけないなら……」

「どっちが先でも大差ない、か～」

　ふうっと息を吐はくと、雪はボトルのキャップを閉め、ベッドのヘッドボードに置いた。琴も倣ならい、時刻を確かく認にん。午前四時五十八分。

　他のレギオンとの集合予定時刻は五時ちょうどだ。念のため一分前にはダイブしたいところだが、今回は参加者全員が十秒前まで我が慢まんするよう申し合わせている。現実世界ではたった一分でも無制限中立フィールドでは十六時間四十分にもなるので、それだけ白のレギオンの監かん視し──もしあれば、だが──に引っかかる可能性が高まるからだ。

「……カラス君、来てくれるかな」

　雪の呟つぶやきに、今度はすぐさま頷うなずく。

「来るでしょう」

「でも、インティ攻こう略りやくに失敗したらアタッカーのカラス君も無限ＥＫになっちゃうんだよ」

「それでも来ますよ」

　断言すると、琴は体を後ろに倒たおした。このベッドは雪のものだが、自分のベッドとまったく同じマットレス、同じ敷しきパッドを使っているので違い和わ感かんはない。

　隣となりに雪ユキも横たわる。二人のニューロリンカーを直結し、琴コトがもう一本のケーブルをホームサーバーの接続端たん子しに繫つなぐ。自動切断タイマーを設定し、準備完かん了りよう。残り時間、三十秒。

「絶対、成功させようね」

「無ム限ゲン流りゆうの名にかけて、必ず」

　琴が久しぶりに流派名を口に出すと、雪がくすっと笑った。その気持ちは解わかる。小学生の頃ころはものすごく格好いいと思った名前だが、中学三年生ともなると──。

　雑念を遮しや断だんし、琴は言った。

「スリーカウントでダイブしますよ。三、二、一……」

「「アンリミテッド・バースト」」




　七王会議以来の無制限中立フィールドには、青い月光がしんしんと降り注いでいた。建物は全て、白い石造りのゴシック建築に変へん貌ぼうしている。

　コバルト・ブレードの姿でステージに降り立った琴は、夜空を見上げて呟つぶやいた。

「《月光》ステージか……。水属性でないのは残念だが、まあまあ当たりを引いたな」

「そうだな。妙みようなギミックがないし、燃えるものが少ないのも助かる」

　隣となりでそう答えるマンガン・ブレードの横顔を、いつものことだがちらりと盗ぬすみ見みてしまう。琴は現実世界と加速世界で口調がそれほど変わらず、語ご尾びのですますが取れる程度なのだが、雪はまったく別人と言っていいほど激変するので、本当にダイブ直前まで隣となりにいた妹なのかと確かめたくなってしまうのだ。

　しかし雪は琴の視線を平然と受け止め、言葉を続けた。

「ただ、月光ステージは夜が明けないから、オシラトリの伏ふく兵へいがいた場合は発見しづらいぞ。索さく敵てきを厳にしなくてはな」

「……そうだな」

　武者具足ふうのアーマーをがしゃりと鳴らして頷うなずく。

　インティ攻こう略りやく作戦の集合場所は、昨日の会議と同じ防ぼう衛えい省しようの儀ぎ仗じよう広ひろ場ば。琴と雪が住んでいる新しん宿じゆく区く須す賀が町ちようからは一キロ足らずの距きよ離りで、集合時間の午前五時までにはまだ二時間四十分もあるが、のんびりしている気分でもない。常時装備に設定している左ひだり腰こしの愛刀の感かん触しよくを確かめ、北へ歩き始める。道中、小型のオブジェクトを破は壊かいして必ひつ殺さつ技わざゲージを溜ためる。

　大通りを避さけて三百メートルほど進むと、甲こう州しゆう街かい道どうに突き当たる。ここを渡わたる時だけは姿を晒さらさざるを得ないので、いったん建物の陰かげに身を潜ひそめ、琴は東側、雪は西側をチェックする。エネミーと監かん視し者しやの気配がしないことをしっかり確かめ、素す早ばやく大通りを横切る。

　再び裏道だけを選んで北へ。やがて前方の夜空に、白はく亜あの尖せん塔とうが浮うかび上がる。現実世界の防衛省のアイコンになっている大型電波塔だ。

　月光に照らされる塔とうを目印に歩き、靖やす国くに通どおりを横断して防衛省のゲートをくぐると、すでに何十人ものバーストリンカーが集まっていた。自宅が近い琴コトたちに先んじているということは、ダイブを指示通り十秒前まで待てず、一、二秒先取りしたに違ちがいない。しかしそれ以外は会議で申し合わせたとおり、儀ぎ仗じよう広ひろ場ばの真ん中に固まって騒さわいだりせず、レギオンごとに分かれて壁かべ際ぎわに身を潜ひそめている。

　純白の大理石が敷しかれた広場の左右には、ギリシャふうの円柱が立ち並ぶ回かい廊ろうがあり、レオニーズのメンバーは東側の回かい廊ろうに集まっていた。琴と雪ユキが歩み寄っていくと、最初に気付いた大おお柄がらなアバターが低い声で挨あい拶さつしてくる。中ちゆう堅けんメンバーのフロスト・ホーンだ。

「コバさん、マガさん、おはようございます」

「おはよう、ホーン。みんなも」

　雪が挨あい拶さつを返すと、ウッスウッスと野太い声が重なって響ひびく。もともとレオニーズはＦ型が少ないレギオンなのだが、いま集合している十二、三人は全員が男だ。この環かん境きようにもとっくに慣れたが、時々は女性率の高いレギオンが羨うらやましくなることもある。

「まだ二時間以上あるから、楽にしていていいぞ。全員寝ね不ぶ足そくだろうから、仮か眠みんを取りたい者はそのへんで寝ておけ」

　琴がそう言うと、ホーンの隣となりに進み出てきた小こ柄がらなアバターが若々しい声で応じた。

「ナイトの大将を助ける大事な作戦なんすよ、寝てられないす！」

　琴や雪のような和風デザインの装そう甲こうを持つアバターの名前は、《セルリアン・ランナー》。主武器も小こ振ぶりではあるが日本刀タイプで、将来はひとかどの剣けん豪ごうになるという目標を立てているらしいが、惜おしむらくは頭を覆おおうアーマーのデザインがいわゆる陣じん笠がさなので、どうしても侍さむらいというより足軽のイメージになってしまう。

　だがランナーという名前のとおり、まだレベル５ながら足の速さはレオニーズでも上位で、このまま伸びていけばいずれは面おも白しろい戦い方ができるようになるかもしれない。そんな若手のホープを、琴は厳いかめしい声で諭さとした。

「いまからそんなに入れ込んでいたら本番まで保もたんぞ。休める時はしっかり休むのも仕事のうちだ」

「……はい！」

　素す直なおに頷うなずいたランナーが、何やら反対側の回かい廊ろうのほうをちらちら見ているので、雪が問とい質ただす。

「何か気になるのか？」

「あっ、えーと……実はぼく、あっちにいる《ヘリオスフェア》のファンでして……サイン貰もらってきていいっすか？」

「…………」

　ヘリオスフェアというのは、プロミネンス所属のＦ型三人組によるアイドルユニットで、なかなか人気があるらしい──ということくらいは琴も知っている。

「……好きにしろ」

　ため息交じりに許可すると、近くにいたフロスト・ホーンが割り込んできた。

「あっ、じゃあオレも行ってきます」

「えっ、ホーンさんもヘリスフ好きなんすか!?」

　即そく座ざに反応したランナーの肩かたを、ホーンががしっと抱だく。

「言っとくけどオレ、ファーストライブから行ってんだかんな。お前、だれ推おし？」

「そりゃもちろん、リーダーのブレイズ・ハートさんっす！」

「オレ、フリーズ・トーンちゃん推おし」

「あー、フリーズさんもイイっすよね」

「さっさと行こうぜ。お前が声掛かけろよ」

「えーっ、ホーンさんお願いしますよー」

　などと語らいながら足早に遠ざかっていく二名を、琴コトは無言で見送った。雪ユキと同時にかぶりを振ってから、改めて広場を見回す。

　北側、防ぼう衛えい省しようビルの正面エントランス付近に固まっている最大の集団はグレート・ウォール。南東の隅すみにはオーロラ・オーバル。南西にはクリプト・コズミック・サーカス。そして西側の回かい廊ろう内部にはプロミネンスと、そのすぐ近くにネガ・ネビュラス。

　琴は雪に「ここは頼たのむ」と囁ささやきかけ、回かい廊ろうを出ると広場を横断し始めた。向かう先には、琴と雪が加速世界最大のライバルと見なす《鉄てつ腕わん》スカイ・レイカーの姿がある。

　合がつ併ぺいしたプロミネンスのメンバーを含ふくめずとも、いつの間にかそれなりの規模に育ったネガ・ネビュラスはすでに五人以上が集まっていた。だがそこに、今日の作戦のキーマンであるシルバー・クロウは含ふくまれていない。

　琴の接近に近付いたレイカーが車くるま椅い子すごと反転し、右手を白い帽ぼう子しの鍔つばに触ふれさせた。

「おはよう、コバルト。今日はよろしくね」

「ああ。──クロウはまだ来ていないのか？」

「ええ、でも心配ないわ。時間までには必ず来るから」

　レイカーがそう言い切ると、背後のシアン・パイルやライム・ベル、アーダー・メイデンたちが揃そろって頷うなずいた。

　全員が、クロウを強く信しん頼らいしているのだ。それはしっかり伝わったが、琴の胸にわだかまる不安は消えない。シルバー・クロウはこういう時、充じゆう分ぶん過ぎるほど余よ裕ゆうを持って集合するタイプではなかったか。

「……疑っているわけではないが、今日の作戦はクロウが不可欠なのだ。誰だれか、念のため彼の家まで迎むかえに……」

　行ったほうがいいのではないか、というところまで口に出すことはできなかった。

　突とつ然ぜん、西のほうでズズーンと重い衝しよう撃げき音おんが響ひびいたのだ。

「何だ!?」

　琴コトが叫さけんだ時にはもう、レイカーが車くるま椅い子すを広場南のゲート目め掛がけてダッシュさせていた。慌あわてて追いかけると、各レギオンの集団からも幹部たちが走り出てくる。レイカーに続いて靖やす国くに通どおりに飛び出し、西を見る。

　再び、地面が震ふるえる。

　両足を踏ふん張ばった琴は、広い道路を曙あけぼの橋ばし駅えき方面から接近してくる巨きよ大だいな影かげを見た。

「エネミー！」

　叫さけぶと、左側でレイカーも珍めずらしく焦あせりの滲にじむ声を出す。

「しかもあれは巨獣ビースト級きゆうの……《フレイムブローワー》ね」

　地じ響ひびきを立てて猛もう進しんするのは、全高七、八メートルはあるであろう甲こう殻かく類るい型がたのエネミーだ。ダイオウグソクムシを思わせる巨きよ体たいの下部からは頑がん丈じような脚あしが無数に生え、細長い複眼の下では先細りの口こう吻ふんが揺ゆれている。いかにも獲え物ものを刺しそうな形をしているが、炎を噴く者フレイムブローワーの名前のとおりあれは──。

　突とつ然ぜん、エネミーが口こう吻ふんを持ち上げた。

　狙ねらっているのは、二十メートルほど前を必死に走る三体のデュエルアバターだ。一人はレオニーズのメンバーで、他の二人はグレート・ウォールだと思われる。恐おそらく、防ぼう衛えい省しようを目指す道中で、運悪く巨獣級を引っかけてしまったのだろう。

「横に跳とべ!!」

　琴が叫さけぶと、三人が道路の左右に身を躍おどらせた。直後、エネミーの口こう吻ふんから、眩まばゆいオレンジ色の炎ほのおが放射された。

　シュゴオオオッ！　という耳みみ障ざわりな燃ねん焼しよう音おんとともに十メートル以上も伸びた炎ほのおは、靖国通りの路面を一直線に舐なめ、高々と火柱を噴ふき上げた。ぎりぎりで回かい避ひが間に合った三人は、再び立ち上がって走り始めるが、フレイムブローワーは走りながら炎ほのおを噴ふいたのでかなり距きよ離りを詰つめられてしまっている。次の噴ふん射しやを避さけるのは困難だろう。

「──マンガン、行くぞ！」

　琴が叫さけぶと、雪ユキが「応！」と返した。愛刀の柄つかを握にぎり、同時に地面を蹴ける二人を、他のレギオンの幹部たちも追ってくる。

　ハイランカーが十人以上も揃そろえば、いかに巨獣級といえども敵ではない──と思いたいが、ことはそう単純ではない。フレイムブローワーは体内に大量の燃料を蓄たくわえていて、下手に殻からを破は壊かいするととんでもない大だい爆ばく発はつを引き起こす。巻まき添ぞえ死を避さけるために充じゆう分ぶんに距きよ離りを取って遠えん距きよ離り火力で蜂はちの巣すにするのが定石だが、いまはその手は使えない。北きたの丸まる公こう園えんにオシラトリ・ユニヴァースの監かん視し要員がいたら、たった二キロしか離はなれていない防衛省付近での大だい爆ばく発はつに気付かないはずがないので、何かを仕し掛かけるための時間を与あたえてしまう。

「おい、どうすんだコバマガ！」

　琴コトたちの全力ダッシュに追いついてきた誰だれかに名前を呼ばれ、右を見ると、そこにいたのは二代目赤の王スカーレット・レインだった。琴たちの七割ほどの背せ丈たけしかないのに、走行速度にはまだまだ余よ裕ゆうがありそうだ。

「あれ、下手に手出しできねーヤツだぞ！」

「無論承知！」

　レインの懸け念ねんに、マックスの早口で言い返す。

「我々がブローワーのタゲを取って引ひき離はなし、遠くで撒まいてくるから、王は広場に戻もどってもらいたい！」

　七王会議でたった一人無限ＥＫにならなかった赤の王は貴重な戦力なのだから危険なことはしないでくれ、という意図で発した言葉だったが、レインはいっそう走るスピードを上げて琴の前に出ようとする。

「へん、やなこった。だいたい、巨獣ビースト級きゆうは簡単に釣つれねーことぐらいコバも知ってんだろ!?」

　確かにその通りだ。エネミーは上位になるほど高度なＡＩを与あたえられていて、生半可なヘイトコントロールは通用しない。琴たちが脚あしに一ひと太刀たち浴びせたくらいでは釣つり目的だと見抜き、前進を止めないだろう。

　もう、突とつ進しんしてくるフレイムブローワーとの距きよ離りは百メートルもない。エネミーが再び口こう吻ふんを掲かかげ、目の前を必死に走る三人に狙ねらいを定める。間合いを詰つめられているので、横に跳とんでも頑がん丈じような脚あしで蹴け散ちらされてしまう。

　仮にここで不運な三人を見殺しにしても、彼らは作戦開始前に蘇そ生せいできる。だがそれをしたら琴たちは、仲間を容よう赦しやなく捨すて駒ごまにする加速研究会と同じところまで堕おちる。

　琴と雪ユキは、愛刀の柄つかを握にぎる右手に力を込めた。

　二人が共通して持つ必ひつ殺さつ技わざ《レンジレス・シージオン》は、剣を鞘さやに収めて柄つかを握にぎるという溜ため動作を続ければ続けるほど射程と威い力りよくが増大する。今回は儀ぎ仗じよう広ひろ場ばを飛び出してからいままで数十秒しか溜ためていないが、ブローワーまではギリギリ届くはず。

　だが、二人が抜ばつ刀とうするよりも早く、赤の王が目にも留まらないクイックアクションで左ひだり腰こしの拳けん銃じゆうを抜いた。ピュピュン！　と連射された光こう弾だんは、見事な照準エイムでブローワーの口こう吻ふんを直ちよく撃げき。エネミーが法ほ螺ら貝がいのような怒ど声せいを上げながら仰のけ反ぞる。火か炎えん放射用の口こう吻ふんは見た目より遥はるかに頑がん丈じようで破は壊かいは容易ではないが──そして破は壊かいしても炎ほのおを噴ふけなくなるわけではないが、一定以上の威い力りよくの攻こう撃げきを当てると数秒間だが行動遅延デイレイさせることができる。

　フレイムブローワーの突とつ進しんが減速した隙すきを逃のがさず、狙ねらわれていた三人はまさしく脱だつ兎との如ごとき走りで距きよ離りを取り、琴たちに合流しようとした。だが二人はさっと左右に分かれると、後方を指差した雪が叫さけんだ。

「このまま防ぼう衛えい省しようまで走れ！」

「は……はい！」

「マジすんませんす！」

「あと頼たのみます！」

　口々に叫さけび返した三人が、靖やす国くに通どおりを転がるように逃げていく。

　琴コトと雪ユキは急ブレーキを掛かけると、仲間たちに指示した。

「散開して通りを塞ふさげ！」

「耐たい火か能力を持っている者は前に！」

　打てば響ひびく反応で、背後を走っていたアバターたちが左右に広がる。顔ぶれを確かめると、レインの他は黒のレギオンのスカイ・レイカーとアクア・カレント、紫のレギオンのアスター・ヴァインとモーヴ・ワイヤー、緑のレギオンのアイアン・パウンドとサンタン・シェイファー、赤のレギオンのブラッド・レパード、黄のレギオンの……あれは確か、タンジェリン・リンガーとサックス・ローダーか。

　これだけの猛も者さが揃そろえば、フレイムブローワーの硬かたい殻からを割ること自体は難しくない。だがそれではエネミーが大だい爆ばく発はつしてしまう。ならば結論は一つ。

「──爆ばく発はつさせずに倒たおす！」

　琴が宣言すると、左のほうでアイアン・パウンドが呻うめいた。

「マジかよ……このメンツでも一時間かかるぞ……」

「王たちの救出に万ばん全ぜんを期すためだ、やるしかない！」

　雪の言葉に、パウンドを含ふくむ全員が頷うなずく。口でどう言おうと、この中に救出作戦を楽に済ませようなどと考えている者は一人もいないのだ。

　仰のけ反ぞりから立ち直ったフレイムブローワーが、十二人の前で脚あしを止めた。口こう吻ふんの脇わきにある鋭するどい大おお顎あごをゆっくり開閉させ、漆しつ黒こくの複眼に複雑なパターンの光を走らせる。

　ブローワーの全身を包む甲こう殻かくは薄うすい赤色だが、頭部にある盾たて形がたの堅けん甲こうだけは黒に近い深しん紅くで、そこが真の弱点だ。深しん紅くの堅けん甲こうを砕くだくと中ちゆう枢すう神しん経けい核かくが剝むき出しになるので、それを破は壊かいすれば爆ばく発はつさせずに倒たおすことができる。その場合はバーストポイントの他にも稀き少しような素材アイテムや強化外装をドロップする可能性があるため、根気強いエネミー狩がりパーティーなら狙ねらうこともあるのだが、堅けん甲こうは有り得ないほど硬かたい。ハイランカーの必ひつ殺さつ技わざでもほんの少し削けずれる程度で、三十人規模のパーティーでも砕くだくまでに四～五時間、現在の加速世界の最強戦力──もちろん王を除いてだが──と言っていいこのメンバーでも一時間かかるというアイアン・パウンドの見積もりはかなり正確だろう。

　それでも、やらなくてはならない。

「遠隔型シユーターは、額の堅けん甲こうをひたすら削けずってくれ！　近接型アタツカーは脚あしの攻こう撃げきを防ぼう御ぎよしつつ口こう吻ふんを狙ねらえ！　火か炎えん放射が来たら縦と横のモーションを見み極きわめて回かい避ひ、防御型タンクはとにかくシューターを守れ！」

　琴の指示に、全員が「おう！」と声を揃そろえた。

　弱点の堅けん甲こうは、地上から五メートル近くも高いところにあるので、残念ながら琴コトと雪ユキの通常攻こう撃げきは届かない。それでも、広場を出てからずっと溜ため続けている《レンジレス・シージオン》を一発ずつ撃うち込むことはできる。

　──行くぞ、雪！

　──いつでも、琴！

　アイコンタクトで意思疎そ通つうすると、二人は足を大きく広げ、腰こしを落とした。

「「レンジレス……」」

　完かん璧ぺきに同期した技わざ名めい発はつ声せいは、しかし、思わぬ方向からの声に中断させられた。




「それ、待った!!」




　びいんと響ひびく声が放たれたのは、フレイムブローワーの後方。しかし十人の仲間は、まだ誰だれも回り込んだりしていない。

「「!?」」

　仰ぎよう天てんした琴と雪は、技わざ名めいを中断してアイレンズを見開いた。

　靖やす国くに通どおりはエネミーの巨きよ体たいに半分隠かくれてしまっているが、合かつ羽ぱ坂ざか下したの交差点あたりで緩ゆるく左にカーブしているのでぎりぎり見えた。路面を擦こするほどの低空を、何かが凄すさまじいスピードで突とつ進しんしてくる。

　走っているのではない。大きく広げられた二枚の翼つばさが、月光を反射してきらりと光る。滑かつ空くうではなく自力飛行できるバーストリンカーは、広大な加速世界にたった二人だけ。その一人であるスカイ・レイカーは、琴の右側で身構えている。ならばあれは──。

「カラス君」

　呟つぶやいたのは雪なのか、それとも自分なのか。

　立たち尽つくす二人の視線の先で、飛行アバターは翼つばさの先せん端たんを路面に擦こすりながらカーブを抜け、フレイムブローワーの背後に迫せまった。エネミーが気付き、口こう吻ふんを向けようとする。だがその時にはもう、アバターはエネミーの側面ギリギリをすり抜け、長い口こう吻ふんをくぐって上じよう昇しよう。空中に焦こげ痕あとを残すほどの鋭えい角かくターンを決めて頭部の堅けん甲こうに迫せまる。

　白銀の飛行アバター──シルバー・クロウが、左ひだり腰こしに装備された長ちよう剣けんの柄つかを握にぎった。

　無茶だ、と琴は思った。盾たて形がたの堅けん甲こうは、そこだけなら神獣レジエンド級きゆうをも上回る強度を備えているのだ。あれほどの勢いで斬きりつけたら跳はね返かえってくる衝しよう撃げきを吸収しきれず、剣を落とすか地面に墜つい落らくしてしまう。

　しかし。

　クロウが鞘さやから抜き放った剣は、深しん紅くの堅けん甲こうに当たっても火花一つ散らさず、そのまま右に振り抜かれた。切っ先が弧こを描えがいて跳はね上がり、糸のような銀光を引いて振り下ろされる。

　奇き妙みような剣けん筋すじだった。琴コトの目でも捉とらえるのがやっとのスピードなのに、堅けん甲こうに触ふれた瞬しゆん間かんだけわずかな溜ためがあり、そこから一いつ切さいの抵てい抗こうを感じさせずにぬらりと切きり裂さいたのだ。

　あんな剣を見たのは初めて……、いや、昔どこかで見たような気がする。ずっとずっと昔、まだ琴と雪ユキがやっと無制限中立フィールドに入れるようになったばかりのミドルランカーだった頃ころ──。

　刹せつ那なの想念を断たち切きり、琴は叫さけんだ。

「堅けん甲こうが割れる！　射しや撃げき用意！」

　シルバー・クロウが、左へと飛び去った。

　盾たて形がたの甲こう羅らに十字の光が走り、内側から押し上げられるように四つに分かれて吹ふき飛とんだ。露あらわになった、巨きよ大だいなクラゲのごとき中ちゆう枢すう神しん経けい核かくが不気味な紫の光を放つ。

「撃うてッ！」

　という琴の指示を受けて、赤の王を初めとする遠えん隔かくタイプが色とりどりの光こう弾だんを連射した。不慣れなパーティーだと、ここで焦あせって的を外し、胴どう体たいを撃うち抜いて爆ばく発はつさせてしまうこともあるが、さすが各レギオンの猛も者さたちだけあって誤射はただの一発もなく、全ての弾たまが神しん経けい核かくに吸い込まれた。

　激しく蠕ぜん動どうした神しん経けい核かくが、風船のように真ん丸く膨ふくらみ、光る粘ねん液えきを撒まき散ちらして爆はぜた。三段の体力ゲージが瞬しゆん時じにゼロになり、複眼から光が薄うすれ、何度か明めい滅めつして消えた。無数の脚あしが力を失い、巨獣ビースト級きゆうエネミー・フレイムブローワーは、その巨きよ体たいを路面に沈しずみ込ませた。

　直後、エネミーの体が膨ぼう大だいな数のパーティクルを振りまいて四散すると、バーストリンカーたちは控ひかえめな快かい哉さいを叫さけんだ。琴も思わず左手で小さなガッツポーズをしてから、柄つかを握にぎる右手はそのままに、飛び去ったシルバー・クロウを探した。

　フレイムブローワー撃げき破はの立役者は、靖やす国くに通どおりの端はしで琴たちに背を向けて立ち、長ちよう剣けんを鞘さやに収めているところだった。クロウ！　と呼びかけようとして──。

　琴は、隣となりの雪と同時にぴたりと全身を静止させた。

「……あれは、本物のシルバー・クロウか？」

　妹の囁ささやき声ごえに、しかし琴は答えられない。まったく同じ疑念を感じたからだ。

　華きや奢しやなフォルム。白銀の金属装そう甲こう。そして何より、背中に折おり畳たたまれた一いつ対ついの翼つばさ。見慣れたシルバー・クロウの姿そのものなのだが、雰ふん囲い気きがどこか……あたかも、琴たちよりも遥はるかにベテランの古こ豪ごうハイランカーでもあるかのような……。

　固まる二人を、スカイ・レイカーとアクア・カレントが追い抜いていく。「鴉からすさん！」というレイカーの声に、クロウが振り向く。

　途と端たん、奇き妙みような雰ふん囲い気きは煙けむりのように消え去り、クロウはどたばたした足取りでレイカーたちに走り寄った。二人の前で直立不動になり、ぺこりと頭を下げる。

「すみません師し匠しよう、遅おそくなりました！」

「心配してたのよ、いったいどこで何をしていたの？」

「いやー、修しゆ業ぎようのお代わりというか、仕上げというか……」

「こんな直前まで修しゆ業ぎようさせられたの!?　あの女、今度吊つるしてやるわ」

「ちちち違ちがいます！　これは僕が自主的に居残りしただけで……」

　ぽりぽりヘルメットを搔かくクロウを、カレントがねぎらう。

「でも、彼女の剣はマスターできたみたいだから、修しゆ業ぎようした甲か斐いはあったと思うの」

「いえ、マスターなんてとても……ようやく階段を一段上れたかどうかって感じで……」

　そこで我が慢まんできなくなり、琴コトはレイカーの肩かた越ごしに問いかけた。

「クロウ、何やらバタバタしているようだが、今日の作戦には参加できるんだろうな？」

　琴コトを見たクロウは再び背筋を伸ばし、はっきりした動作で頷うなずいた。

「もちろんです、コバルさん！」

　言葉は頼たのもしいが、近くで見ると金属装そう甲こうには無数の小傷が刻まれ、黒くろ錆さびが浮ういている箇か所しよすらある。

「……だいぶ疲つかれているようだが、少しなら作戦の開始時間を遅おくらせることも可能だぞ」

　つい慣れない気き遣づかいをしてしまったが、クロウは小さくかぶりを振った。

「いえ……たぶん、僕はいま、何て言うか……ある種のゾーンみたいなものに入った状態だと思うんです……」

　それを聞いた雪ユキが、横から口を挟はさむ。

「ゾーン？　さっき、フレイムブローワーの堅けん甲こうを斬きれたのはそのせいか？」

「たぶん、そうだと思います。これ、一回寝ちゃうともう入れないと思うんで、このまま本番に挑いどみます」

　そう答えたクロウの全身に、一いつ瞬しゆんだけ古こ豪ごうのオーラが戻もどった──ような気がした。いったいどんな修しゆ業ぎようをしてきたのか、レイカーが言っていた《あの女》とは何者なのか、気になることは山ほどあるがいまは問とい詰つめている場合ではない。シルバー・クロウが集合時間に間に合い、アタッカーを務められるというのなら、万ばん全ぜんのサポート態勢を整えるのが琴と雪の仕事だ。

「……解わかった。それでは予定どおり午前五時ジャストに作戦を開始する。せめてそれまで、体を休めるがいい」

「さっきの技わざの冴さえ、本番でも期待しているぞ、クロウ」

　それだけ告げて二人が踵きびすを返かえすと、遠巻きにしていた他レギオンのメンバーたちがいっせいにクロウを取り囲んだ。ねぎらったりからかったり問とい質ただしたりする連中をレイカーがガードする声を聞きながら、琴と雪は防ぼう衛えい省しようの儀ぎ仗じよう広ひろ場ばに戻もどるべく、月夜の靖やす国くに通どおりを歩き続けた。全身を包む不思議な高こう揚よう感かんは、巨獣ビースト級きゆうエネミーを撃げき破はしたせいだけではないように思えた。
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　ハルユキは、予定の百二十五日が経過しても、現実世界には戻もどらなかった。

　最終日にセントレア・セントリーだけをポータルから送り出し、ホームサーバーのアクセスコードを伝えて、自動切断タイマーを解除して貰もらったのだ。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメたちと相談して決めたスケジュールでは、午前四時半にいったんバーストアウトし、トイレにいったり水分補給をしたりしてから五時十秒前に改めてダイブする予定だった。だが休きゆう憩けいを諦あきらめて無制限中立フィールドに残れば、五百時間──二十日と二十時間を追加の修しゆ業ぎように充あてられる。

　セントリーにその決断を伝えた時は、九割がた反対されるだろうと予測していた。しかし、ハルユキの話を聞き終えたセントリーは、三秒ほど考えてから「好きにしろ」と言ってくれた。そのうえ、ハルユキに桜おう夢む亭ていの合あい鍵かぎまで貸してくれたのだ。鍵かぎと引ひき換かえに、野獣ワイルド級きゆう以上のエネミーと戦わないことと、北きたの丸まる公こう園えんには絶対近付かないことの二つを約束させられたが、もとよりそんな真似まねをするつもりはまったくなかった。

　桜夢亭に一人残ったハルユキは、それまでと同じ愚ぐ直ちよくな修しゆ業ぎようを繰くり返かえした。セントリーとの立ち合いはできなくなってしまったので、そのぶん素す振ぶりを千回増やした。

　結局、四ヶ月が過ぎてもセントリーの装そう甲こうに傷をつけることはできなかったが、焦あせる気持ちはいつの間にか消えていた。ハルユキは天才でもなんでもないし、ましてや選ばれた勇者などではない。加速世界唯ゆい一いつの完全飛行型と言われているうちにいつしか勘かん違ちがいしていたのだが、飛行アビリティは利点もあるし欠点もある、無数に存在するアビリティの一つでしかないのだ。

　だから、真の達人であるセントレア・セントリーに、たった四ヶ月の修しゆ業ぎようで並べないことを嘆なげくのは思い上がりも甚はなはだしい。泣いている暇ひまがあったら一回でも多く剣を振ろうと決めて、ハルユキはひたすら修しゆ業ぎように打ち込んだ。小獣レツサー級きゆうエネミーとの実戦では、セントリーが見せてくれた《合ごう》を試ためしてみたりもしたが特に効果もなく、《極きよく》──極きよく微びに極大を重ねるというオメガ流の基き礎そ理論──もうまくいったりいかなかったりで、時には死んでまた蘇そ生せいした。

　それでも、一人の修しゆ業ぎようを始めてから二週間が経過した頃ころ。桜夢亭の前庭で素す振ぶりをしていたハルユキはふと、いままで感じなかったある種の感覚に届いたような気がした。ルシード・ブレードの切っ先が空気を切きり裂さく感覚を、掌てのひらではなく剣そのもので感じたのだ。まるでアバターの神経が、掌てのひらから柄つかに入り込み、刀身を通って切っ先まで伸びているかのような。

　素す振ぶりを続けるほどにその感覚は強くなり、変化し、弱まり、また強くなった。ハルユキはエネミーと戦いに行くのをやめて、桜の花びらが舞まい散ちる庭でひたすら愛あい剣けんを振り上げ、振り下ろした。

　いつしかハルユキの前には、あの鋼こう球きゆうが出現していた。直径二メートルの、鈍にぶく輝かがやく鋼鉄の真球。自力でハイエスト・レベルにシフトしようとした時に繰くり返かえし斬きりつけた、想像上のオブジェクト。

　ハルユキは、自分が生みだした鋼こう球きゆうに新たなイメージを上書きした。磨みがき抜かれた鋼鉄から、荒あら々あらしい切せつ削さく痕こんが残るタングステンに。《超ちよう硬こうの狼おおかみ》ウルフラム・サーベラスが身にまとう、オメガ流の《極きよく》さえも跳はね返かえすであろう加速世界最強の装そう甲こう材ざい。

　その日からハルユキは、巨きよ大だいなタングステン球を相手にルシード・ブレードを振り続けた。食事も休きゆう憩けいもせず、限界が訪おとずれると玉たま砂じや利りに倒たおれ込んで眠ねむり、起きるとすぐさま剣を握にぎった。刀身に神経が通うような感覚は徐じよ々じよに研とぎ澄すまされ、タングステン球に剣けん尖せんが衝しよう突とつするたびに鋭するどい痛みが頭の芯しんまで走った。

　そこで、斬ざん撃げきのスピードを落とさずに余計な力だけを削そぎ落としていった。すると何百回に一回だけ、ひときわ澄すんだ金属音を伴ともなう、まったく痛みが来ない一いち撃げきが放てるようになった。貫ぬき手てで鋼鉄の装そう甲こうを突く時と同じだ。全身の動きとタイミングが、関節一つに至るまで完かん璧ぺきに嚙かみ合あった一いち撃げきは、エネルギーを全て対象に伝えてバックラッシュを生まない。

　毎日何千回と剣を振るたびに、会心の一いち撃げきは少しずつ増えていった。それでもタングステン球はまったく傷つかず、最初にイメージした時の姿で桜おう夢む亭ていの庭に鎮ちん座ざし続けた。今度こそ本当の最終日となる百四十五日目、十回連続で会心の一いち撃げきを成功させると、ハルユキは灰色の球体をそっと撫なでて別れを告げ、桜夢亭を出た。前日の変へん遷せんで、ステージは《月光》に変わっていた。

　集合場所の防ぼう衛えい省しように向かうには外がい苑えん東ひがし通どおりを南下するのが最短コースだが、大型エネミーと遭そう遇ぐうする危険があるので裏道を選んで南下し、曙あけぼの橋ばしでようやく靖やす国くに通どおりに合流したら、前方で巨獣ビースト級きゆうエネミーと見慣れたバーストリンカーたちが対たい峙じしていた──というわけだ。

　難敵フレイムブローワーとは、以前に一度だけ戦ったことがあった。無む我が夢む中ちゆうで戦場に飛び込み、弱点の堅けん甲こうを《極》で切断したのだが、その時ハルユキはようやく自分がいつもの自分ではないことに気付いた。恐おそるべき耐たい久きゆう度どを与あたえられているはずの堅けん甲こうが、まるで硬かためのゼリーか何かのように感じられたのだ。これが、タングステン球相手に何日もイメージトレーニングをし続けたことによる一種の覚かく醒せい状態なら、絶対に長続きしない。

　そう強く確信した上で、ハルユキはコバルト・ブレードにこのまま本番に挑いどむと伝えたのだが──。




「あーあーあー、始める前からなんでこんなに傷だらけ錆さびまみれになってんのよ！」

　集合場所の防衛省儀ぎ仗じよう広ひろ場ばに辿たどり着ついたハルユキを迎むかえたのは、ライム・ベルのそんな[image: 叱]しかり声ごえだった。

「これ、体力ゲージ減ってるんじゃないの!?　残り何割!?」

「い……いや、見た目ほど減ってないよ。この傷とか錆さびは、砂じや利りの上で寝たり腐ふ蝕しよく林りんステージで雨ざらしになったりしたやつだから……」

「はあ!?　なんでそんなことしてんのよ！　せめてあと一時間、ここで寝ときなさい！」

　幼おさな馴な染じみにそう命令されれば、強きよう硬こうに拒きよ否ひもできない。隣となりに立っているシアン・パイルに目で救いを求めるが、友は無言で首を振るのみ。

　どうしたものかと思っていると──。

「鴉からすさん、ちょっといいかしら？」

　スカイ・レイカーに呼びかけられ、ハルユキは横を見た。車くるま椅い子すに腰こし掛かける白ワンピースのアバターは、同色の帽ぼう子しを傾かたむけながら続けた。

「私の知る限り加速世界にシステム的な《ゾーン》なんてものは存在しないし、それが当人の精神状態に由来するものなら一時間どころか何秒も持続しないわ。もし鴉からすさんがいま、何かを摑つかんだと感じているなら、それはちょっと仮か眠みんしたくらいで消えたりしないわよ」

「……で、でも……」

　左手でルシード・ブレードの柄つかに触ふれながら、しぶとく抗こう弁べんする。

「……僕、先せん輩ぱいを助けるために、できることは全部したいんです。ほんとは、剣を鞘さやに収めるのも嫌いやなくらいなんです。あと一時間あるなら、寝るより素す振ぶりしてたほうがずっといいです」

　それを聞いたレイカーは、小さくため息をついてから何かを言おうとした。しかしそれより早く、幼いが毅き然ぜんとした声が響ひびいた。

「クーさん。万ばん全ぜんを期するというなら、いまは休むべき時なのです」

　視線を動かすと、アーダー・メイデンがつぶらなアイレンズでまっすぐハルユキを見つめている。

「メイさん……」

「これは助言ではなく《四元素エレメンツ》としての命令なのです！」

　そう言い切ると、メイデンは回かい廊ろうの円柱を背に正座し、深しん紅くの袴はかま型がた装そう甲こうに包まれた自分の膝ひざを叩たたいて「ん！」と言った。

「んって……」

「ん!!」

「…………」

　再びタクムを見ると、今度はチユリと同時にこっくり頷うなずく。もはやこれまでと観念したハルユキは、謡ウタイの隣となりで横になると、頭を小さな膝ひざに乗せた。

　──こんな状じよう況きようで眠ねむれるわけないよ！

　と思ったのだが──。

「……春はる霞がすみ、たなびきにけり久ひさ方かたの、月の桂かつらも花や咲さくらむ」

　謡が囁ささやくような声でそう吟ぎんじた途と端たん、暖かな風が吹ふいてハルユキの顔を撫なでた。花の香かおり。うららかな日差し。意識がすうっと深いところに吸い込まれていく。

　すぐにハッと両目を開け、いかんいかん本当に寝てしまう、と瞬まばたきを繰くり返かえしたのだが。

「よく寝ていたのです、クーさん」

　膝ひざ枕まくらを貸してくれている謡ウタイがそんなことを言うので、ハルユキはあどけないフェイスマスクをまじまじと見上げた。

「え……僕、一いつ瞬しゆんうとっとしたくらいで……」

「何言ってんのクロウ、メイちゃんの膝ひざで五十分もぐーすか寝てたんだよ！」

　上空からチユリにそう言われ、「ええ!?」と跳はね起おきる。

　すると確かに、広場に集つどうデュエルアバターの人数が膝ひざ枕まくらしてもらう前から倍近くも増えているし、何より頭が噓うそのようにすっきりしている。五十分どころか、八時間たっぷり寝た後のようだ。

　慌あわててルシード・ブレードの柄つかを握にぎるが、例の接続感覚が途と切ぎれてしまった感じもしない。ハルユキの《ゾーン》に関しては、楓フウ子コの言葉が正しかったようだ。

　その楓子はどこに行ったのかと見回すと、儀ぎ仗じよう広ひろ場ばの中央で、他のレギオンの責任者たちと何やら話し合っている。ハルユキは正座したままの謡に向き直り、自分も正座してからぺこりと頭を下げた。

「あの……メイさん、ほんとにありがとうございました。すごくすっきりしました」

「それは良かったのです。またいつでも膝ひざ枕まくらしてあげます」

「は、ハイ、よろしくお願いシマス……」

　ハルユキがもごもご答えると、チユリの後ろでプチ・パケ三人組がくすくす笑い声を上げた。首を縮め、更さらに視線を巡めぐらせる。マゼンタ・シザーも三人の隣となりに立っているが、レギオンマスターたるブラック・ロータスは当然いないし、セントレア・セントリーの姿もない。きっと、黒クロ雪ユキ姫ヒメと一いつ緒しよに現実世界に残ったのだろう。

　代わりに、あと一人、作戦前にどうしても会っておきたかった相手が姿を現していた。

「……リード！」

　叫さけぶと、ハルユキはつんのめりながら立ち上がり、チユリとタクムの隣となりにいる紺こん碧ぺきの若武者アバターに駆かけ寄よった。気付いた若武者が、軽く会え釈しやくする。

「ああ、クロウさん。遅おそくなってすみま……」

「ごめん!!」

　相手の言葉を遮さえぎり、深々と頭を下げる。たっぷり三秒間そのままでいてからようやく顔を上げると、啞あ然ぜんとした様子のトリリード・テトラオキサイドと目が合う。

「……ど、どうしたんです、クロウさん？」

「だって……この前のレギオン会議で、リードにアタッカーを任せるって決まったのに、僕が自分の剣を強化しちゃったから……」

　するとトリリードは、凜り々りしいフェイスマスクに微笑ほほえみの気配を滲にじませた。両手を持ち上げ、ハルユキの肩かたをがしっと摑つかむ。

「鍛冶かじ屋やと遭そう遇ぐうした時の状じよう況きようは聞きましたよ、クロウさんの判断はベストです。謝あやまる必要なんかありませんよ」

「…………でも、剣の腕うで前まえじゃ、僕よりリードのほうがずっと上なのに……」

「いえ、私には解わかります。クロウさんは、今日のために大変な修しゆ業ぎようをしてきたのでしょう？　だいたい、いちばん危険なアタッカー役を横取りしたと言って謝あやまるのは、お人ひと好よしが過ぎるというものですよ」

　そう言ってもう一度笑うと、リードはハルユキの両りよう肩かたをもう一度軽く叩たたき、手を下ろした。隣となりに立つタクムも、ふふっと笑えみを漏もらす。

「まあ、そういうところがいかにもハ……クロウらしいんだけどね。ぼくにもクロウが真しん剣けんに剣の修しゆ業ぎようをしてきたんだってひと目で解わかったよ。ここに集まっているバーストリンカー全員が、きみに全てを託たくすことに何の異論も持っちゃいないさ」

「そう……かな……」

　小声で呟つぶやくと、いきなりチユリに背中をバーンと叩たたかれる。胸張んなさいよ、という意味であることは言われなくても解わかる。

　もしトリリードが、タクムが、そしてこの場の全員がハルユキを認めてくれたのだとしたら、それは全て四ヶ月もの長きにわたって親身に指導してくれたセントレア・セントリーのおかげだ。

　ハルユキは目を閉じると、世界の壁かべを越こえて、有アリ田タ家けのリビングにいるはずの瀬セ利リへと思念を送った。

　──ありがとうございました、師し範はん。僕、必ずインティの本体を斬きってみせます。

　もちろん返事はなかったが、桜の花びらが一枚、瞼まぶたの裏をすうっと流れた気がした。




　七月二十三日、午前五時。

　防ぼう衛えい省しよう儀ぎ仗じよう広ひろ場ばに集った五レギオン合計九十六名のバーストリンカーたちは、縦四列の隊形を組み、靖やす国くに通どおりを東へと移動し始めた。

　道路を大型エネミーが徘はい徊かいしていないことは、少し前に帰き還かんした斥せつ候こう──突とつ出しゆつした機動力を持つブラッド・レパードと、索さく敵てき力りよくに秀ひいでたマスタード・サルティシド──が確かく認にんしている。北きたの丸まる公こう園えんにオシラトリの監かん視し要員がいれば、この大集団の接近に気付かないはずがないが、即そく座ざに最も寄よりのポータルから現実世界に戻もどっても、仲間に連れん絡らくし、タイミングを調ととのえてダイブするのにどんなベテランリンカーでも最低十秒はかかる。こちら側では二時間四十六分四十秒。インティ攻こう略りやくは短期決戦にならざるを得ないので、もし成功すれば、王たちを蘇そ生せいさせて撤てつ退たいするのに充じゆう分ぶんな時間だ。

　百人近い大所帯なのに、お喋しやべりするメンバーはほとんどいなかった。月明りを浴びて、隊列はしずしずと進む。

　前方に外そと濠ぼりの水面が見えてきた時、ハルユキの右みぎ隣どなりを歩いていたアクア・カレントが、密ひそやかな声をぽつりと零こぼした。

「……思い出すの」

　しかしすぐに、「何でもない」と付け加える。

　何を思いだしたのか訊きこうとして、ハルユキは悟さとった。

　三年前──二〇四四年八月。マスターたる黒の王ブラック・ロータスが先代赤の王レッド・ライダーを全損させ、六大レギオンからの総そう攻こう撃げきが不ふ可か避ひとなった第一期ネガ・ネビュラスのメンバーたちは、黒の王の引退宣言を撤てつ回かいさせるべく帝てい城じよう攻こう略りやくに挑いどんだ。ハルユキはもちろん見ていないが、その時のメンバーたちも、《極光》ステージの夜空の下を帝てい城じよう目指して行進したのだという。

　だが、四方門を守護する超ちよう級きゆうエネミー《四し神じん》の強さは想像を絶するもので、四部隊に分かれて挑いどんだネガ・ネビュラスは、攻こう撃げき開始からわずか百二十秒で全ぜん滅めつした。アーダー・メイデンは南のスザク門で、アクア・カレントは東のセイリュウ門で、グラファイト・エッジは北のゲンブ門でそれぞれ無限ＥＫ状態に陥おちいり、西のビャッコ門を攻せめていたブラック・ロータスとスカイ・レイカーだけは、レイカーのゲイルスラスターによってどうにか離り脱だつに成功したが、レギオンは崩ほう壊かいし、黒の旗は加速世界から二年ものあいだ消え去った。

　あきらは、いま北きたの丸まる公こう園えんを目指しているこの隊列を、当時の行軍と重ね合わせたのだろう。そして自分が不ふ吉きつな未来を暗示してしまったことに気付き、撤てつ回かいした。

　不意に、あきらの右側で車くるま椅い子すを進ませる楓フウ子コが、左手を持ち上げてあきらの右手を握にぎった。ハルユキも反射的に右手を動かし、あきらの左手を握にぎった。水流装そう甲こうに覆おおわれたほっそりした手は、一いつ瞬しゆんぴくりと震ふるえたが、すぐに強く握にぎり返してくる。いちばん右にいた謡ウタイも楓子の手を握にぎり、四人が一ひと繫つながりになる。

　前を歩いていたチユリ、タクム、リード、ニコも手を繫つないだ。振り向くと、後ろに並んだ志シ帆ホ子コ、聖サト実ミ、結ユ芽メ、累ルイも同じようにしている。

　手て繫つなぎの波は、隊列の中央にいたネガ・ネビュラスから前後に広がり、他のレギオンのメンバーたちも楽しそうに、あるいは照れくさそうにそれぞれの手を握にぎり合わせた。

　四掛かける二十四の隊列は市いちヶが谷や橋ばしで外そと濠ぼりを渡わたり、白はく亜あの宮きゆう殿でんへと変じた靖やす国くに神じん社じやの前を通り過ぎた。緩ゆるやかな坂を上り、九く段だん坂さか上うえの交差点に達した時──ついに、それが見えた。

　道路の右側に広がる平面は、北の丸公園。

　そして、日本武道館が存在するはずの場所で赤々と燃えさかる大火球──神獣レジエンド級きゆうエネミー、太陽神インティ。もう彼ひ我がの距きよ離りは三百メートル程度か。セントリーと一いつ緒しよに偵てい察さつした時には感じなかったかすかな熱気が、アバターの装そう甲こう表面でちりちりと弾はじける。

　隊列の先頭にいたコバルト・ブレードが、さっと左手を──右手はまだ刀の柄つかを握にぎり続けている──上げた。九十六人がいっせいに足を止める。ハルユキの脳のう裏りに、出発直前に聞いたコバルトとマンガンの言葉が甦よみがえる。

『いいか、クロウ。ライム・ベルの必ひつ殺さつ技わざゲージを回復するためのシナジーは七系統ライン組んである。お前が寝ているあいだに試運転してみたが、七ラインをフルに稼か働どうさせても、シトロン・コールの連続照射時間は最長で七十三秒だった』

『離り脱だつのための時間も考えると、七十三秒を丸々使い切るわけにはいかん。六十秒が経過してもインティの核かくを斬きれなかったら、その時点で離り脱だつするんだ。最悪なのはお前まで無限ＥＫになってしまうことだ、そうなれば次の作戦を立てることもできないんだからな』

　六十秒。

　神獣レジエンド級きゆうエネミーの攻こう略りやく作戦としては途と轍てつもなく短いタイムリミットだが、オメガ流は一いち撃げきに全てを懸かける剣だ。ハルユキの《極きよく》がインティの核かくに通用するか否いなか、その結果は六十秒と言わずその半分で出るだろう。

　一昨日のレギオン会議で、楓フウ子コは言っていた。理想的にはゲージ回復シナジーを三系統作りたい、と。それを、大レギオンの幹部たちが知ち恵えを絞しぼって七系統も作り上げてくれたのだ。何としても期待に応えなくてはならない。

　手を下ろしたコバルト・ブレードが、凜りんとした声を響ひびかせた。

「ここからは心しん意いシステムも解禁する！　当然、四方八方からエネミーが寄ってくるだろうが、それはシナジーに組み込まれていない者が総力で撃げき退たいするから、シナジーチームとアタッカーは後ろを気にせず全力で作戦を遂すい行こうしてくれ！」

　続けて隣となりのマンガン・ブレードも叫さけぶ。

「すでに、各レギオンの連れん絡らく役やく五名が、北きたの丸まる公こう園えんの真東にある千ち代よ田だ区く役やく所しよのポータル前で待機している！　彼らはインティ撃げき破はを確かく認にんしたら即そく座ざに離り脱だつして王に連れん絡らく、王が蘇そ生せいし次し第だい、全員で護衛しつつ区役所に移動して順次離り脱だつ、作戦終しゆう了りようとする！　質問のある者は！」

　手を上げる者は一人もいなかった。ハルユキもいまさらコバルトたちに訊きくことはないが、代わりに隣となりのあきらに囁ささやきかけた。

「あの、うちの連れん絡らく役やくって誰だれがやってるんです？」

　答えたのは、あきらの向こうにいる楓子だった。

「アッシュよ。もう区役所で待機してるわ」

「え……り、じゃなくてアッシュさんが？」

「最初はプチ・パケ組の誰だれかに頼たのもうと思ったんだけど、ロータスとアッシュが鴉からすさんの家にお泊とまりするって連れん絡らくが来たから、急きゆう遽きよ任せたのよ。バーストアウトしてからメールを飛ばすより二秒くらいは早いだろうから好都合だわ」

　と微笑ほほえみながら告げる楓子の声に、何やら怖こわいものを感じてしまったハルユキはこくこく頷うなずいた。

　直後、隊列の前方で、コバルトが再び声を張り上げた。

「それではこれより、太陽神インティ攻こう略りやく作戦を開始する！　支援バフ能力を持っている連中は、ありったけ掛かけてくれ！」

　その指示を受けて、集団の各所から色とりどりの輝かがやきが湧わき上がる。アーダー・メイデンも右手の弓を扇おうぎに変え、しなやかに舞まった。皆みなの装そう甲こうを次々と光のベールが包み、染しみ込むように消えていく。

　バフが終しゆう了りようすると、続けてマンガンが叫さけんだ。

「このまま坂を下り、田た安やす門もんから公園に突とつ入にゆう！　シナジーチームが展開し次し第だい、アタック開始だ！　──行くぞ！」

　百人近いバーストリンカーたちは、鬨ときの声こえを上げる代わりに片手を高々と突き上げた。

　コバルトたちが振り向き、同じように左手を掲かかげると、さっと前に倒たおした。巨きよ大だいな隊列は、靖やす国くに通どおりを猛もう然ぜんと駆かけ下くだり始めた。

　二百メートル先で右折し、内うち濠ぼりに架かかる橋を渡わたって、壮そう麗れいなゲートに変じた田安門をくぐる。すると眼前に、いったん見えなくなった太陽神インティが再びその威い容ようを現す。

　大火球との距きよ離りはもう五十メートルもない。夜空から降り注ぐ月光は紅ぐ蓮れんの炎ほのおに搔かき消けされ、強きよう烈れつな熱波が空気を灼やく。インティの底部に触ふれる地面は真っ赤に溶とけたマグマの池となり、ぐつ、ぐつと不気味な音を響ひびかせる。

　それでもシナジーチームの精せい鋭えいたちは、臆おくせず白はく亜あの広場に展開すると、七つの小チームに分かれていっせいに必ひつ殺さつ技わざや心しん意い技わざの輝かがやきを迸ほとばしらせた。その中央で、ライム・ベルが左ひだり腕うでの強化外装《クワイアー・チャイム》を構える。

「いつでもいいよ、クロウ！」

　チユリの声に導かれ、ハルユキは両の翼つばさをいっぱいに広げた。更さらに後ろから、防衛チームに加わった仲間たちの声が背中を押す。

「任せたよ、クロウ！」

「クーさんなら絶対できるのです！」

「やっちゃえ、カラス君！」

　それらの声に、他のレギオンからの声せい援えんも重なった。ハルユキは大きく息を吸い、叫さけんだ。

「────行きます！」

　ルシード・ブレードの柄つかを握にぎり、地面を蹴ける。

　翼つばさを構成する十枚の金属フィンを震ふるわせ、フルスピードで飛ひ翔しようする。五人の王を即そく死しさせた直径二十メートルの大火球が、目の前に迫せまる。

　ハルユキが炎えん熱ねつダメージ圏けんに突とつ入にゆうするのと、

「シトロン・コ──────ル!!」

　チユリの技名発声が高らかに響ひびいたのはほぼ同時だった。

　信じられないほどの超ちよう高こう熱ねつが金属装そう甲こうを一いつ瞬しゆんで融ゆう点てんまで加熱する。体力ゲージが減り始める瞬しゆん間かん、背後からライムグリーンの光がハルユキを包む。

《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》ライム・ベルの必ひつ殺さつ技わざ《シトロン・コール・モード１》は、対象の時間を巻まき戻もどすことでどんなダメージも回復させるという、シルバー・クロウの飛行アビリティ以上に稀き少しような能力だ。そのぶん必ひつ殺さつ技わざゲージの消費も激しいが、他のバーストリンカーにゲージを回復して貰もらえれば、事実上の無敵状態を作り出せる──はずなのだが。

　巻まき戻もどしが始まっても、ハルユキの体力ゲージはじりじりと減り続けていく。その速度からすると、コバルトたちに告げられたタイムリミットの六十秒まで保もちそうにない。恐おそらく五十……いや四十五秒が限界か。

　────上等!!

　胸の裡うちでそう吼ほえると、ハルユキは両手持ちしたルシード・ブレードを高々と振りかぶった。

　渦うず巻まく核かく融ゆう合ごう炎えんの中へと突とつ入にゆうする。その隙すき間まに、インティ本体を拘こう束そくする棘とげの生えた冠かんむり──神器《ザ・ルミナリー》の荊けい冠かんがちらりと見える。

　あの冠かんむりを破は壊かいできれば、インティは白の王の支配下から脱だつし、本来の行動パターンに従ってどこかに転がっていくはずだ。それでも王たちは蘇そ生せいできるのだが、白の王は鍛冶かじ屋やＮＰＣのミスター・スミスを監かん禁きんし、ザ・ルミナリーに《炎えん熱ねつダメージ無効》の強化を施ほどこした。ならば同時に《物理ダメージ無効》の強化をしない理由はないし、そうであるなら恐おそらくオメガ流の術理は通用しない。セントリーが言っていたとおりオメガ流は心しん意い技わざではないので、システムを超ちよう越えつすることはできないのだ。

　ゆえにハルユキは、荊けい冠かんを斬きるという選せん択たく肢しを捨てて、更さらに深く炎ほのおの中へと突とつ入にゆうした。

　見えた。いや、感じた。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおの奥おくに、溶よう岩がんの如ごとく輝かがやく球体が存在している。あれこそが太陽神インティの核かく──本体。

　残り四十秒。

　核かくの直径も十五メートル近いだろう。至近距きよ離りからは緩ゆるやかに湾わん曲きよくする壁かべでしかないが、それでも曲面である以上、極きよく微びを見み出いだすことは可能。視覚ではなくイメージ力でただ一点を見み据すえ、愛あい剣けんを振り下ろす。

　ルシード・ブレードの刃やいばが、渦うず巻まく炎ほのおを切きり裂さいてインティ本体に迫せまる。

　刀身が瞬しゆん時じに赤熱する。シトロン・コールの効果も、強化外装にまでは及およばない。ミスター・スミスに炎えん熱ねつダメージ無効の強化を施ほどこしてもらっていなければ、剣は本体に届きすらせずに蒸発してしまっただろう。

　だが愛あい剣けんは、自らが発する真しん紅くの光によって高熱を遮しや断だんし、ついに切っ先を敵本体に接せつ触しよくさせた。

　ハルユキの視界に、たった一段の体力ゲージが表示された。

　ミッドタウン・タワーで戦ったエインヘリヤルでさえ四段ものゲージを持っていたのに──いや、訝いぶかしむのはあとでもできる。いまは本体を斬きり、このゲージを消し飛ばすことだけを考えるのだ。

　再び愛あい剣けんと両手の神経が接続され、ハルユキは切っ先でインティ本体を感じた。

　硬かたい。

　修しゆ業ぎようの最後にイメージで作り出したタングステン球以上の硬かたさ。恐おそろしいほどの物質密度。フレイムブローワーの堅けん甲こうですら、この核かくに比べれば煎せん餅べいのようなものだ。

　弾はじかれる。

　刹せつ那なの予感に貫つらぬかれ、ハルユキは歯を食くい縛しばった。

　自分の体力ゲージはすでに七割を下回っている。斬ざん撃げきを繰くり出せるのはあと二回が限界だろうし、初しよ撃げきが弾はじかれたら二に撃げき目めも三さん撃げき目めも結果は同じだろう。

　────先せん輩ぱい。

　ハルユキの脳のう裏りに、最後に見た黒クロ雪ユキ姫ヒメの姿……体を横向きにして眠ねむる彼女のあどけない寝ね顔がおが甦よみがえった。

　黒雪姫はいま、有アリ田タ家けのリビングで、インティ撃げき破はの知らせをいまかいまかと待っている。無限ＥＫから脱だつ出しゆつできるかどうかは、ハルユキのこの一いち撃げきに懸かかっているのだ。

　脳のう裏りに映し出された寝ね顔がおに、八つの数字が重なって浮うかぶ。２０３２０９３０──うなじのバーコードの下にプリントされたコードナンバー。

　助けたい。

　無限ＥＫからだけではない。マシンチャイルドとして生を受け、強い疎そ外がい感かんを抱かかえて生きてきた黒雪姫を助けたい。力になりたい。一いつ緒しよに、この世界の果てを見たい。

　──できるさ。

　声が聞こえた。

　──できるよ。──できるとも。──できますよ。──できるのです。──できるって。

　たくさんの声が体の中を流れていく。

　──そう、おぬしならできる。儂わしの最初で最後の弟で子しであるおぬしなら。

　──さあ、信じて……斬きれ!!




　極きよく[image: ]




　ハルユキは、インティ本体とルシード・ブレードの刃やいばが接せつ触しよくする最小の一点に、己おのれの意志力全てを転てん換かんしたパワーを集中させ、真下に振り抜いた。




　キイイィィィィィン[image: ]




　という鋭するどくも儚はかない音が響ひびきわたった。

　そして、ハルユキは見た。

　赤熱する球体の表面に、純白のラインがまっすぐ伸びていく。やがてそれは真上と真下の極点に達し、更さらに後方へと回り込んで、繫つながる。

　本体の赤道面を囲む銀色の荊けい冠かんが、音もなくばらばらに分解した。

　そして、神獣レジエンド級きゆうエネミー・太陽神インティの本体が、ゆっくりと左右に分かたれていき。

　内部から、途と轍てつもない熱エネルギーの奔ほん流りゆうが螺ら旋せんとなって噴ふき上がり、月光ステージの夜空を赤々と灼やき焦こがした。




　……終わった……？

　剣には確かな手応えが残っているものの、頭ではなかなか信じることができず、ハルユキは途と切ぎれることなく放出されるエネルギー流を呆ぼう然ぜんと見上げた。螺ら旋せんの炎ほのおは遥はるか高空で撚より糸いとが解けるように広く拡散し、夜空に巨きよ大だいな赤い花を咲さかせた。

　紅ぐ蓮れんの奔ほん流りゆうは永遠に立ち上り続けるかのようだったが、やがて少しずつ勢いを弱めていき、不規則に脈動しながら細くなり──消えた。

　視界に表示されるインティの体力ゲージが尽つきると同時に、両断された本体が青く染まり、いままで倒たおしてきたエネミーの中でも最大量の断だん片ぺんを振りまいて砕くだけ散ちった。大量のバーストポイントが加算され、いくつかのアイテムがドロップしたようだが、ハルユキはストレージを確かめることはおろか、振り下ろしたままのルシード・ブレードを戻もどすことさえできなかった。

　……このポイントとアイテムは、作戦に参加した人全員で分けよう。

　そんなことをぼんやり考えながら、ようやく愛あい剣けんを持ち上げる。

　すると、薄うすい刃ははあちこちで毀こぼれ、刀身にも複数のひび割れが走っている。このダメージはもう、再ログインするまで回復しないだろう。

　──ありがとう。

　インティの炎ほのおに耐たえきった愛あい剣けんをねぎらい、そっと鞘さやに収める。左手を柄つかに触ふれさせたままホバリングを続けていると──。

「クロウ、お疲つかれ！　でもこっちちょっと手伝って！」

　チユリの声が聞こえ、慌あわてて振り向く。

　見えたのは、ハルユキを回復させてくれたライム・ベルと、彼女の必ひつ殺さつ技わざゲージをチャージし続けたシナジーチーム、彼らを半円形に取り囲む護衛チーム……そしてその奥おくで蠢うごめく異形の影かげたち。シナジーチームが心しん意い技わざを使ったので、付近にいたエネミーが引き寄せられてきたのだ。

　幸い全てが小獣レツサー級きゆうか野獣ワイルド級きゆうで、巨獣ビースト級きゆうは含ふくまれていないようだが数が多い。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちがダイブしてくる前に全て片付けないと、何が起きるか解わからない。

　千ち代よ田だ区く役やく所しよで待機していた各レギオンの連れん絡らく要よう員いんは、インティの消しよう滅めつを見届けてポータルから離り脱だつしているはずだ。彼ら彼女らが現実世界で覚かく醒せいし、それぞれのマスターに連れん絡らくして、王たちが加速コマンドを唱えるのに最短でも二秒はかかる。こちら側では三十分と少し、それまでにエネミー群を撃げき破はしなくては。

「──ベル、行くぞ！」

　わずかに残った気力をかき集め、ハルユキは叫さけんだ。チユリの隣となりに着地し、同時に走り始める。シナジーチームの面々も、ハルユキに笑いかけたりサムズアップしたりしながら前線へと散っていく。

　ここでようやくハルユキの中に、太たい陽よう神しんインティを──かつて誰だれ一人ひとりとして倒たおせなかった伝説のエネミーを撃げき破はしたのだという実感が生まれた。もちろん自分だけの力で成なし遂とげたことではない。この場に集った全てのバーストリンカーたちと、いままでハルユキを導いてくれた多くの先達たち、鎬しのぎを削けずったライバルたちがいなければ絶対に不可能だった。

　──やりましたよ、先せん輩ぱい！　やりましたよ、師し範はん！

　現実世界の黒雪姫と瀬セ利リに向けて念じると、ハルユキは双そう頭とうのトカゲ型エネミーと戦っているシアン・パイルとマゼンタ・シザーに加勢するべくダッシュした。
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　六大レギオンの猛も者さたちが揃そろっていても、二十体を超こえるエネミー群を全て撃げき破はするのに、二十分近くを要した。

　全員が心しん意い技わざを解放すればその半分、いや五分もかからずに一いつ掃そうできたはずだが、それでは新たなエネミーを呼んでしまう。ゆえに通つう常じよう攻こう撃げきと必ひつ殺さつ技わざだけで地道に一体ずつ落としていき、最後に残った大型の野獣ワイルド級きゆうが四散した時には、ハルユキは精神力を使い果たしてその場に座すわり込んでしまった。

　刃は毀こぼれしてしまったルシード・ブレードは使わずに、久しぶりにパンチとキックで戦ったのだが、間合いの取り方や体の動かし方を思い出すのに少し時間がかかった。これは、剣の修しゆ業ぎようをするあいだも、ちゃんと格かく闘とうの修しゆ業ぎようもしておかないと……と思っていると。

「お疲つかれ様さまです、クロウさん」

　そんな声とともに、目の前に手が差し出された。見上げると、神じん器きジ・インフィニティを鞘さやに収めたトリリード・テトラオキサイドが微笑ほほえみながら立っていた。手を借りて立ち上がったが、足に力が入らずによろめいてしまう。すかさずトリリードがハルユキの背中に手を回して支える。

「あ……ありがとう、リード」

　礼を言うと、若武者は感かん極きわまったような声で応じた。

「こちらこそ……素す晴ばらしい技わざを見せて頂きました。剣の道を志したばかりのクロウさんが、あのような一いち撃げきを放つには、どれほどの修練が必要だったか……」

「いやあ、毎日素す振ぶりしてばっかりだったけどね……」

「なるほど、やはり素す振ぶりは全ての基本ですね。私も初心に立ち返り、修しゆ業ぎようをやり直そうと思いましたよ」

「ええっ、リードはほどほどにしといてよ！」

　そんな会話を交かわす二人を、いつの間にかネガ・ネビュラスの仲間たちが囲んでいた。全員、フェイスマスクに温かな笑えみを浮うかべ、ハルユキと目が合うと深く頷うなずきかけてくる。

　最後に進み出てきた楓フウ子コが、車くるま椅い子すから立ち上がってハルユキの右みぎ肩かたに手を置いた。

「さあ、鴉からすさん……わたしたちのマスターを迎むかえに行きましょう」

「はい！」

　大きな声で答えると、ハルユキはリードの手から離はなれ、まっすぐ背筋を伸ばした。疲ひ労ろう度どは限界の一歩手前という感じだが、黒クロ雪ユキ姫ヒメの復活を見届けるまでは倒たおれるわけにはいかない。

　他のレギオンのメンバーたちと一いつ緒しよに、インティが消え去った武道館跡あと地ちを目指して歩く。マグマの沼ぬまになっていた地面もすでに冷え、ごつごつしたクレーターに変じている。早ければあと十分もしないうちに五人の王がダイブしてきて、その瞬しゆん間かんに蘇そ生せいする。

　クレーターの内部には、王たちと同じ場所で死亡したウルフラム・サーベラスとブラック・バイスの蘇そ生せいマーカーも見当たらない。当然だが彼らも強制切断で無限ＥＫを逃のがれたのだろう。だが敵に囲まれたこの状態で蘇そ生せいしようとはしないはずだ。ブラック・バイスは永遠に死んでいてくれて構わないが、サーベラスはなんとかして災さい禍かの鎧よろいマークⅡと分ぶん離りしてやらなくてはならない。

　──もう少しだけ耐たえてくれ、サーベラス。絶対にきみを加速研究会から解放する。

　ライバルであり友でもある格かく闘とうの天才に呼びかけながら、ハルユキは夜空を見上げた。

　真上では、インティ本体から放出された熱エネルギーがまだ静かに渦うず巻まいている。爆ばく発はつ直後と比べると半分くらいに縮小しているので、あれもそのうち消えるのだろうが、二十分以上も持続するとは空そら恐おそろしいほどのエネルギー量だ。

　ハルユキの隣となりで、同じように上空を見たアーダー・メイデンが、訝いぶかしむような声を出した。

「あれは、インティの炎ほのおなのですか？」

「う……うん、本体を斬きった時に放出されたんだ。上に行ってくれてよかったよ、横に広がったら全員巻き込まれて死んでたかも」

　少しおどけながらそう言ったが、メイデンは視線を空に向けたまま戻もどさない。

「……フーねえ、エネミーが死んだのにエネルギーだけが残るという現象を見たことがありますか？」

　謡ウタイにそう訊きかれた楓フウ子コは、首を傾かしげてから答えた。

「ない……と思うわ。けど、インティは何から何まで規格外のエネミーなんだから、そんなこともあるんじゃない？」

「そう……ですね……」

　頷うなずいた謡の横顔から視線を外し、ハルユキは再び夜空に広がる赤い残り火を見上げた。

　エネミーが死んだのにエネルギーが残る。その言葉がなぜか頭に引っかかる。

　楓子が見たことのないものを、ハルユキが見ているはずがない。なのに、どこかでそんな現象を目まの当あたりにしたような……あれは、そう、実感としてはインティと同じくらい苦労した、東京ミッドタウン・タワーでの……。

「メタトロン……第一形態」

　自分の口から零こぼれた言葉に、ハルユキは思わず体を強こわ張ばらせた。

　神獣レジエンド級きゆうエネミー、大天使メタトロンの第一形態は、破は壊かいされたあとも頭から生えていた長い突とつ起きだけを空中に残した。エネルギーではなくオブジェクトだったが、現象としては同じだ。その突とつ起きが螺ら旋せん状じように解けて、中から真の姿であるメタトロン第二形態が出現したのだ。

　…………もし。

　もしも。もしも──。

　二十数分前にハルユキが斬きったのが、太たい陽よう神しんインティの、

　第一形態だったとしたら？

　その思考が呼び水となったかのように。

　遥はるか上空で渦うず巻まく炎ほのおが、回転するスピードを増した。中心部では、小さな光点が瞬またたいている。

　突とつ然ぜん、ハルユキは悟さとった。あの熱エネルギーは、単に縮小していたのではない。

　凝ぎよう縮しゆくしていたのだ。時間をかけて寄り集まり、再び何かを生み出そうとしている。

　メタトロン第一形態が破は壊かいされてから第二形態が出現するまでは数十秒程度しか要しなかったのに、インティの場合は二十分以上もかかっているのはなぜか？

　逃にげる時間を与あたえるためだ。つまり、これから出現するのは、それほどの。

「……みんな……」

　ここから離はなれて！　と叫さけぶべく、ハルユキは大きく息を吸い込んだ。だが、喉のどから言葉が発せられるよりも早く──。

　渦うず巻まく炎ほのおの中心点から、真しん紅くの光線が真下へと発射された。

　クレーターの底に衝しよう突とつした光線は、前後左右に高速移動しながら、まるで３Ｄプリンターの如ごとく何かを生み出していく。途と轍てつもなく太く、長く、血のように赤い二本の柱。

　最初は建築物かと思った。しかし柱たちは五十メートルほど上空で接合し、一本の太い柱に変わる。更さらに二本の細い柱が空中に描えがき出され、それも百メートル上空で太い柱と接合する。最後に楕だ円えん形けいの突とつ起きが付け足され、光線は消えた。

「巨きよ人じん……」

　後ろでタクムが囁ささやいた。

　確かに、クレーターの底に出現したのは、二本の脚あし、二本の腕うで、平へい坦たんな胴どう体たいとのっぺらぼうの頭を持つ人型のオブジェクトだった。だが、その威い容ようは巨きよ人じんという言葉では形容しきれない。身みの丈たけは軽く百メートルを上回り、千ち代よ田だ区く役やく所しよの庁舎ビルに並ぶほどだ。白のレギオンとの領土戦で出現した邪神デビル級きゆうエネミーの頭頂高が約十メートル、それでさえハルユキは途と轍てつもなく巨きよ大だいだと感じたのだ。

「あれ……エネミーなの……？」

　背後で、志シ帆ホ子コが呟つぶやいた。

　答えられるものは誰だれもいない。先刻ハルユキが直感したとおり、太たい陽よう神しんインティの第二形態なのだとしたらエネミー以外の何ものでもないが、そうと認めることを本能が全力で拒きよ否ひしている。ただ巨きよ大だいなだけの、モニュメント的な不動オブジェクトであるという可能性だって、まだ……。

　突とつ然ぜん。

　楕だ円えん形けいをした巨きよ人じんの頭部に、同心円状の白い光の模様が浮うき上がった。

　ゴゴオオォ────ン……という重低音が長々と響ひびき渡わたった。

　暗赤色の巨きよ体たいがわずかに身み動じろぎする。それだけで地面と空気がびりびりと震ふるえる。

「……動く……」

　左側で、タクムが喘あえいだ。

　エネミーだ。ハルユキが斬きったのは太たい陽よう神しんインティの本体ではなかった。あれはただの殻から──内部に、本物の本体が封ふうじられていたのだ。

　振り向いて逃げるべきか。しかしまだインティ本体はハルユキたちをターゲットしていない。不用意に走ったせいで攻性化アグロしてしまうということだって有り得る。指揮官のコバルトとマンガンもどうすべきか判断できないようだ。

　限界まで張はり詰つめた停てい滞たいを──。

　一筋の流星が破った。

　いずこからか飛来した銀色の光が、巨きよ人じんの頭部に命中した。光は瞬しゆん時じにリング状に展開し、白い同心円模様のすぐ上を取り囲む。一いつ瞬しゆん強く輝かがやくと、そこに無数の棘とげを生やした冠かんむりが実体化する。あれは…………

「ザ・ルミナリーの、荊けい冠かん」

　囁ささやいたのは、ハルユキと一いつ緒しよにメタトロン第一形態と戦ったトリリードだった。間ま違ちがいない。七の神器セブン・アークスの四番星デルタ、《天てん権けん》ザ・ルミナリーが作り出す、エネミーを支配するためのいばらの冠かんむり。

　ゴオオォォ────ン……。

　重低音を響ひびかせて、巨きよ人じんが大きく上体を仰のけ反ぞらせた。すでにルミナリーの支配力の影えい響きよう下かにあるはずなのに、両手を持ち上げて額の冠かんむりを引ひき剝はがそうとする。

　だが、新たな流星が同時に二筋、巨きよ大だいな月の中から降り注いだ。それらは巨きよ人じんの両手首に命中し、そこにも荊けい冠かんを作り出す。

　流星はまだ止まらない。今度は三筋が胴どう体たいに当たり、胸と腹、腰こしのあたりに冠かんむりが出現する。

　ここでようやく、巨きよ人じんの動きが止まった。

　顔の同心円模様が小刻みに明めい滅めつし、純白の光を濁にごらせる。両手がだらりと下がり、巨きよ体たいをわずかに前ぜん傾けいさせる。

　巨きよ人じんが完全に静止したことを確かく認にんしてから、ハルユキは中天の月へと視線を移した。

　青白い月を背景に、何かがゆっくりと下降してくる。背中から翼つばさを生やした白毛のペガサス。四し肢しのひづめで空気を踏ふみながら、螺ら旋せんを描えがいて降りてくる白馬の背中には、銀色の全身鎧よろいをまとった騎き士しと──そして、もう一人。

　白い。

　有り得ないほど華きや奢しやな体を包むのは、ペガサスよりも、月よりも白いドレス型の装そう甲こう。夜風にたなびく長い金きん髪ぱつ。フェイスマスクは逆光になってよく見えないが、頭に端たん麗れいなデザインの冠かんむりを頂き、右手には長い杖つえを携たずさえている。

[image: ]

　ペガサスは、巨きよ人じんの左ひだり肩かたに舞まい降おりると、翼つばさを畳たたんだ。

　手た綱づなを握にぎる騎き士し型がたアバターの名前を、ハルユキは知っていた。オシラトリ・ユニヴァースの幹部集団、《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位、《破壊者バツシヤー》プラチナム・キャバリアー。

　しかし、キャバリアーの前で横よこ座ずわりになる純白のＦ型アバターに見覚えはない。いままで姿を現さなかった七連矮星セブン・ドワーフスの五位か六位だろうか？　しかしその二人のカラーネームは確か、白系ではなかったはず……。

　ハルユキが呆ぼう然ぜんとそこまで考えた時。

　車くるま椅い子すから音もなく立ち上がった楓フウ子コが、ほとんど音にならない声を密ひそやかに響ひびかせた。

「…………コスモス」

　その言葉が意味するところを理解するのに、半秒ほどを要した。

　コスモス。

　つまり──つまりあのＦ型こそが、オシラトリ・ユニヴァースのレギオンマスターであり、加速研究会の会長であり、《儚き永遠トランジエント・エタニテイ》の二つ名を持つ、白の王ホワイト・コスモスなのか。サフラン・ブロッサムを全損させ、災さい禍かの鎧よろいやＩＳＳキットを生みだし、実の妹であり《子》でもある黒クロ雪ユキ姫ヒメを操あやつって先代赤の王の首を落とさせた、あらゆる悲劇の元げん凶きよう。

　しかし、いままでただの一度も──梅うめ郷さと中ちゆうの文化祭に観戦用ダミーアバターで出現した時を除けば決して姿を見せようとしなかった白の王が、なぜ、いまここに。

　太たい陽よう神しんインティの第二形態をテイムするため？　いままさに蹂じゆう躙りんされようとしていたバーストリンカーたちを助けてくれたのだろうか？

　半なかば痺しびれた頭でそんなことを考えたハルユキの耳に、かつて一度だけ聞いた声が届いた。幼い少女のように甘あまく、高潔な聖女のように清らかな響ひびき。

「ありがとう、シルバー・クロウ」

　コスモスは百メートルもの高みにいるのに、その声は完かん璧ぺきな明めい瞭りようさでハルユキの意識に浸しん透とうした。

「いままで何を試ためしても割れなかった卵を割ってくれたのがあなただったことに、私は少しの驚おどろきと大きな喜びを感じているわ。本当に強くなったわね……」

「た……卵……？」

　ハルユキの掠かすれ声ごえが聞こえたかのように、白の王は応じた。

「そう。太たい陽よう神しんインティの名で呼ばれていたエネミーこそ、この世界の歪ゆがみ全てを内包した卵。それが割れた時、世界の終わりが始まる。紹しよう介かいするわね……」

　コスモスが右手の杖つえ、いや王笏セプトラムを軽く振ると、暗赤色の巨きよ人じんが再び動き出し、右手を胸に当てた。

「超ちよう級きゆうエネミー、《終しゆう焉えん神しんテスカトリポカ》よ」

　どこかで聞いたような……とハルユキが首を傾かしげた直後、集団の中から鋭するどい声が放たれた。

「適当なことを言うな、コスモス！」

　叫さけんだのは、紫むらさきのレギオンの副長アスター・ヴァインだった。

「インティはインカ神話の神だ！　その中から、アステカ神話の神であるテスカトリポカが出てくるなど理り屈くつに合わん！」

「ふふ、そうかもね。でもね、アスタちゃん。この世界で使われてる名前に大した意味なんてないのよ。ほとんどの固有名詞は、システムが適当に拾ってきて嵌はめ込んだだけなんだから。私やあなたの名前でさえ、ね」

　その言葉を聞いた時、ハルユキは不意に悟さとった。

　ホワイト・コスモスは、バーストリンカーたちを助けるためにインティ第二形態──彼女の呼び方に倣ならうなら《テスカトリポカ》をテイムしたのではない。そんなわけがないのだ。コスモスにとっては、生きようが死のうがどうでもいい者たちなのだから。

　ハルユキの直感を肯こう定ていするかの如ごとく、白の王が再び右手の王笏を持ち上げた。

「さて……これで、必要な全てのカードが揃そろったわ。そのお礼に、テスカトリポカの力を最初に見せてあげる」

　ふわりと王笏が振られると、巨きよ人じんが胸に当てていた右手を動かし、五本の指を大きく広げてハルユキたちに向けた。

「────退たい避ひ!!」

　右側で、コバルト・ブレードが叫さけんだ。

　コンマ一秒の遅おくれもなく、百人近いバーストリンカーが身を翻ひるがえし、田た安やす門もん方面へと走ろうとした。

　しかし。

　巨きよ人じんが持ち上げた右手の掌てのひらに、黒い同心円が出現した。再び、山鳴りの如ごとき重低音が響ひびく。いきなり全身が鉛なまりのように重くなり、ハルユキはその場に膝ひざをついてしまった。周囲でも、仲間たちが地面に手を突いている。唯ゆい一いつの例外は車くるま椅い子すに座すわっているスカイ・レイカーだが、華きや奢しやな車輪はぎしぎしと激しく軋きしみ、いまにも分解しそうだ。

　ハルユキの目の前で、ショコラ・パペッターがのし掛かかる重みに耐たえきれず、前のめりに倒たおれ込んだ。チョコレート色の装そう甲こうがひび割れ、か細い悲鳴が漏もれた。

「ショコ……！」

　ハルユキは懸けん命めいに手を伸ばしたが、ショコラには届かない。恐おそらく、巨きよ人じんの右手が周辺の重力を数倍に増ぞう幅ふくさせているのだ。

　体力ゲージの減少速度は意外なほど緩ゆるやかだが、それでもこのまま押おし潰つぶされていたらいつかは死んでしまう。脱だつ出しゆつするには恐おそらく、巨きよ人じん──テスカトリポカの右手をどうにかしなくてはならない。

「みんな、がんばれ……！」

　懸けん命めいに声を絞しぼり出すと、ハルユキは地面を引ひっ搔かくようにして体の向きを変えた。

　すると、テスカトリポカが少しずつ後退していくのが見えた。右手で重じゆう力りよく攻こう撃げきを維い持じしたまま、後ろ向きに歩いてクレーターから出る。左ひだり肩かたに乗る白の王は、もうハルユキたちを見ていない。空っぽのクレーターの中央に、じっと視線を注いでいる。

　──あそには、何もないのに。

　ハルユキの疑念は、突とつ如じよ、全身の血を凍こおらせるような戦せん慄りつへと変わった。

　いまは何もない。でも、これから現れるのだ。もうすぐ……もしかしたら、あと何秒もしないうちに。

「……だめだ……」

　超ちよう重じゆう力りよくに抗あらがって立ち上がろうとしながら、ハルユキは喉のども裂さけよとばかりに叫さけんだ。

「だめだ!!　先せん輩ぱい、来ちゃだめだ──────ッ[image: ]」

　だがその声が、世界の壁かべを越こえることは決してない。

　最悪の予想は、二秒後、現実のものとなった。

　クレーターの中央に、小さな光が生まれる。それは瞬しゆん時じに増え、まずは回転するアイコンのようなものを作り出す。死亡マーカー……だがその持ち主が死んでからすでに充じゆう分ぶんすぎるほど時間が経過しているため、マーカーは即そく座ざに展開し、持ち主を蘇そ生せいさせる。

　最初に出現したのは、黄の王イエロー・レディオだった。

　連れん絡らく役やくたちは皆みなが最速で任務を果たしたのだろう、一秒もしないうちに次のマーカーが現れ、緑の王グリーン・グランデを蘇そ生せいさせた。続いて、紫むらさきの王パープル・ソーン。青の王ブルー・ナイト。そして──黒の王、ブラック・ロータス。

　ついに太たい陽よう神しんインティの無限ＥＫから脱だつした五人のレベル９ｅｒナイナーたちに。

　白の王ホワイト・コスモスは、遥はるかな高みから声を投なげ掛かけた。

「久しぶりの再会なのに、すぐお別れを言わなきゃならないのが残念だわ。さようなら、我わが友たち。さようなら、愛いとしき我わが子。あなたたちは、最後まで立派に役目を果たしたわ」

　王笏セプトラムがゆっくりと、名残なごりを惜おしむように振り下ろされた。

　テスカトリポカが左手を持ち上げ、五人の王たちに向けた。広げられた掌てのひらに、真しん紅くの同心円が眩まばゆく輝かがやいた。





（続く）










あとがき






　お久しぶりです、川かわ原はらです。アクセル・ワールド第24巻、『青せい華かの剣けん仙せん』をお届けします。

　ここ何巻か、いつもあとがきで刊行間かん隔かくが開いてしまったことを謝あやまっている気がしますが、今巻もたっぷり十一ヶ月もお待たせしてしまいました。ただでさえアクセルは「続く」で引くことが多いのに、一年も開いたら前巻の内容を忘れちゃいますよね……。まことに面めん目ぼく次し第だいもございません……。

　当然、ストーリーもなかなか進展しないのですが、それでも17巻から続いてきた『白のレギオン編』はいよいよ次巻で終わる感じになってまいりました。あっ、そこのあなた、信じてませんね！　無理もない！　まあ次巻の話は次巻ですることにして、ここでは24巻の内容に触ふれておきます。

（以下ネタバレにご注意！）

　ありとあらゆるルールに例外が存在する加速世界ですが、この巻ではついに死んだはずだよセントリーさんが生き返ってきてしまいました。その方法は、当人が言っていたとおり全ての退場者に適用できるものではない（というか実質セントリーしか使えない）ものなのですが、違ちがう方法で蘇そ生せいしたオーキッド・オラクルの例もありますし、今後どうなっちゃうのかいささか不安であります。ただ、いままで謎なぞの声として出てくるだけだったセントレア・セントリーを、そのリアルも含ふくめてしっかり描えがけたことが存外に嬉うれしく、最初はインティ絡がらみにしようと思っていたサブタイトルをセントリーに絡からめたものにしてみました。ハルユキにとってはまたしても師し匠しようポジションのお姉さんが増えてしまったわけですが、そういう星の下に生まれた彼のことですので、たぶんセントリーが最後のお姉さんではないような気がします。




　恒こう例れいの近きん況きようコーナーですが……相変わらず、別シリーズのメディアミックスにまつわるあれこれに忙ぼう殺さつされております。あちらのほうは今年が刊行十周年ということで、色々と企き画かくして頂いているのですが、ということはアクセルも十周年なんですよね！　なのにこっちだけ何もないのは大変に寂さびしいので、せめて私が個人的に何かできないものかと考えております。

　私生活では……例によって特になにもないのですが、ちょっと引ひっ越こしたいゲージが上じよう昇しようしつつあります。今度は海か山に近いところがいいな！




　最後になりましたが、毎度毎度ギリギリ進行でイラストのＨＩＭＡさんと担当の三み木きさん、安あ達だちさんにはご迷めい惑わくおかけしました！　いつも本当にありがとうございます！　そしてここまでお読み頂いた皆みな様さま、次巻もなにとぞよろしくお願いいたします！





二〇一九年六月某ぼう日じつ　川かわ原はら 礫れき
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